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臟 器 過 敏 症 ノ 組 織 學 的 研 究

    (第1編)

抗 腎,抗 肺 血 清 ニ依 ル海〓 臟 器 ノ檢 索

      岡山醫科大學衛生學教室(主 任緒方教授)

        渡 邊 善 朝

         [昭和15年3月18日 受稿]

      第1章 緒 論

 過 敏 症Shock本 態 ノ研 究 ハ澎湃 トシ テ興 リ諸

説 紛 糾 未 ダ歸 結 ニ達 セ ザ ル モ 知見 ノ總 括 ハ 抗 元 抗

體 反 應 ニ因 ル 者 ナ ル ニ 一致 セ リ,而 モ其 ノ反應 發

來 ノ場 所 ト シ テ ノ研 究 ハ 又 諭 駁 熾 ニ シ テDoerr

u. Russ等 ハ 細 胞 説 ヲFriedberger等 ハ 液 體 説 ヲ

堅 持 シ テ相 讓 ラズ 多 方面 ノ事 實 ヲ根 據 トシ テ論 爭

果 ツ可 シ ト思 ハ レズ.就 中 前者 ハ曩 ニBesredka

ノ唱 導 スル 所,之 ニ續 キ テSchutz, Manwaring,

Dale, Pearce, Eisenberg, Weil, Nolf, Coca,

Fennyvessy u. Freund等 ハ 多 方 面 ヨ リ實 驗 賛 同

セ リ.細 胞 説 ノ論據 多 般 ナ レ ドモ就 中Umgekehrte

Anaphylaxieハ 發 生 ノ 機 轉 ガ正 常 過敏 症 ト逆 列

ニ シ テ主 トシ テ海 〓 ノ臟 器 ニ對 スル異 性抗 血 清 ヲ

海 〓 ニ注 射 スル 時 正 常 過 敏 症 ト同 一症 候 ヲ呈 スル

事 實 ニシ テ,之 ニ關 シ テ ハ 當 初Friedberger u.

Goretti1)ハ 緬 羊 血球 溶 血 素 ヲ海 〓 ニ注 射 スルニ定

型 的Shock死 ヲ見,之 ハ抗 血 清 中 ニハ 溶 血素 ノ外

免 疫 ニ 使 用 セル緬 羊 血球 ノ一 部 殘 存 シ テ海〓 流 血

中 補 體 作 用 ヲ受 ケ テ反 應 シShockヲ 惹 起 セ リ トテ

液 體 説 ノ論 據 トナセ ル ガ後Forssman2)ニ 依 リ緬

羊 血 球 ハ海 〓 臟 器 ト等 シ キ所 謂Forssman抗 元

ヲ有 スル 事 ヲ明 カ ニサ レ其 ノ溶 血素 注 射 ハ 海 〓 臟

器 ニ對 スル 異性 抗血 清 注射 ニ等 シ キ モ ノ ニ シ テ

Friedbergerノ 實 驗 セ ルShockハ 則 チ海 〓 臟 器

ト之 ニ對 ス ル 抗 體 ト ノ 反應 ニ依 リテ起 ルShock

ト同一 ナル コ ト判 明 セ リ,此 事 實 ハ 緬 羊 血球 溶 血

素 ヲ海 〓 臟 器 殊 ニ腎臟 ニテ吸 收 セ パShockヲ 起

サ ザル 事 及 ビ海 〓臟 器 ヲ抗 元 トスル抗 血 清 ヲ海 〓

ニ注射 セバ 同 様 ノShockヲ 惹 起 スル 點 ニ依 リテ

確 實 ニ シテ,猶 ホForssmanハ 此 際 ノShockハ

其 ノ臨牀 的 症 状,高 度 ノ肺 氣 腫 ヲ認 ムル 剖 檢 所見

及 ビ抗 過敏 症 ノ存 在 ニ依 リテ正 常過 敏 症 ト全 然 同

一 ノ者 ナ リ ト見做 セ リ.溯 リテ フ氏 抗元 抗 體 ノ知

見 ヲ尋 ヌル ニ,種 屬 特 異 性 ハ 免 疫學 上重 要 ナル 特

徴 ニ シ テ,Ehrlich側 鎖 學 説 モ茲 ニ源 ヲ發 シ タル

ガ,家 兎 ニ フ氏 抗 元 タル 海 〓臟 器 ヲ注射 スル ニ 高

度 ノ抗 羊 溶血 素 ヲ發 生 スルForssman3)ノ 發見 ハ

免 疫 學 上興 昧 アル 現 象 トシ テ多數 ノ學 者 ニ復 試 認

承 サル タル ノ ミナ ラズ,種 屬 特 異 性 ヲ無 視 サル ル

ニ至 リ,フ 氏 抗元 ハ 系統 學 上 何 等 ノ關 係 モ無 キ生

物界 ニ廣 ク分 布 シ,而 モ 同 一種 動 物 中 ノ1ハ 之 ヲ

有 シ他 ハ之 ヲ有 セ ザ ル ガ如 キ 事 實 發 見 サ レ,益 々

出 デ テ愈 々奇 ナル ノ現象 トナ リ.海 〓 型 動 物臟 器

ハ 程度 ニ差 アル モ之 ヲ有 シ,其 ノ赤 血 球 ハ 之 ヲ有

セ ズ,羊 及 ビ山羊 赤 血球 ニ 之 ヲ有 シ,其 ノ臟 器 ニ之

ヲ有 セザ ル事 ハ特 記 ス ベ キ研究 ナ リ.フ 氏 抗體 含

有 免 疫 血 清 ヲ非經 口的 ニ海 〓 ニ作 用 セ シ ムル 時 過

176



臟器過敏症ノ組織學的研究 (第1編) 911

敏 症 類 似 ノShockヲ 來 ス現 象 ハ 曩 ニFriedberger

u. Hartoch4)ニ 依 リ發 見 サ レForssmanニ 依 リ

確 定 サ レテ,免 疫 學 上 ノ奇 現 象 トシ テFriedberger

u. Castelli5), Doerr u. Moldavan)6, Biedle u.

Kraus7), Dungern u. Hirschheld8), Kraus u.

Muller9), Friedberger u. Mita10), Doerr u.

Weinfurther11)等 ノ研 究 ニ ナ レル原發 免疫 血 清過

敏 症Primare Antiserum-anaphylaxieト 趣 ヲ

同 ジ ウ シ,フ 氏 抗 體 ヲ フ氏 抗 元 含有 動 物ニ 注 射 ス

ル ニ依 リテ 起 ル 一種 ノ逆 過 敏 症 ナ ラ ン ト思 考 サ ル

ル ニ至 リ,其 ノ事 實 ノ説 明 ニ對 シテDoerrハ 過 敏

症 現 象 ハFriedberger一 派 ノ唱 フル ガ如 ク體 液

中 ニ於 ケル 現 象 ニ非 ズ シテ,細 胞 殊 ニ血管 系 ニテ

起 ル 抗 體 抗 元 反 應 ナ ル ガ故 ニ,正 常 過 敏症 ノ如 ク

或 ハ免 疫 ニ依 リテ産 生 セ ル抗 體 ガ組 織 細胞 ニ存 在

ス ル所 ニ抗 元 ガ作 用 シ,フ 氏 現 象 ノ如 ク或 ハ其 ノ

逆 ニ組 織 細 胞 ニ對 スル 抗體 ガ血 行 中 ヨ リ之ニ 作 用

 シ テ茲 ニ過敏 症 現 象 ヲ惹 起 スル者 ナ リ ト云 ヘ リ.

一 方 動 物 ノ臟 器 ヲ抗 元 トセ ル 抗體 所 謂Zytotoxin

 ヲ動 物 ニ注射 スル時,其 ノ抗 元 臟 器 ニ機能 的又 ハ

形 態 學 的 ニ特 異 性變 化 ヲ起 ス ヤ 否 ヤ ニ就 テハ,

Bordetノ 溶 血 素 ノ發 見 ニ端 ヲ發 シ テ 多數 ノ業 績

ア リ,抗 元 トシ テハ 殆 ド全 身總 テ ノ臟 器 ニ亙 リ,形

態 學 的 ニハ 溶血 現 象 ニ 匹敵 ス可 キ組織 融 解 ヲ,機

能 的 ニ ハ 當 該臟 器 ノ機 能 脱 落 ヲ標 識 トシ テ研 究 サ

 レタ レ ドモ,成 績 ヲ通 覽 スル ニ期 待 ニ反 シ,或 疾

患 ノ病 理 發 生 ノ理 解 ニ應 用 シ得 ル事 ハ不 可 能 ナ リ

 ト1909年Rossle12)ハ 論 破 セ リ.馬 杉3)ハ 白鼠 ノ抗

腎 抗 肝血 清 ヲ白鼠 ニ注 射 シ其 ノ組 織 的 所 見 ヲ研 究

シ,其 ノ際臟 器 ノ特 異 性 變 化 ハ該 臟 器 ノAllergie

性 變 化 ニ一 致 スル コ トヲ結 論 セ リ.然 ル ニ 巳 ニ周

知 ノ如 クForssman抗 元 ヲ含 ム臟 器 ヲ抗元 トス

ル 免 疫 血 清 ニハ 臟 器特 異 性抗 體 ノ發 生 ハ 阻 害 サ レ

Forssman抗 元 ニ對 ス ル 異種 性 抗 體 ヲ産 生 ス ル

事 多 ク,從 ツ テ前者 ニ依 ル變 化 ハ後者 ニ因ル 者 ニ

覆 ハ ル ル コ ト多 シ.

 余 ハ曩 ニ正 常 一般 過 敏 症 臟 器 ノ組 織 反 應 ニ就 キ

檢 索 報 告 セ リ,茲 ニハForssman現 象 タル 逆 列

ノ過 敏症 臟 器 ニ就 キ血 清 學 的組 織 學 的 ノ檢 索 ヲ試

ミ,併 セ テZytotoxische Reaktion及 ビ臟 器 特

異 性 有 無 ニ關 シ テ モ追 及セ リ,就 中其 ノ血 清 學 的

檢 索 ニ當 リテ ハ1927年 發 表 ノ吾 緒 方 教 授14)ノ 稀

釋 沈 降 反應 法 ニ依 リ殊 ニ特 異性 反 應 ノ檢 索 ニハ 期

待 スル事 多 キ ヲ得 タ リ.フ 氏現 象 ニ似 タル 現象 ハ

普 通 ノZytotoxin殊 ニNephrotoxinニ 於 テ モ惹

起 シ得,馬 杉13)ハNephrotoxin血 清 ヲ動 物 ノ靜

脈 内 ニ注射 スル場 合,動 物 ハ急 性Shockヲ 起 シ斃

死 スル ア リテ,其 ノ病理 解 剖的 所 見 モ過 敏 症 ノ夫

レ ニ一致 シ 全身 殊 ニ肺 血 管障 碍 ヲ主 變 化 トス ト報

告 シ,此 變 化 ヲ其 ノ全 身組 織 ニ共 通 性 ナ ル 抗體 部

分 ノ作 用 ニ基 ク コ トヲ想 像 シテ フ氏 現 象 ト同 一機

轉 ニ基 ク ト考 ヘ タ レ ドモ,富 塚15)ハ 此 共 通 部 分ハ

抗 元 ノLypoid部 ニ 在ル ニ非 ズ ヤ ト,白 鼠 ノ腎 及

ビ腎Lypoidニ 對 スル抗 血 清 ヲ以 テ其 ノ作 用 ヲ見

タル モ フ氏 現 象 ニ一 致 スル 變 化 ヲ惹 起 シ得 ザ リシ

ト云 ヘ リ.之 等 ヲ考 察 シ テ余 ノ實 驗 ノ目的 ニ向 ヒ

テ ハ從 來 フ氏 抗元 最 モ多 シ トサ レタル海 〓 ヲ選 擇

スル ニ如 カズ,而 モ海 〓 ハ 家 兎,犬 等ニ 比 シ取 扱

ニ便 ニ シテ 注射 血 清 量 少 ニ シテ足 リShock症 状

ヲ起 シ易 ク又 顯 著 ニ シ テ顴 察 シ易 ケ レバ ナ リ.

 余 ハ 抗 元臟 器 トシ テ肺,腎,心,肝,脾 等 ヲ選

ベ リ,就 中 從來 組 織 反 應 檢 索 ニ當 リ肺 臟 所見 ニ 注

目 サル ル コ ト多 ク,又 腎 ノ病 理 ハ 他臟 器 ニ就 テ ヨ

リモ 多 ク研 究 サ レ居 ル ガ故 ニ余 ハ 第1編 ニ於 テ抗

肺,抗 腎免 疫 家 兎 血 清 ヲ海 〓 ニ注 射 セ リ.

      第2章 文 獻

 坂 田16)ハ 細 菌 竝 ニ細 菌毒 ニ依 リテ起 ル 局所 過 敏

症 ハ經 過 迅 速 ニ シテ浮 腫,白 血球 浸 潤竝 ニ實 質 ノ

壞 死 ヲ主 徴 トスル 一種 ノ炎 症 ナ リ ト云 ヒ,右 川17)

ハ 肺 臟 ノ局所 過 敏 症 ニ於 テ,全 身 ニ於 ケ ル ガ如 ク

著 明 ノEosinophylieヲ 認 メザ ル モ,比 較 的急 速

ニ經 過 スル炎 症 性變 化 ヲ惹 起 シ,氣 管 支肺 炎 ノ病

像 ヲ呈 ト云 ヘ リ,谷 口18)ハ 馬血 清 ヲ以 テ全 身過 敏
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症 ヲ實 驗 シ,肺 臟 ニ高度 ノ氣 腫,毛 細 管 ハEosinニ

赤 變 スル 無 構 造 物 ヲ充 盈 シ,小 血管 ハ 收縮 シ周 圍

ニ水 腫 ヲ見,胞 壁 ニEosinophyle Zellenノ 浸 潤

ア リ,氣 管 支 周 圍 組織 モ水 腫 状 鬆 疎 ナ リ ト報 告 シ,

蓑 内19)ハ 肺 毛 細 管 異 常擴 張,滲 田,出 血 ノ爲,肺

胞 密 ナ ル部 ト氣 腫 状擴 大 部 ヲ來 セ ル ヲ認 メ,辻20)

モ之 ニ大 ナ ル變 動 無 キ コ トヲ述 ベ,藤 澤21)ハ 過敏

症 海 〓 鼻 粘 膜 所 見 ヲ述 ベ,湊22ハShock屍 肺 ノ組

織 所見 ヲ記 シScott, Nolf, Doerrノ 認 ム ル ガ如

ク毛細 血 管 内皮 細 胞 ガ過 敏症 ノ爲 ニ傷 害 セ ラ レテ

各 臟器 ニ浮 腫,出 血 ヲ來 ス モ ノナ ル コ トニ想 到 セ

リ ト,Doerr23)ハ 海 〓 過 敏 症 肺 所 見 ヲ詳 述 シ,出

血 浮腫 ヲ認 メ,急 性 肺 氣 腫 ノ形 ヲナ シ肺胞 壁 ノ伸

展 斷 裂,氣 管 支 腔 ハ 皺 襞 ノ爲 ニ狭小 スル コ トヲ述

ベ タ リ,Dale u. Richards, Laidlow等 ハ 過 敏症

ニ際 シ毛 細 血 管 擴 張 シ其 ノ内 皮 細 胞 直接 ノ刺 戟 ニ

依 リテ 管壁 透 過 性亢 進 シ テ浮 腫 ヲ來 ス ト云 ヘ リ,

Rossle21), Frohlich25)等 ハAllergie機 轉 ノ形 態

學 的檢 索 ヲ行 ヒ抗 元 ハ 其 ノ接 觸 部 位 ユ循 環 障 碍 ヲ

結 果 スル コ トヲ認 メ.Masugi26)ハ 人體 ノ瀰 蔓 性

絲 毬 體 腎炎 ハAllergieノ 基 礎 ニ發 來 スル コ ト ヲ

實 驗報 告 セ リ.

 肺臟 ニ於 ケ ル病 理 學 的 實 驗 研 究 ノ 後 ヲ尋 ヌ ル

ニ,馬 血 清 ヲ以 テ免 疫 セル 海 〓 上皮 氣道 ヲ經 テ肺

臟 内 ニ抗 元 再注 入 ノ方 法 ヲ用 ヒテ 實 驗 セ ル者 ニ,

Friedberger, Busson, Ishioka, Schlecht u.

Schwenker等 ア リFriedberger27)ハ 斯 テ惹 起 セル

肺臟 ノ過 敏 性 反 應 ハ 人 類 ノ「ク ル ー プ」性 肺 炎 ニ類

似 ス ト云 フ ト雖,輕 度 氣 腫 以 外 ノ炎 症 性 變 化 ヲ示

ス寫 眞 ヲ示 サ ズ,Busson28)モFriedbergerノ 追 試

ニ過 ギ ズ,Ishioka29)ハ 人 血 清 ニテ動 物 ヲ免 疫 シ

後 同 血 清 ヲ氣 管 内 ニ注 入 シ テ間 質性 肺 炎 及 ビ眞 性

肺 炎 ヲ惹 起 セ リ ト云 ヒ,Schlecht u. Schwenker30)

モ 同様 ノ實 驗 ヲ行 ヒ,肺 組 織 ニ於 ケ ルEosin嗜 好

白 血球 ノ檢 索 ヲ行 ヘ リ.葉31)ハ 卵 蛋 白 及 ビ馬 血 清

ヲ以 テ免 疫 セル 動 物 ニ氣 管 内 再 注射 ニ ヨ リ,常 ニ

正 常動 物 トハ 根 本 的 ニ相 違 セ ル 重 篤 ナ ル病 變 ヲ惹

起 シ,此 際 反 應 ノ根 本 ヲ爲 ス者 ハ 循 環 系 障 碍 ニ シ

テ,毛 細 血 管 若 クハ 血 管 ノStase,繊 維 素 血 栓 形

成,貧 血 性 毛 細 管 現 象 ヲ伴 フ浮 腫 ヲ結 果 セ リ ト.

斯 ク テ正 常 過 敏症 肺 ノ組 織 學 的 檢 索 ハ 先 人 業 績 ニ

見 ル モ ノ有 レ ドモ,飜 テ肺 臟 ヲ抗 元 トシ其 ノ免疫

血 清 ヲ海 〓 ニ注射 セ ルForssman現 象 肺 ニ關 ス

ル 檢 索 ハ 寡 聞 ナ リ,當 初Woltmann32)ハ 羊 ノ

各種 臟 器 ヲ以 テ家 鴨 ヲ免 疫 シ テ,各 種 ノ抗 血 清 即

チZytotoxinヲ 作 製 シ,之 ヲ羊 ニ注 射 シ テ作 用 ヲ

比 較 セル モ,此 際 免疫 元 ヲ灌 流 セ ザ リシ モ,實 驗

ノ結 果 之 等 ノZytotoxinニ ハ 特 異 性 ノ無 カ リシ

事 ヲ力説 シ,唯Hepatotoxinニ テハ 肝 臟 ニ輕 度

ノ脂 肪變 性 ヲ見,Nephrotoxinハ 之 等 抗 血 清 中 最

モ特 異 性 ニ働 キ 腎髓 質部 ノ著 明 ナ ル充 血,硝 子 様

圓 柱,細 尿 管 上 皮 溷 濁腫 脹 脱 落 等 ノ變 化 ヲ見 タ リ

ト報 告 セ リ.Nephrotoxin即 チ腎 臟 ヲ抗元 トス

ル 免疫 血 清 ヲ注 射 セ ル變 化 ヲ見 タル 實 驗 ハ 多 ク,

Lindemann33)ハBordet溶 血 素 發 見 ニ 刺戟 サ レ,

同 様 ノ方 法 ヲ腎 ニ應 用 シ,家 兎 ノ腎臟 ヲ海〓 ニ注

射 シテNephrotoxinヲ 作 リ,之 ヲ家 兎 ニ注 射 ス

ル 時 重 ナル 變 化 ハ 細 尿 管 ニ認 メ ラ レ,又 家兎 ニ尿

毒 症 ヲ惹 起 セ シ ムル ハNephrotoxinニ 依 ル者 ニ

シ テ特異 的異 状 ナ リ トシ,Bierry34)ハ 犬 ノ腎 臟 ヲ

家兎 ニ注射 シ其 ノVollblutヲ 犬 ノ靜 脈 内 ニ注 射

セ ル ニ高度 ノ蛋 白尿 發現 シ,犬 ハ 早 期 ニ死 亡 スル

ア リ長時 生存 スル ア リ,蛋 白尿 ハ 初 期 ヨリ高度 ナ

ル ア リ,初 期輕 度 ナ ル モ後 高度 トナル ア リ,皮 質

ニハ 出血 竈 ト思 ハ ル ル所 見 ヲ記 述 シ,又1側 腎動

脈 ヲ結 紮 シ他 側 腎 ニ變 性 ヲ來 ス ヲ觀 察 シ,腎 毒 素

ノ産 生 ノ爲 ナ リ トシ,其 ノ特 異 性 作 用 ヲ以 テ臟 器

特 異 性 ア リ ト斷 ジ,Nefedieff35)ハ 海〓 腎乳 劑 ヲ以

テ免 疫 セ ル家 兎 血 清 ハ,海 〓 ニ蛋 白尿 ヲ起 シ,腎

充 血 或 ハ 變 性 ヲ起 サ シム ト,Ascoli u. Figari36)ハ

犬 ノ腎 ニ對 スル家 兎 血 清 ヲ皮 下 ニ注射 セ バ,4-8

日後 蛋 白尿,血 尿,圓 柱 出現 ヲ記 述 セ ル モ,組 織

的變 化 ヲ檢 査 セ ズ.Bierry37), Bierry et Petit38),

Bierry et Mayer39)ハ 更 ニ腎 ヨ リ製 セ ルNucleo-
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proteidヲ 抗 元 トシ テNephrotoxinヲ 作製 シ,犬

ノ腹 腔 内 ニ 注射 シ タル ニ,最 初數 日間 ヨ リ強度 ノ

蛋 白尿 出現 シ,永 續 シ,絲 毬 體 ノ充血,曲 細 尿 管

刷 毛 縁 ノ脱 落,Reticulumcytoplasmiqueノ 破壞,

脂 肪 變 性,顆 粒 性 圓柱 形 成,直 細 尿 管 細 胞 ニ好 酸

性 顆 粒 形 成,細 尿 管 間 質 ノ出血 等 ヲ報 告 セ リ.

Pearce40)ハ 犬 ノ腎,肝,副 腎,膵 臟 ヲ以 テ家 兎

ヲ免 疫 シ,其 ノ免 疫 血 清 ヲ犬 ノ靜 脈 内 ニ注 射 シテ

臟 器 變 化 ヲ檢 索 セ リ.氏 ハ臟 器 血 液 ヲ灌 流 セ ズ シ

テ免 疫 元 ト スル 時,血 球 凝集 價 及 ビ溶 血價 高 ク シ

テ,臟 器 變 化 ハ 之 等 非 特 異 性 變化 ニ 基 ク 肝 臟 ノ

壞 死,血 色 素 尿,腎 ノ脂 肪變 性,脾 及 ビ淋 巴腺 内

Hamosiderin沈 着 等 ニ シ テ特 異 性Zytotoxin作

用 ハ 現 ハ レズ,僅 ニNephrotoxinニ 於 テハ血 色

素 尿 消失 後 モ,蛋 白尿 ノ繼 續,圓 柱 ノ存 在等 ア リ

テ,特 異 性 變 化 ノ存 在 ヲ推 定 シ得 ル ノ ミ,故 ニ免

疫 元 ノ血 液 成 分 除去 ノ爲 ニ完 全 ナル 灌流 ヲ行 フ時

ハ,カ カル 抗 血 清 中猶 ホ溶 血 素 及 ビ凝集 素 ハ含 有

スル モ,In vivoニ ハ其 ノ作 用 ヲ現 ハ サ ザ ル コ トニ

注 意 セ リ,Nephrotoxinヲ 體 重1600-500gニ 就

キ血 清1.0ccヲ 注射 スル ニ,強 キ蛋 白尿 及 ビ圓 柱

出現 シ腎臟 ハ腫 脹 浮 腫 性,被 膜 ハ 輕度 ニ癒 着 シ,割

面皮 質蒼 白黄 色浮 腫 性 トナ リ,僅 少 ノ點 状 出血 ヲ

見 ル コ トア リ,絲 毬體 ハ蒼 白色 明瞭,細 尿 管 上皮

腫 脹 シ顆 粒 状 ナ リ,髓 質部 細 尿 管 上 皮 ハ 空 胞性 ニ

シ テ,脂 肪 變 性 ヲ爲 シ,絲 毬 體 ニテ ハBowmann

氏 腔 内 蛋 白 滲 出,蹄 係 内 ノ硝 子 様 血 栓 及 ビ變 性 ア

リ,又 肝臟 ニハ高 度 ノ顆 粒 性 變 性 ア リ ト,Beebe41)

ハ 犬 ノ臟 器 ノNucleoproteidヲ 抗 元 トシテZyto-

toxinヲ 作 リ特 異 性 ナ ル コ トヲ力 説 シ,内Nephro-

toxinハ 靜 脈 内 注射 後4日 ニシ テ蛋 白尿 發 現 シ,

8-9日 最 高 度 ニ達 シ,腎 臟 ノ強 キ充 血,皮 質 及 ビ

髓 質 ノ多 數 ノ圓柱,細 尿 管 内 出血,上 皮 ノ脱 落 破

壞 等 ヲ見 タ リ ト,Pearce & Jackson42ハBeebe

ノ實 驗 ヲ追 試 シ犬 ノ腎,膵 ノNucleoproteid及 ビ

Nucleic acidヲ 以 テ家 兎 ヲ免疫 シ,抗 血 清 ヲ犬 ニ

Pro kg 2.0cc注 射 セル モ特 異性 作 用 ヲ認 メズ,何

レ ノ抗 血 清 ヲ以 テ スル モ,肝 及 ビ腎 ニ變 化 ア リ,

膵 臟 ハ 決 シテ變 化 セ ズ,腎 ニ テハ 細 尿 管 ノ變 化 ガ

主 ニ シ テ,絲 毬 體 ノ變 化 ヲ見 ズ,圓 柱 ハ抗 腎 血 清

ノ際 ノ ミ認 メ得 タ リ ト,Sata43)ハNephrotoxin,

Hepatotoxin, HamolgsinノIn vivo及 ビIn

vitroノ 作 用 ヲ報 告 セ リ,海 〓,家 兎 及 ビ犬 ニ之 等

ノZytotoxinヲ 注 射 スル 時 全 身 的 ニハ溶 血,血 管

内 血液 凝 固起 リ,全 身 性 血 管 障 碍起 リテ,漿 液 膜

腔 ノ浮 腫,腸 内 容 ノ集 積,膀 胱 充 盈,下 痢,内 臟

充 血 及 ビ出血 等 起 リ,全 身 性變 化 トシ テ實 質臟 器

ノ溷 濁 腫 脹 ヲ常 ニ起 シ,抗 元 臟 器 トシ テ ノ腎 臟 ニ

ハ 高度 ノ 出血,充 血,溷 濁,壞 死,圓 形 細 胞 ノ浸

潤 等 ヲ見,慢 性 期 ニ至 レバ 實 質 ノ萎 縮,間 質 ノ増

殖 起 レ リ,腎 臟 ニ在 リテ ハ萎 縮 ノ ミナ ラズ,一 部

ハ代 償 性 肥 大 ヲ來 シ,又 嚢 腫 形成 ヲ爲 ス.急 性 期

ニ於 テ腎 ノ充 血,出 血 ハ髓 質 ニ著 明 ナ リ.皮 質 ニ

於 テ絲 毬 體 充 血 著 明,而 モ嚢 腔 ヘ ノ出 血 ハ 稀 ナ リ,

髓 質部 ノ出血 ハ 線 状 ニシ テ,直 細 尿 管 腔 ニ血 液 ヲ

見 ル コ トア リ,溷 濁ハ 限 局 性 又 ハ 汎發 性 ニ起 リ充

血 セ ル血 管 ニ平 行 スル コ ト屡 々 ナ リ,血 管 内 ニ硝

子 様 血 栓 ヲ見 ル コ トア ルハ 茲 ニ赤血 球 崩壞 スル ニ

關 係 ア リ ト見 做 セ リ.一 般 的 ニNephrotoxin及

ビHepatotoxinニ 依 リ腎 及 ビ肝 ハ 共 ニ變 化 ス レ

ドモ,其 ノ程 度 ニハ差 違 ア リテ,比 較 的特 異 性 ノ

存 スル コ トヲ示 セ リ.同 氏 ハ 抗 血清 ノ血 清 學 的 作

用 ヲ見 ル ニ,Hepatotoxin攻 ビNephrotoxin共

ニ溶 血作 用 ア レ ドモ前 者 ニ強 ク後者 ハ 正 常 血 清 ヨ

リモ弱 ク,之 等 抗 血 清 注 射 ニ依 ル急 性 死 ハ 溶 血 素

及 ビHepatotoxinニ ア リテ ハ,赤 血 球 ニ テ吸收

スル 時其 ノ作 用 消 失 ス レ ドモ,Nephrotoxinニ テ

ハ然 ラズ,之 等 抗 血 清 ヲ,抗 元臟 器 ニ直 接 注 射 ス

ル時 ハ壞 死 ヲ來 シ,出 血 ヲ爲 セ リ,同 氏 ノ研 究 ニ

テ重 要 ナル ハ 血 行 障碍 ノ力説 ニシ テ,特 ニ腎 及 ビ

肝 ニ見 ラル ル壞 死竈 ハ血 行 停 止 及 ビ血 栓 形 成 ニ關

係 アル ヲ見 タル ハ唯 一 ノ業 績 ナ リ.Fiessinger44)

ハBierry-Mayerノ 方 法 ニ從 ヒ家 免― 海 〓,犬 一

家 兎 ニ肝,腎 ノNucleoproteidノ 免 疫 血 清 ヲ注 射
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シ テ,Hepatotoxinニ 依 リテ 腎臟 ニハ 曲細 尿 管

ノ變 性 ア リ,Nephrotoxinニ 依 リテ モ肝 臟 ニ輕 度

ノ變 化 ア リ.別 ニ補 體 結 合反 應 ヲ實 驗 セル モ,絶

對 的 特 異 性 ニ非 ズ シ テZytotoxin作 用 ハ比 較 的

特 異 性 ニ過 ギ ズ トナ セ リ.Rossle24)ハCytotoxin-

forschungナ ルSammelreferatニ テ,Zytotoxin

特 異 性 ニ就 テ ハ 否 定的 ノ意 見 ヲ述 ベ タ リ.Ludke

u. Schuller45)ハ 犬 ノ腎 ヲ家 兎 ニ注 射 シ テNeph-

rotoxinヲ 作 リ,3-6ccヲ 靜 脈 内 ニ注 射 シ早 期 ヨ

リ蛋 白尿,圓 柱 ヲ來 シ爾 後2週 間 漸次 層 強 シ,死

亡 ニ至 ル迄 又ハ6-10週 後 迄 持 續セ リ,時 ニ 血尿

ヲ見,細 尿 管 上皮 溷 濁腫 脹,曲 細 尿管 上 皮 ノ膨 脹 ,

空 胞 形成,核 消失 ヲ見,Bowmann氏 腔 ヘ ノ 出血,

半 月状 體 形 成 ヲ見,此 犬 ノ血壓 昂 進 ハ可 ナ リノ期

間見 ラ レタ ル モ,レ 線 ニ テ心臟 肥大 ハ 不明 ナ リシ

ト.Wilson and Oliver16)ハ 犬 ノ腎 ニ テ家 兎 ヲ免

疫 セ ルNephrotoxinヲ 受 ケ タル犬 ハ,48時 間 内

ニ蛋 白尿 ト同 時 ニ 多 數 ノ圓柱 ヲ出現 シ,時 ニ痕 跡

的 ノ血尿 ヲ來 シ,10-14日 後 腎臟 ハ 肉 眼 的ニ モ 高

度 ニ腫脹 シ,皮 質部 ニ點 状 出血 散 在 シ更 ニ髓 質部

ニ モ續 ケ リ,絲 毬 體 變 化 ハ 最 モ著明 ニ シテ毛 細 血

管 イFibrin血 栓 形 成,蹄 係壞 死,硝 子様 變 性,

Bowmann氏 腔 へfibrin滲 出,蹄 係細 胞 ノ増 殖

及 ビ脱 落 等 ア リ,細 尿 管 ニハ 圓 柱 及 ビ出血 ヲ見 タ

リ,血 清 力 強 キ時 ハ,其 ノ出血 ハ殊 ニ著 明 ニ シ テ

絲 毬 體 ニ近 キ多 數 細 尿 管 ハ 血液 ニテ充 盈 シ,皮 質

ノ細 尿 管 間 殊 ニ絲 毬體 ニ近 ク圓 形細 胞 浸 潤 著 明 ナ

リ,細 尿 管 ハ 溷 濁腫 脹,上 皮 脱 落 ア リ,上 記 ノ出

血 ハ 力 弱 キ血 清 ニテ ハ起 サ ズ又Nephrotoxinヨ

リ溶 血 素 吸 收 ニ ヨ リテ モ 出血 ハ 弱 度 ナ リ,而 モ 腎

組 織 ニテ 吸收 スル時 ハ 其 ノ作 用完 全 ニ消 失 スル ガ

故 ニ著者 ハNephrotoxinハ 特 異 性 ア リ ト云 ヘ リ.

櫻 林47)ハ 灌 流ニ 因 リ血 液 ヲ除 去 セ ル犬 肝,腎 ニ テ家

兎 又家 鴨 ヲ免 疫 セ ルHepatotoxin, Nephrotoxin

ヲ腹 腔 内 ニ注 射 シ テ,Nephrotoxinノ 場 合 ハ 直 後

速 カ ニ 血 尿 ヲ來 シ1-2日 内 ニ蛋 白尿 ヲ來 スモ,

Hepatotoxinノ 場 合 ハ 可 ナ リノ時 期例 ヘ バ14-

16日 後始 メテ蛋 白尿 出 現 セ リ,解 剖 的 ニハ何 レノ

場 合 モ肝,腎 ニ變 化 ア リ,肝 ハ 主 トシテ脂 肪 變 性

 ヲナ シ星 芒 細 胞 ヤ 膽 管 上皮 ノ脂 肪 變 性,毛 細 血 管

内淋 巴球増 殖 ヲ見,腎 ハ細 尿 管 上 皮 ノ脂 肪 變 性,

硝 子 様 滴 状 變 性,Bowmann氏 腔 ノ蛋 白 滲 出,絲

毬 體 上 皮増 殖,主 部 細 尿 管 基 始 部 内 ヘ絲毬 體 ノ

陷 入等 ヲ見 タ リ.武 田48)ハ 家 兎 腎一 家 鴨 血 清 ヲ.

家 兎 靜 脈 内 ニ注 射 シ テ病 理 解 剖 的 所 見 トシ テ,絲

毬 體 腎 炎 ニ一致 スル各 種 ノ所 見 ヲ記 載 セ リ,即 チ

絲毬 體 蹄 係 ノ膨 大,蹄 係 細 胞 核 ノ増 殖,蹄 係 ノ貧

血,Bowmann氏 被 膜 ノ肥 厚,絲 毬 體 上皮 ノ剥 離,

半 月状 體 形 成,蹄 係Fibrin血 栓 形成,Bowmann

氏 腔 内 蛋 白滲 出 又出 血,時 々絲 毬 體 ノ充 血 等 ヲ記

載 セ リ,細 尿 管 ハ硝 子様 滴 状 變 性,脂 肪 變 性,圓

柱 及 ビ血 液 存 在モ之 ヲ見 ラ レタ リ.馬 杉,富 塚13)

ハ 白鼠 ノ腎,肝 ヲ以 テ家 兎 ヲ免 疫 シ,其 ノ血 清 ヲ白

鼠 ノ靜 脈 内 ニ注射 シテ起 ル特 異 性 變 化 ノ本 態 ハ.

共 ニ血 管 系 統 ノ障 碍 ニ シ テ實 質 細 胞 ニ於 ケ ル各 種

ノ退 行 性 變 性 ハ 血管 障 碍 ニ續 發 スル ト思 ハ ルル モ

ノニ シ テ,血 管系 ノ障 碍 モ抗 血 清 ノ強度 及 ビ注 射

量 ニ依 リテ異 ナ リ,弱 度 ナル 時 ハ毛 細 管 ノ障 碍 ガ

主 體 ニ シテ,透 過 性 變 化 ニ依 ル 蛋 白 ノ滲 出及 ビ内

腔 ニ障 碍 的 ニ作 用 ス ル 反 應 ト シ テ 蛋 白物 質 ノ沈

着,白 血球 集 積,内 皮 細 胞 ノ増 殖 起 リ,毛 細管 ノ

血 行停 止 シ テBlutleerト ナ レ リ.抗 血 清 作 用高 度

ナ ル時 ハ毛 細 血 管 障 碍 更ニ 高 度 トナ リ透 過 性 ハ 更

ニ昂 進 シ テ濃 厚 ナ ル蛋 白滲 出 ヲ來 シ,内 腔Fibrin

血 栓 形 成 ヲ爲 シ,小 動 脈 ニモ 障碍 波 及 シ テ透 過 性

ノ變 化 ヲ來 シ,血 管壁 ノ浮 腫,fibrinoide Entart-

ungヲ 來 シ,之 ニ榮 養 サ ルル 組 縦 ノNekrobiose

又ハNekroseヲ 結 果 セ リ,之 等 ノ變 化 ハ 腎 ビ肝

ニ共 通 ニシ テ腎 ニ於 テハ主 トシ テ絲 毬 體 及 ビ之 ニ

續 ク小 動 脈 ニ起 リ,肝 ニ於 テハ 肝 動脈 及 ビ之 ニ屬

スルGlisson鞘 及 ビ小 葉 周 邊 部 ノ毛細 血管 ニ於 テ

起 ル相 違 アル ノ ミ.此 際 腎 ニ於 ケ ル蛋 白排 出,圓

柱 形成,細 尿 管 ノ滴 状 變 性,肝 ニ 於 ケ ル肝 細 胞 滴

状 變 性 ハ 上記 毛 細 管 透 過 性 變化 ニ基 ク蛋 白滲 出 コ,
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因 リ,兩 臟 器 ニ實 質 細 胞 ノNekrose又Nekrobiose

ヲ來 スハDauerstase又 血 管 内 血栓 形成 ニ基 ク2

次 的 變 化 ナ リ ト.而 シ テ之等 ノ變 化 ハ 局 所Allergie

ノ病 變 ニ一 致 セ リ ト云 ヘ リ.Smadel49)ハ 白鼠 腎

粉 末 ヲ以 テ免 疫 セル 家 兎 血 清 ハ.白 鼠 腎 ニ對 シ テ

臨 牀 的及 ビ機 能 的 研 究 ニ際 シ テ生體 的 ニ ハ比 較 的

特 異 性 ヲ有 スル コ ト ヲ報告 シ,更 ニSmadel &

Farr50)ハ 同 上 ノ抗 腎血 清 ヲ50-100gノ 白 鼠 ニ注

射 シ斃 死 セ ル者 又 ハ時 間 的 ニ殺 戮 セ ル モ ノ ヲ病 理

的 ニ檢 索 シ テ結 論 ニ,抗 腎血 清 ニ存 スルNephro-

toxinナ ル比 較 的臟 器 特 異 性 ノ抗 體 ヲ給 與 セ バ,汎

發 性 絲 毬 體 腎 炎 ヲ惹 起 シ,絲 毬 體 蹄 係 ノInterca-

pillarsubstanzノ 腫 脹 ト細 尿 管 ノ變 性 ガ特 異 ニ シ

テ,抗 腎 血 清 注 射 ガAnaphylaxie様 反 應 ヲ 惹

起 スル 時 ハ絲 毬 體 蹄 係 ニFibrin血 栓 ヲ形 成 ス.

Nephrotoxin注 射 ハ 常 ニ尿 ノ異 常 ヲ 來 シ 死 亡 又

殺戮 ニ至 ル 迄持 續 セ リ,早 期 ノ腎變 化 中絲 毬 體 及

ビ細 尿 管 ノ障 碍 ハ合 併 シ,注 射 後3-11箇 月後 組

織 的 ニ ハ 一 般 ニ血 管 系 ノ變 化 ヲ伴 フ慢 性 進 行 性

絲 毬體 腎 炎 ノ 像 ヲ呈 ス ト.以 上 多 數 實 驗 ニ於 テ

Nephrotoxinハ 抗 元 臟 器 ニ特 異 性 變 化 ヲ惹 起 ス

ル コ トノ如 何 ニ關 シ テ ハ 否 定 的態 度 ヲ攝 ル 者 ア

リ,Schutze51)ハ 海 〓 腎臟 ヲ以 テ免 疫 セ ル家 兎血

清 中 ニハNephrotoxinヲ 證 明 セ ズ ト云 ヒ,Pearce

& Sawyer52)ハ 人工 的 ニ犬 ニ腎臟 炎 ヲ惹 起 セ シ ム

ル時,其 ノ血 清 ハ 健 康 犬 ノ腎臟 ニ毒 力 ヲ有 スル ヲ

見 ル モ 此實 驗 ハ 家 兎 ニ於 テハ 不 成功 ナ リシ ト報 告

シ,Albarran et Bernard53)ハ 海 〓 腎臟 ヲ家 兎

ノ皮 下 ニ注射 シ テ得 タル 免 疫 血 清 ハ海 〓 ヲ致 死 セ

シ ムル モ,病 理 解 剖 上 著 變 ヲ認 メズ,又 同様 ニ シ

テ家 鴨 ヨ リ得 タル血 清 モ毒 力強 度 ナ ル ノ ミニ シ テ

特 異 性 アル 血 清 ハ得 ル事 不 可 能 ナ リ,又1側 腎臟

ノ楡 尿 管 結 紮 ヲ 行 ヒ テ モ 其 ノ動 物血 清 ニハNe-

phrotogin存 在 セ ズ 又 他側 腎 臟 ハ病 變 ヲ示 サ ザ リ

シ ト云 ヘル ガ如 シ,又Rossle24),,Woltmann32),

本 多54)等 モ否 定 的 結 諭 ヲナ セル ガ,其 ノ業 績 中免

疫 元 ノ作 製,注 射 囘數,血 清 使 用 量等 ニ充 分 考 慮

ヲ拂 ハ レタル ヤ否 ヤハ 疑 問 ニ シテ其 ノ他 ノ多 數 ノ

人 ハ 少 ク トモNephrotoxinニ ハ 可 ナ リノ程 度 ノ

特 異 的變 化 ノ存 スル コ トヲ認 メ ラ レタ リ.飜 テ血

清學 的 見地 ヨ リ發 達 シ タル臟 器 特 異 性 研 究 ノ後 ヲ

瞥見 スルニ,Mechinikoffニ 依 リテ提 唱 サ レタル

Zytotoxinハ 生 物 學 的 竝 ニ組 織學 的 ノ研 究 方 法 ニ

シテ 上 記 ノ如 ク業 績 枚 擧 ニ遑 ナ ク 更 ニ本 邦 ニ於 テ

ハ 宮 川 及 ビ其 ノ門 下56)ノ 詳 細 ナ ル報 告 ア レ ドモ,

他 ハ 茲 ニ見 ル抗 元 抗 體 反 應 ヲ指標 トスル 血 清 學 的

檢 査 方 法 ニ シ テ,Uhlenhuth56)ガ 水 晶體,鶏 卵 白,

鶏 血 清 間 ニ 著 明 ノ特 異 性 ヲ指 摘 セ ル 以 來 先 進 ノ

絶 エザ ル 努 力 ニ依 リテ業 績 見 ル 可 ヰ 者 ア レ ドモ,

1, 2臟 器 ヲ除 ケバ研 究 要 約 複 雜,成 績 不 明 ニ シテ

至 難 ナル 業績 ナ リ.Bordet u. Tichistovitch57),

Salus58),村 上59)ハ 血 清 ニ絶 對 的 種 屬 特 異 性 ヲ有 シ

臟 器 特 異 性 ヲ有 セ ズ ト,Moxter60), Metalnikov61)

Landsteiner62)ハ 精 細 胞 ニ,Dumber63)ハ 血 球 ニ,

Hess u. Romer64),中 村65),村 上59)ハ 葡 萄 膜 ニ種

屬竝 ニ臟 器 特 異 性 ヲ有 ス ト,Weihardk66), Lie-

pmann67)ハ 胎盤 組 織 ニ,Wolf u. Halpern68),中

野69)ハ 肝,腎 ニ,田 中70)ハ 各 種 粘 膜 ニ,Hertle u.

Pfeiffer71)ハ 海 〓 各臟 器 ニ,Schutze u. Salus72)ハ

筋 肉,肝,腎 ニ臟 器 特 異 性 ノ存 在 ヲ認 メ,Forssner73)

ハ 沈 降 反應 ヲ以 テ海 〓 内臟 ノ辨 別 ヲ試 ミ肝,腎,

脾,血 液 ハ飽 和吸 收 ヲ行 フ時肝 腎 間 ニハ 特 異 性 受

體 ヲ存 スル モ 脾,血 清 ハ 共 通受 體 ノ ミニ シ テ特 異

性 抗 元 ノ存 在 ヲ認 メズ即 チ肝 腎 ハ 各獨 特 ノ抗 體 ヲ

有 シ血 液,脾 ハ共 通 ノ者 ノ ミ ヲ有 ス ト.Michalis

u. Fleischmann74), Rados75), Kahn u. Weil76)

ハ 補 體 結 合 反 應 ヲ以 テ血 清,肝,腎,脾 ノ特 異 性

有 無 ヲ檢 索 シ,Fleischer u. Arnstein77)ノ 詳細 ナ

ル 報 告 ハ 補 體 結 合 反應 ヲ以 テ種 々 ノ吸收 元 ニ依 ル

吸 收 裝 作 ヲ加 ヘ テ特 ニ反 應 ノ強 弱 ニ重 點 ヲ置 ク時

ハ 各臟 器 内 ニハ 各臟 器共 通 ノ受 體 ト,臟 器 固 有 ノ

者 ト,別 ニ1, 2中 間 ニ在 リテ特 種 ノ關係 ヲ示 ス受

體 ノ3者 ヲ有 シ,臟 器 抗 元 ハ複 雜 ナル 構 造 ノ者 ニ

シ テ免 疫 元 性,反 應 元 性 及 ビ吸 收 元性 ノ3者 ヲ一
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律 ニ考 フ可 キ ニ非 ズ トシ,渡 邊78)ノ 膨 大 ナ ル臟 器

特 異 性研 究 モ臟 器 ノ多 キ ニ失 シ結 果 ハ 明 確 ヲ缺 ケ

リ,而 モ 考按 ニ於 テ抗 元 特 異 性 研 究 ニ從 來慣 用 セ

ラル ル ハ沈 降反 應,補 體 結 合 反 應 及 ビ過 敏症 反應

ニ シテ 溶 血 反應 又凝 集 反 應 ハ 劣 レ リ トサ レタル ガ

就 中 沈 降 反 應 ハ 進 捗速 カ ニシ テ 成果 見 ル 可 キ 者 ア

リテ 特 異 性 論 及 ニ際 シテ最 モ意 義 アル 者 ナ リキ ト

云ヘ リ.又 原免 疫 血清 ヲ以 テ セル 成 績 ハ 直 ニ以 テ

特 異 性 ノ如 何 ヲ論斷 スベ キ ニ非 ザル モ,少 ク トモ

臟 器 相 互 間 ノ反應 ノ強 弱 ヲ以 テ特 異 性 有 無 ヲ窺 知

シ得 ベ キ者 ニ シ テ,其 ノ血 清 ヲ以 テ スル 吸 收特 異

化 ハ 必 ズ シ モ良 好 ナ ラズ,結 果 不 明 瞭 ナ レバ 原 血

清 ヲ以 テ スル 成 績 ヲ觀 察 スルニ 若 カザ リシ ト,又

補 體 結 合 反 應 ハ 爾 他 ノ血 清學 的檢 査 法 ニ比 シ テ,

特 異 性 判 定 ニ優 秀 ナル モ ノア リ トノ從 來 ノ考 按 ニ

對 シ テハ 證 左 ヲ得 ル ニ至 ラズ,過 敏 症 反 應 ニ依 リ

テ著 明 ニ特 異 性 ヲ認 メ タル者 ハ 少 ナ ク,吸 收 特 異

化 ハ 效 果 必 ズ シ モ良效 ナ ラズ從 來 考 フル ガ如 ク單

ナ ル 抗 元 抗 體 兩 者 ノ吸 收 ト見 做 ス ヲ得 ズ更 ニ幾 多

ノ要 約 加 ハ リ テ 成 績 又規 一 ニ シ テ考 察 ス ル ヲ 得

ザ ル ヲ知 レ リ ト,Woltmann79), Armannd79),

Dellile79)ハ 臟 器特 異 性ハ 絶 對 的 ノ者 ニ非 ズ シ テ

臟 器 ヲ構 戌 スル 蛋 白ハ 常 ニ或1群 ノ臟 器 ニ於 テ其

ノ共 通 性 ヲ有 シ他 ノ1群 臟 器 トハ共 通 性 無 ク.一

面 自 己 ノ特 異 性 ヲ有 シ他面 種 屬 ノ特 異 性 ヲ保 ツ複

雜 ナル 抗 元 性 蛋 白 ノ集 合 ト見 ル ヲ至 當 ナ リ ト スル

ニ至 レ リ.即 チ 從 來 絶對 的臟 器 特 異 性 ノ ミヲ有 ス

トサ レ タル 水 晶體 蛋 白 モ近時 後 藤80),畑 教 授81),

後 藤82)等 報 告 ノ如 ク肝,腎,小 腸 粘 膜 ト一 部 共 通

性 蛋 白 ヲ有 スル コ ト明 カ トナ レ リ,其 ノ他 精 細 胞

ト赤 血球 ト,腎 ト中樞 神 經 細 胞 ト,腎,肝 ト中 樞

神 經 ト,肝 ト腎 ト,唾 液 腺 ト腎 ト肝 ト,葡 萄 膜 ト

腎 ト肝 トノ相 關 性 ヲ證 明 スル者 ア リ,山 内83)ハ 海

〓,家 兎 ノ腎,肝,脾,肺,心,筋 肉,腦 等 ニ於

テ 各 種臟 器 ノ特 異 性 ト,肝,肺,腎 ノ共 通性 ヲ認

メ タ リ,他 面Much84)ハ 極 端 ニ 一般 臟 器 蛋 白 ノ特

異 性 ヲ否 定 シ種 屬 ヲ異 ニ シ臟 器 ヲ別 ニ スル モ 相 互

ニ 共通 ス ト説 ケ リ.凡 ソ斯 ノ如 ク或者 ハ 絶 對 的種

屬特 異 性 ヲ或 者 ハ 絶 對 的 臟 器特 異 性 ヲ主 張 シ,他

ハ臟 器 蛋 白特 異 性 ヲ否 定 シ或 ハ臟 器 特 異 性 ト同 時

ニ種 屬 特 異 性 ヲ具 有 スル コ トヲ主 唱 シ テ論駁 相 繼

ゲ ル ハ,1ニ 實 驗 材 料 タル 臟 器 蛋 白構 造 ガ複 雜 ヲ

極 メテ,動 物 ニ依 リ臟 器 ニ依 リテ 其 ノ趣 ヲ異 ニ ス

ル ニ依 リ,2ニ ハ特 異 性 判定 ノ爲 ノ血 清學 的檢 査

方 法 多般 ニ シ テ又 不 備 ナル ニ依 ル モ ノナ ル ベ シ.

近 時 研 究 日 ニ進 ミ免 疫 方 法 改 良 サ レ,反 應 檢 査 法

ニ專 ラ意 ヲ用 ヒ タル 緒方 教 授 法14)發 表 サ ルル ニ及

ビ,結 合 帶 ヲ利 用 シ抗體 稀 釋 沈 降 反應 法 ニ ヨ リ微

量 抗 體 ノ檢 出 ヲ行 フ時,特 異 性 決 定 ノ問題 モ解 決

ノ曙 光 ニ接 スル ニ至 リ須 之 内85),牧 野86),後 藤87),

大城88),城89),佐 伯90),遠 藤91),岸 岡92)等 ニ依 リ

各種 臟 器組 織 蛋 白特 異 性 ノ研 究 ハ興 味 ア ル 明確 ナ

ル 業績 續 出 スル ニ至 レ リ.

第3章 實 驗材料 及ビ實驗 方法

第1節 實驗材料.第1項 抗元製法:抗 元

性研究ニ當 リテ主體 ヲ爲 ス者ハ蛋白質ニシテ,爾

他ノ生體要素ノ考察又忽諸ニ付 ス可カラザルモ現

今抗元性ノ確認サルル者ハ蛋白質ナルガ故ニ他ヲ

暫ク保留ス可シ.抗 元蛋白質ニ關シテハ今日大勢

一致ノ觀アリテ
.其 ノ理化學的性状ノ如何ニ關ス

ト爲シ就中免疫元性ハ之ガ高級分子トシテ保有ス

ル膠質性ニ在リテ其ノ分子中ニ介在スル小原子團

ニ依 リテ特異性 ヲ現ハシ,之 ニ人工的變動ヲ與ヘ

テ特異性ニモ變化 ヲ來サシメ得,所 謂Zustand,

Konstitutive, chemische Spezifitat等 ノ項 目 ヲ

設 ケ得 ル ニ至 レ リ.種 屬 又臟 器 特 異 性 檢 索 ニ於 テ

對 照 タル可 キハ 動 物體 又臟 器 自體 ナル ガ故 ニ,人

工 的 操 作 ニ依 リテ抗 元 固有 ノ性状 ヲ失 ハ ザ ラ ン コ

トタ考 慮 シ,自 然 状 態 ニ近 キ材料 ヲ得 ン事 最 モ重

要 ナ リ.抗 元 ノ性 状 ハ 又 免 疫 元 トシテ 使 用 スル ニ

當 リ重 大 ナ ル 意義 ア リ,免 疫 血 清 ノ良 否ハ 即 チ免

疫抗元ノ純否及ビ變性ノ有無ニ懸 レリ.前 者ハ共

存物質ニ依 リ後者ハ人工的操作ニ關シテ本來ノ特
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異 性 状 ヲ失 フ,故 ニ特 異 性 状 ヲ顯 著 ナ ラシ メ ンガ

爲 ニハ 純粹 ニ シテ 單 一 ナ ル 抗 元 ヲ得 ザ ル 可 カ ラ

ズ.故 ニ茲 ニ人工 的操 作 ヲ加 フル コ トア ル モ抗 元

ノ變 性 ヲ避 ケ 可及 的 自然 状 態 ニ近 カ ラ シ メ ン コ ト

ハ 重 要 ナ リ.余 ハ 高 燥 ノ小 舍 ニ 健 カ ニ 太 リ タ ル

700g内 外 海〓 ヲ固 定器 ニ縛 シ,無 菌 的 ニ披 開 セ

ル 前 頸 部 ニ於 テ,頸 動脈 ヨ リ脱 血 將 ニ畫 ン トスル

ニ當 リ,之 ニ消 毒Kanuleヲ 装 シ,體 温 ニ暖 メ タ

ル消 毒 食 鹽 水 ノ多量 ヲ以 テ,血 管 ヲ通 ジ内 臟 ヲ洗

滌,他 側 頸 靜 脈 ヨ リ流 出 スル血 色 去 リテ正 ニ清 透

トナ ル ヲ待 チ テ洗 滌 ヲ了 ル,落 差1M.時 間 約30

分又1時 間 ヲ要 ス.剖 檢 内臟 ハ血 色 ヲ去 リ,灰 黄

色 ニ變 ゼ ル者 ヲ清 潔 ニ剔 出,肺 ハ 氣管 ト分 離 シ,

腎 ノ被 膜 ヲ去 リ其 ノ他 ハ 輸 出入 血管 ト全 ク分 離 シ

更 ニ消 毒 清拭 剪 刀 ニテ細 斷,各 別 ニ大 ナル 「ペ ツ

ヘ ル」ニ納 メ,水 道 栓 下 ニ清 洗 數 時 間 又ハ1畫 夜,

斯 クテ全 ク血 液 ヲ灌 流 除去 シ容 器 内洗滌 液 ニ泡 沫

ヲ混 ゼ ザ ル清 透 程 度 ニ至 リテ止 ム.該 細 斷片 ヲ吸

取 紙 上 ニ充 分脱 水,更 ニ迅 速血 清 乾 燥 器 内 ニ熱 ヲ

用 ヒズ 乾燥 セ シ ム レバ1畫 夜 ニ シ テ 目的 ヲ達 ス.

即 チ之 ヲ瑪 腦 鉢 底 ニ テ挫 滅紛 末 ト爲 シ,廣 口容 器

ニ移 シ,鹽 化 石灰 上 ニ減壓 「ヱ キ シ カ トー ル」ニ納

メ,乾 燥 貯 藏 重 量 ヲ一定 セ シ メ腐 敗 ヲ防 ギ,使 用

ニ際 シ テ常 ニ同 一 濃 度 抗元 調 製 ニ資 シ得 タ リ.

第1目 免 疫 元製 法.免 疫 用 家 兎體 重1.0kgニ

就 キ,腎 末 其 ノ他 ハ0.1g,肺 末 ハ0.05-0.07gヲ

秤 量 シ,清 潔 ナル 瑪 腦 鉢 ニ移 シ,硝 子小 片 ヲ混 ジ

テ研 磨 シ ツ ツ 全 量10.0ccノ 滅 菌 食鹽 水 ヲ少 量 宛

注 加 泥 状 ヨ リ乳 劑 状 化 セ シ メ,鉢 壁 ノ殘 留 ヲ入 念

ニ落 シ乍 ラ太 キ清 毒 試驗 管 ニ移 注,時 々振 盪 ヲ加

ヘ1畫 夜 氷 室 ニ安 置 ,臟 器 蛋 白 ノ水 性 浸 出 ヲ全 カ

ラ シ ム,然 ル後 輕 ク遠 心 器 ニ装 シ殘 渣 ヲ分 離 シ,

猶 ホ溷 濁 セ ル上 清 ハ 暫 時 室 温 ニ靜 置 後 之 ヲ注射 筒

ニ採 レ リ.之 等免 疫 元 ノ調 製 ハ,依 リテ來 ル免 疫

血 清 ノ良 否 ニ關 スル コ ト大 ナ ル ガ故 ニ,可 及 的 人

工 ヲ加 ヘ ズ 浸 出 ニ温 ヲ用 ヒズ,唯 肺 末 ニ於 テ ハ毒

性 強 力 ニ シテ 時 ニ家 兎 ヲ致 死 セ シ ムル コ ト有 ル ガ

故 ニ,56°30'非 働加 温 ヲナ シ毒 性 ヲ弱 メ浸 出 ヲ助

ク ル コ ト ア リ キ.

第2目 反 應 元 製 法.反 應 元 トシ テ 使用 スル時

抗 元 單 價 ノ存 在 ハ意 義 大 ナル 者 ニ シテ,抗 元 抗 體

反 應 效 價 決定 ハ免 疫 血清 ト共 ニ,反 應 元 トシ テ使

用 スル 抗 元 ノ量 ニ關 シ又 性 状 ニ關 スル ガ故 ニ反 應

元 ノ性 状 ヲ明 瞭 ナ ラシ メ單 價 ヲ均 一 ナ ラシ ム ル ヲ

要 ス,特 ニ吾 稀釋 沈 降素 價決 定 ニ當 リテ反 應 元 ハ

全 ク透 明 ナル ヲ要 シ,而 モ抗 元 性 物 質 トシ テ臟 器

固 有 ノ蛋 白含 有 浸 出液 タル コ トヲ要 ス.臟 器 粉 末

0.3gヲ 秤 量 シ,清 拭 乳 鉢 ニ金 剛 砂 ト共 ニ研 麿 シ

ツツ,全 量10ccノ 殺 菌食 鹽 水 ノ少量 宛 ヲ加 ヘ攪

拌 泥状 ヨ リ乳 劑 状化 シ,之 ヲ殺 菌 試 驗 管 ニ移 注,

振 盪 器 ニ装 シ30分 振 盪 ノ後,1畫 夜 氷室 ニ安 置,

蛋 白水 浸 充 分 ナル ヲ待 チ,56°30'温 槽 中 ニ加 温 後

強 力遠 心 分 離 セバ,帶 黄 又褐 色 ノ透 明 上清 ヲ得 ラ

ル.上 清 透 明 ナ ラザ ル時 ハ 之 ヲNeue Seitz濾 過

器 ニ装 シ減 壓 吸 引 泡 沫 ヲ發 セザ ル 程度 ニ緩 ク濾 過

ス レバ稍 々黄 色 ヲ呈 スル極 メテ清 透 ナ ル浸 出濾 液

ヲ得 タ リ.斯 カル透 明反 應 元 ノ蛋 白 含量 ヲ檢 出 セ

ン爲 ニ余 ハ 正 常 血清 蛋 白量 ト比 色 セ リ,即 チ試 驗

管 内 ニテ醋 酸 黄 血 鹽 法 又硫 基 撒 酸 法 ニ ヨ リテ正 常

血 清 ト比 色試 驗 ヲ爲 ス ニ 腎 又 肺浸 出液 ハ 血 清 ノ

1/100-1/50蛋 白 ヲ含 有 セ リ其 ノ他 ノ臟 器 ニ於 テ

モ概 ネ同様 ナ リキ,然 ル ニ時 ニ臟 器 ニ依 リテ不 同

ナ ル コ ト有 ル 時 ハ浸 出 用抗 元 粉 末 ヲ適 宜變 更 シ テ

必 ズ1/100以 内 ノ濃 厚反 應 元 ヲ調 製 シ之 ヲ原 液 ト

シ順 次 稀 釋 使 用 セ リ.

第3目 吸 收 元 製 法.血 清 ハ 新 鮮 採 取分 離 後 殺

菌 「シ ヤ ー レJニ 薄層 ニ盛 リ迅 速 血 清 乾 燥 器 ニ熱 ヲ

加 ヘズ 乾 燥 セ シ メ前 記「ヱ キ シ カ トール」ニ貯 藏 セ

リ,肺,腎 其 ノ他臟 器 吸收 元 ハ前 記 「ヱ キ シ カ ト

ー ル」 ニ貯 藏 ノ者 ヲ使 用 セ リ.

沈 降 素 吸收 元:海 〓 臟 器 ニ對 スル 免 疫 血 清 中

ノ沈 降 素 ヲ吸 收 スル者 ハ 即 チ臟 器 中 ノ類 脂 體 ヲ分

離 除 去 セル 沈 降 元 ナ リ,之 第1型 動 物 タル 海〓 臟

器 ニハ 沈 降 元 ノ外 ニForssmanノ 類 脂 體 ヲ存 ス
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レバ ナ リ.分 離 ノ理 想 トスル ハ完 全分 離 殘 留 沈 降

元 ノ自 然状 態 ヲ破 壞 スル 事 無 カ ラシ ム ル ニ 在 リ.

「ヱ キ シ カ トール 」中 ノ臟 器 粉 末 ヲ秤 量シ
,10倍 量

ノ酒 精(比 重0.796)「 エ ー テル」(比 重0.72)等 分

液(溶 脂 劑 ト稱 ス)ヲ 加 ヘ時 々振盪 ヲ加 ヘ ツツ室

温 ニテ 冷 浸3日 ノ後,豫 メ胎 脂 セル硬 濾紙 上 ニ濾

別,殘 渣 ハ脱 脂 セ ル用 具 ヲ以 テ他 ノ小 「ベ ツヘ ル」

ニ移 シ更 ニ上 記脱 脂 劑 ヲ注加 シ テ操 作 ヲ繰 返 ス コ

ト3囘,即 チ9日 目 ニ シテ硬 濾 紙 上 ノ濾別 殘 渣 ヲ

脱 脂 セ ル乾 燥 容 器 ニ納 メ減壓 「ヱ キ シ カ トール」ニ

貯 フ.

Forssman抗 體 吸收 元:前 記 ノ方 法 ヲ以 テ分

離 セ ル臟 器 末 中 ノ類 脂 體 浸 出 液(濾 液)ヲ80℃ 以

内重 湯 煎 上 ニ蒸 發 セ シ メ溶脂 劑 ヲ去 リ操 作 ヲ反 覆

シ テ精 製 蒸 發 殘渣 ヲ「ヱ キ シ カ トー ル」ニ貯 ヘ使 用

ニ際 シ テ10倍 量 溶 脂 劑 ヲ注 加振 盪Neue Seitzニ

テ濾 過 使 用 セ ル モ吸 收 試 驗 ノ成績 ハ混 和不 充 分 ナ

ル 爲 大 概 不 良 而 モ抗 血 清 ニ對 シ テ溶 脂 劑 ノ添 加 ハ

白濁 ヲ生 ジ使 用 不 便 ナ ル ヲ以 テ 余 ハ後 述 山羊 血球

Vollblutヲ 使 用 スル ニ改 變 セ リ.

第2項 免疫血清製法.第1目 免疫用動物.

高 燥 ノ小 舍 ニ飼 育 セ ル健 康 成 熟 體 重2.5kg内 外,

在 來 白色 種 家 兎 ヲ選 ビ免 疫 目的 別 ニ筐 ヲ別 ニ シ雌

性 ノ者 ハ 妊 孕 ヲ避 ケ シ メ タ リ.海 〓 ヲ用 フル 時 ハ

健 康 活 〓 ナ ル體 重700g以 上 ノ者 ヲ選 定,若 シ新

ニ購 入 セル 者 ハ 數 日餌 食 其 ノ他 ノ生 活 様 式 ニ馴 レ

シ メタ ル後 之 ヲ使 用 セ リ.

第2目 免疫方法.蛋 白體注射ニ依ル動物體ノ

抗體産生度ハ之ニ用フル動物 ノ種類,抗 元ノ量,

免疫囘數等 ニ關 ス,抗 元ノ量的關係ハ直接免疫體

産生ニ關シ,又 ハ先ヅ生體 ニ有害作用ヲ及ボシテ

間接ニ其 ノ産生ニ影響スルモ兩者 ノ區別ハ事實上

困難ナリ,唯 余ノ實驗ニ際シテ臟器浸出抗元ガ免

疫動物ニ有害的ニ作用シテ抗體産生ヲ阻止スルコ

ト無キヤヲ確ムレバ足ル.大 澤93)ハ牛諸臟器越幾

斯ノ毒性檢定法 ヲ報告シ,從 來臟器毒中代表 ト見

做サレタル肺,乳 腺等ハ依然激甚ナル毒性ヲ示ス

コ トヲ報 告 シ,林94)ハ 臟 器 毒 性 ヲ比較 シ肺 乳 劑 ハ

毒 性 頗 ル張 ク 他臟 器 ト同 一 量 ヲ注 射 スル モ1囘 ニ

シ テ斃 死 スル コ ト多 ク2, 3囘 ノ注 射 ニ堪 フルハ 稀

ニ シテ 腎,肝,脾 ノ乳 劑 ニ テハ3, 4囘 ニ シテ斃 死

スル コ ト有 リ ト.余 モ亦 多 數 ノ失 敗 ヲ繰 返 シ タル

後毒 性 ノ強弱 ヲ考 慮 シ臟 器 別 ニ多 少 ノ差 違 ア レ ド

モ,肺 抗元 ハ 家 兎體 重1kgニ 對 シ0.05-0.07gヲ.

腎 其 ノ 他 ノ 臟 器 抗 元 バ0.1gノ 粉 末 ヲ前 記 ノ方 法

ニ依 リ1囘 注射 量 ト定 メ,而 モ第1囘 注 射 ハ全 量

ヲ稍 々減 少 セ シ メ爾後 ハ 同一 量 ヲ使 用 セ リ.

本 實 驗 ノ如 ク特 異 性 甚 ダ顯 著 ナ ラザ ル 蛋 白體 ニ

就 テ ノ檢 索 ニ當 リテ,免 疫 囘 數 ニ特 別 ノ考慮 ヲ要

ス可 キ ハ研 究 上 ノ要 約 ニ シ テ從 來 副 反應 ヲ可 及 的

僅 少 ナ ラ シ メン爲 ノ免 疫 囘 數 ハ 少 ナ カル ベ シ ト云

ハ レ,奥 田95),後 藤96),Manteufel u . Berger97)

等 ニ 依 レバ3囘 注射 ヲ限 度 トシ,3囘 ニテ所 要 ノ

效 價 ニ達 セザ ル者 ハ繰 返 シ テ6囘 トナ シ,而 モ夫

レ以 上 ヲ要 スル者 ハ保 留 ス可 シ,然 ラザ レバ 特 異

性 ヲ低 下 ス ト云 ヒ,Ascher98), Friedberger u.

Doerr99), Neufeld u. Handel100),庄 司101),淺

井102)等 ハ抗 體 ノ産 生 ハ 使 用抗 元 ノ多 寡 ニ關 セ ズ

ト云 フモ,遠 藤103)ハ 抗元 給 與 微 量 ナル 時 ハ産 生 ス

ル沈 降 素 量 寡 少 ナ リ ト云 ヘ リ.余 ハ之 等 ヲ顧 慮 シ

前 記1囘 注 射 量 ヲ煮 沸消 毒 セル 注 射 筒 ニ装 シ,一

種 ノ抗 元臟 器 ニ就 キ 少 ク トモ3頭 ノ家 兎 ヲ用 意 シ

靜 脈 内 ニ無 菌 的 ニ緩 徐 ニ免 疫 注 射 ヲ終 レバ,間 歇

3-4日 ヲ隔 テ テ 注射 ヲ繰 返 ス コ ト5-6囘 ナ リ.

後 適 宜 採 血,稀 釋 沈 降 素 價 最 高 ナル動 物 ヲ選 ビ最

後 ノ注 射 後7日,頸 動 脈 ヨ リ全採 血,血 清 分 離,

防 腐 藥 ヲ加 ヘ ズ 氷塊 ト共 ニ魔 法 瓶 ニ納 メ,多 クハ

直 チ ニ血 清 學 的檢 索 ニ引 續 キ之 ヲIn vivoニ モ使

用 セ リ.

第3項 實 驗動 物.余 ハ 先 ニ正 常過 敏症 實 驗 ニ

於 テ最 モ症 状 ヲ惹 起 シ易 キ200-300g體 重 ノ海〓

ヲ使 用セ リ.茲 ニハ 之 等 ト比 較 シ又Forssman抗

元 最 モ多 シ トサ レタ ル海 〓 ヲ就 中200-300g體 重

ノ者 ヲ選ビテ專 ラ生體反應ニ使用セリ,時 ニ在來
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白 色種 家 兎 ヲ用 フル コ トア リ,何 レモ飼 育 管 理 ヲ

嚴 格 ナ ラ シ メ筐 ヲ分離 シ妊 孕,噛 合 ヲ避 ケ シ メ タ

リ.

第2節 實驗方法.第1項 緒方氏稀釋沈降反

應法ニ就テ.臟 器特異性檢査法 トシテ補體結合反

應,過 敏症反應,沈 降反應法ハ從來慣用サルル所

ナレドモ補體結合反應ニ關シテハ其ノ要素多様,

對照的考察多般而モ術式簡易ナラザル缺點 アリ鋭

敏度,正 確度及 ビ特異性判定上ノ價値等一般 ニ議

論 セ ラ レテ從 來 應 用範 圍 狹 小 ニ シテ 沈 降反 應 ニ必

ズ シモ優 レズ,渡 邊78)ハ 特 異 性 判 定 上 一般 ニ沈 降

反 應 ニ劣 リタ リ ト推 斷 セ リ.過 敏症 反應 モ亦 沈 降

反應ニ次デ抗元ノ如何ニ依 リテハ特異性檢索ニ顯

著ナレドモ,生 體 ヲ通ジテノ方法ナレバ不便尠カ

ラズ,他 面效價判定上正確度低ク利用範圍從テ少

ナク,渡 邊78)ハ 之 ニ依 リテ特 異 性 ヲ認 メ タルハ 極

メテ少 ナ シ ト云 ヘ リ.余 ハ專 ラ沈 降 反應 法 ヲ用

ヒ他 ハ 何 レ モ 省 略 セ リ.凡 ソ沈 降 反 應 法 ハ 從來

Uhlenhuth104)氏 法慣 用 サ ルル モ,已 ニ周 知 ノ如 ク

本 法 ハ 沈 降 素 ニ對 シ沈 降 元 ノ反 應 スル範 圍 ヲ示 ス

者 ニ シ テ,免 疫 血清 中沈 降 素 ノ量 的 關 係 ヲ示 ス者

ニ非ザルガ故ニ,特 異性研究上抗血清中微量ニ含

有サルル蛋白抗體ノ檢出ヲ要 スルガ如キ,繊 細ノ

手技 ヲ要 スルニ當 リテハ吾緒方教授法ニ藉 ラザル

ベカラズ,即 チ種 々濃度ノ沈降元ヲ種 々濃度ノ免

疫血清ニ作用セシメテ免疫血清ノ最高稀釋濃度ヲ

檢出スル者ニシテ,此 際重疊 ノ下層 タル可キ免疫

血清ニハ所要ノ比重ヲ與ヘ ンガ爲10%海 〓 血清

又ハ1%「 ア ラビアゴム」食鹽水液 ヲ以テ順次稀釋

シ,之 ニ豫 メ食鹽水ヲ以 テ稀釋セル沈降元液ヲ靜

カニ重疊 シ室温2時 間後成績 ヲ判定 ス.免 疫血清

最高稀釋度ニ現ハルル環輪反應 ヲ沈降素價 ト爲シ

此最高稀釋度 ト反應スル沈降元稀釋度ヲ結合帶 ト

稱 ス.結 合帶 ニ於 ケル免 疫 血 清 最 高 稀釋 度 ハ 即 チ

稀 釋 沈 降 素價 ニ シ テ抗 體 最 大 量 ヲ示 ス者 ナ リ,白

濁 環 輪15分(++++)30分(+++)1時 間(++)2時 間(+)ニ

陽 性 ニ現 ハ レザ ル ハ 即 チ陰 性(-)ナ リ ト符 合 ス.

第2項 Forssman抗 體 檢 出 法.F.氏 抗 元 ハ

臟 器 浸 出 液 中Lypoidニ 關 スル者 ニ シ テ コ レ ヲ

F. Lypoidト 稱 ス レ ドモ其 ノ 血清 學 上 ノLypoid

ハ廣 義 ニ解 ス可 キ者 ニ シテ 化學 的 ニ云 フ者 トハ 異

ナ レ リ,而 シ テ該F. Lypoidヲ 含 ム動 物 ハ「モ ル

モ ツ ト」 型 即 チ 第1型 ニ シ テ然 ラザ ル ハ 家兎 型 即

チ第2型 ナ リ,前 者 ノ臟 器 中 肺,腎,心 ニLypoid

多 ク肝 ニ少 キ モ已 ニ周 知 ノ事 實 ナ リ.F.抗 體 血 清

ハ 溶 血 素 血 清 ト等 シク溶 血反 應 ヲ現 ハ スモ血 球 凝

集 反 應 ヲ現 ハ サ ザ ル ハ周 知 ノ事 實 ナ レ ドモF.抗

體 ノ溶 血 力 ハ 今 日迄 ノ知 見 ニ於 テ唯 羊 及 ビ山羊 血

球 ニ對 シ テ ノ ミ特 異 ナ ル コ トOrudschiew105),

Morgenroth106)ノ 業 績 ニモ 明 カ ナ リ,故 ニ余 ハ便

宜 上 常 ニ山羊 血 球 ヲ用 ヒ テF.抗 體 量 ヲ檢 査 セ リ,

F.抗 體 檢 出 ニ當 リテハ,之 ニ用 フル補 體 價 ヲ毎 常

新 ニ檢 出 シテ 完 全溶 血 使 用 單 位 ヲ決定 セ リ,海 〓

血 清 ハ 時 ニ抗 山羊 溶 血 素 ノ少量 ヲ含有 スル コ ト有

リ ト云 フ ト雖 モ,余 ハ毎 囘 ノ補 體 量 ニ就 キ豫 メ山

羊 血 球 ニ對 スル溶 血 力 ヲ檢 シ其 ノ作 用 ヲ呈 セ ザ ル

ヤ ヲ確 メ タル モ余 ノ用 量 ヲ以 テ シ テハ 溶 血 作 用 ヲ

爲 セ ル者 ナ カ リキ.補 體2單 位 ヲ用 ヒ,非 働 性 ニ

爲 セル 免疫 血 清 ヲ順 次 稀 釋 セ ル者 ニ注 加,最 後 ニ

2.5%山 羊 血球 ヲ注 加振 盪 混 和,2時 間 孵 卵器,後

氷 室,翌 朝 判 定,血 球 殘翳 ノ度 ニ應 ジ テ+++ ++血 球

沈 降 ノ度 ニ應 ジ テ十 一 ト符 合 シ敢 テ溶 血 色 程 度 ニ

ハ 不 拘,專 ラ指 度 ノ明確 ヲ期 セ リ.正 常 家 兎血 清

ハ 殆 ド常 ニ一定 量 ノ抗 羊 又抗 山羊 溶 血 素 ヲ有 シ其

ノ性 質F.抗 體 ト見 做 ス可 キ者 ニ シ テ,其 ノ含 量

ハ 個體 ニ依 リテ著 シ ク相 違 ス ル コ ト ア ル ハ既 ニ

Forssman, Orudschiew, Friedberger u. Schiff,

Friedmann及 ビ谷 口氏 等 認 ムル 所 ナ リ.余 ハ 實

驗 前 免 疫 前 ノ家 兎 ノF.氏 抗體 ヲ必 ズ 檢 索 セ リ而

モ10倍 以 上 ニ於 テ陽 性 ナ ル ヲ見 ザ リキ.F.抗 體

檢 出 ニ當 リテ ハ 一般 ニ補 體 ノ活 力,山 羊 血球 自己

ノ抵 抗 力 等 其 ノ溶 血 力 ニ關 スル 事 甚 大 ナ レバ常 ニ

考 慮 シ 同一條 件 ヲ以 テ セ リ.

第3項 吸 收試 驗 法.第1目Forssman抗 體
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吸 收 試 驗 法.第1型 動 物 タル海 〓 臟 器 ニハF.抗

元 ヲ含 ム ガ故 ニ其 ノ抗 血清 ニハ 一 般Zytotoxinト

同時 ニF.抗 體 産 生 シ,之 ヲ生 體 ニ使 用 ス レバ 兩者

ノ反 應 ヲ惹 起 スベ キ ヲ考 察 シ,目 的 ニ向 ヒテ時 ニ

F.抗 體 吸 收 ノ要 アル 可 シ.吸 收 法 トシテ ハ臟 器 類

脂 體 ヲ以 テ スル カ10倍 稀 釋 免 疫 血 清 ニ等 量 ノ10%

山 羊 血球 ヲ以 テ スル カ,別 ニ余 ハ 吸收 後 血清 ヲ生

體 ニ 使 用 スル ニ血 清清 透 ニ シ テ用 量 甚 大 ナ ラザ ル

ヲ要 スル ガ爲 ニ,次 ノ方 法 ヲ以 テ シテ 完 全吸 收 ヲ

期 シ,又 注 射 後 ノ 目的 ヲ達 シ得 タ リ.即 チF.抗 體

含 有 血 清 ト等 量 ノ山 羊 血球Vollblutヲ 輕 ク振 盪

混 和,孵 卵 器2時 間,氷 室 靜 置,翌 朝 強 力遠 心,

清 透 ナル 上 清 血 清 ヲ魔 法 瓶 ニ貯 フル 時,使 用血 清

量 ハ 原 免疫 血 清 ノ倍 量 ニ テ可 ナ リ.Vollblutハ 山

羊 血 球 ヲ食 鹽 水 ヲ以 テ 洗滌3囘 ノ後 採 血 時 ノ容 量

ニ食 鹽 水 ヲ以 テ復 セ シ ム.

第2目 副 抗元 吸 收 試 驗 法.抗 臟 器 血 清 ノ特 異

性 檢 索 ニ 當 リWeihardk66), Liepmann67)以 來 副

抗 元 吸收 法應 用 サ レタ リ.コ レ免 疫 血 清作 製 ニ當

リ操 作 綿 密 ナ リ ト雖 モ,猶 ホ混 在 ヲ免 レ得 ザ ル 血

清 其 ノ他 ノ副抗 元 ニ因 ル抗 體 産 生 ヲ伴 ヒ,成 績 判

定 上 誤 謬 ヲ來 ス コ トア レバ ナ リ.然 ル ニ吸收 特 異

化 ハ 效 果 必 ズ シモ 良效 ナ ラズ單 ナル抗 體 又抗 元 ノ

吸 收 ト見 做 ス ヲ得 ズ更 ニ幾 多 ノ要 約 加 ハ リテ成 績

多 數 シ テ考察 シ得 ズ,主 抗 元 ヲ吸 收 スル ア リ,副

反 應 ヲ強 カ ラ シ ムル ヲ報 告 セル 學 者 ア リ.余 ハ血

清 學 的 檢 索 ニ當 リテ ハ吸 收 法 ヲ併 用 セ ル モ,生 體

應 用 ニ際 シテ ハ,使 用 血 清 ノ夾 雜 ヲ慮 リテ吸 收 法

ハ 保 留 セ リ.豫 メ免 疫 血 清1.0ccニ 對 スル吸 收 抗

元 ノ完 全 吸收 量 ヲ測定 シ置 キ,吸 收 元粉 末 ヲ秤 量,

殺 菌 清 拭 乳 鉢 ニ納 メ,之 ニ對 應 スル免 疫 血清 所 要

量 ヲ注 加 シ ツ ツ乳棒 尖 ニテ輕 ク攪 拌,混 和充 分 ナ

ル ヲ待 チ 「ス ビ ツ ツ グ ラ ス」ニ移 シ37℃,孵 卵器2

時間,氷 室靜置,翌 朝遠心分離セ リ.

第3目 沈 降素吸收試驗法.海 〓臟器ノ免疫血

清 ニハ異種性抗體竝ニ固有蛋白抗體 タル沈降素 ヲ

産生セリ,沈 降素ヲ吸收 スルニハ豫メ 「ヱキシカ

トー ル」 ニ貯 藏 中 ノ沈 降 素 吸收 元 ヲ以 テ ス,余 ハ

完 全 吸收 ノ豫 備 實 驗 ニ於 テ抗 血 清1.0ccニ 對 シ吸

收 元0.025g内 外 ヲ以 テ シテ 目 的 ヲ達 シ得 タ リ.

即 チ吸 收 元 ヲ秤 量 シテ脱 脂 乾 燥 セ ル乳 鉢 ニ移 シ,

抗 血 清 ノ所 要 量 ヲ注 加 シ ツ ツ攪 拌,混 和 シ テ第2

目 ノ如 キ行 途 ヲ經 テ上 清 血 清 ヲ分 離 セ リ.

第4項 海 〓 血球 溶 血 價 竝 凝 集 價 測 定 ニ就 テ.

臟 器 ノ如 キ 各 種 ノ成 分 ノ複 雜 ナ ル 混 合 物 ヲ免 疫

元 ト ハ ル 時,其 ノ成 分 ノ間 ニKonkurrenz der

Antigene成 立 シ,比 較 的 免 疫 元 トシ テ働 キ易 キ

血球又血清成分ニ對シテ重ナル抗體ヲ産生シ,眞

ノ特異性抗體産生シ難キニ至ル事多シ,余 ハ之等

ノ成分ヲ可及的除去 スルニ努メ,臟 器灌流法ヲ施

シ,非 特異性抗體産生 ヲ抑留シ,特 異性抗體産生

ヲ助長セシメタレドモ,猶 ホ且血液成分ニ富 メル

臟器ニ在 リテハ,非 特異性抗體産生ノ止ムヲ得ズ,

之 ヲ生體ニ使用スルニ當 リ,其 ノ非特異性抗體タ

ル溶血素又血球凝集素ニ基ク變化 トシテ,先 人已

ニ認ムル所ノ肝壞死,脾 腫,肝 毛細血管内血球凝

集又溶血等ノ現ハルルコト有 リテ,特 異性變化ヲ

覆フコト有ルヲ以テ,其 ノ對照的生體實驗ハ勿論,

抗血清使用前ハ必ズ海〓血球ニ對 スル抗體價 ヲ測

定セリ.溶血反應ハ洗滌海〓血球2.5%液,豫 メ效

價 ヲ測定セル補體2單 位,非 働性抗血清 トヲ以テ

測定シ,凝 集反應ハ1.0%海 〓血球3滴 宛ヲ以テ

測定セ リ.

第5項 標 本作製迄.海 〓體重測定後固定器ニ

仰臥,前 頸 ヲ無菌的 ニ剪開,總 頸靜脈 ヲ分離,

「ツベルクリン」筒ニ装シタル抗血清ヲ緩徐ニ注射

輕 ク壓 迫 シ テ 出血 ヲ防 ギ,直 チ ニ創 口 ヲ縫 着,固 定

ヲ解 キテ廣 濶 ナル監 規 筐 ニ移 シ テ症 状 ヲ注 目シ,

斃 死 スル者 ハ 直 チ ニ,然 ラザ ル者 ハ 所 要 時 間後 約

1ccノ 空氣 ヲ以 テ 栓塞 致死 セ シ メ テ剖檢,臟 器 ノ

肉 眼 的所 見 ヲ記 録 シ ツツ剔 出,食 鹽 水 ヲ以 テ外 表

ヲ洗 滌後10%「 フ オル モ ー ル」液 ニ固 定,2, 3日

後所 要 ノ部 位 ノ切 出 ヲ行 ヒ標 本 瓶 ニ移 セ リ.時 ニ

30μ ノ凍結 切片 ニ薄 切 セ ル モ,多 ク ハParaffinニ
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包 埋5-7μ ニ薄 切,主 トシ テHamatoxylin-Eosin

染 色 ヲ施 シ時 ニVan Gieson法 ニ染 色 又鐵 反 應 法

ニ染 色 シ,何 レモ水 ヲ避 ケ テ 中性Balsamニ 封 入

鏡 檢 ヲ繰 返 セ リ.

第4章 實驗成績

第1節 抗腎抗肺免疫血清 ト抗元臟器蛋白 トノ

血清學的特異反應:凡 ソ臟器ハ其ノ官能螢爲 ノ

根源タル血液ニ依 リテ自己ノ生命ヲ維持シツツ,

特異機能ヲ行 フ者ナレバ,血 液成分 ヲ含有セザル

者無ク,又 假令其ノ機能螢爲ノ爲特有ナル實質性

組織成分 ヲ以テ構成サルルモ,他 臟器 ト共通性ヲ

有ス可ク,殊 ニ胎生學的近縁 ニ因リ生理學的機能

ノ相似ニ依 リテ,血 清學的ニ相通ズル性能アル蛋

白抗元ヲ含有スル者尠シトセザル可シ,即 チ臟器

組 織 構 成 蛋 白 ノ血 清學 的特 異 性 ハ 絶對 的 ノ者 ニ有

リ得 ザ ル コ ト又怪 ム ニ足 ラ ザ ル ベ シ.Bordet57),

Tichistovitch57)ニ 依 リ テ血 清 ノ絶 對 的種 屬 特 異

性 ヲ唱 ヘ ラ レタル モ,後 多數 學 者 ニ依 リ異種 屬 動

物 間 ニ近 親 反 應 ノ存 在 スル コ トヲ認 メ フ レ,絶 對

的臟 器特 異 性 ノ代 表 ト云 ハ レ タル水 晶 體 ニ於 テ モ

其 ノ後 種 屬 特 異 性 ヲ示 シ,又 後 藤80)ハ 肝 ト,畑 教

授81)ハ 腎 ト,後 藤82)ハ 小 腸粘 膜 ト一 部 共 通性 蛋 白

ノ存 在 ヲ證 明セ リ.2臟 器 間ニ 在 リテ已 ニ然 リ他

ハ推 シ テ知 ル 可 キ ナ リ.更 ニ腎 臟 ニ就 テ見 ル ニ畑

教 授81),Sata43), Fleischer77)ハ 肝 臟 ト,山 内83)ハ

幾 多 臟 器 間 ニ 程度 ノ差 ア ル モ腎,肝,肺 ハ近 親 度

張 キ コ トヲ報 告 シ,長 尾107)モ 牛 腎 ハ 其 ノ腎,肝,肺

ニ近 似 性 ヲ認 メ,林94)ハ 抗 腎 血 清 ニ對 シテ腎 最 モ

高 ク反 應 シ次 デ肺,脾,心,膵 ノ順 位 ナ リ ト,遠

藤91)ハ 肝,腎,副 腎,脾,骨 髓 ニ於 テ各 臟 器 ノ抗

血 清 ハ 絶 對 的 特 異性 ヲ有 セズ共 同抗 體 ヲ有 スル 者

ノ如 ク或 抗 臟 器 血 清 ハ其 ノ抗 元臟 器 ト最 モ反 應 著

シ ク他 臟 器 間 ニハ 近親 度 ノ差 違 ア リ ト,岸 岡92)ハ

抗 腎 血 清 ハ 腎 臟 ニ反應 スル ト等 シク,副 抗 元 タル

同 種 動 物 血 清 トモ ヨク反 應 ス レ ドモ,此 際 腎臟 ハ

特 異 抗 元 性 ヲ示 ス蛋 白 ヲ構 成 成 分 中 ニ保 有 スル ハ

明 カ ニ シ テ,他 臟 器 中最 モ近 キ反應 ヲ示 スハ肝 竝

ニ肺 ニ シ テ脾,心 ,副 腎,睾 丸 等 ハ 之 ニ亞 ゲ リ ト.

更 ニ肺臟 ノ如 ク殆 ド小 氣 管 支 及 ビ血 管結 締 織 等 ニ

ヨ リテ 成 レル臟 器ニ 在 リテハ 固 有 蛋 白ソ外 ノ蛋 白

體 モ多 様 ニシ テ,血 清 學 的 特 異 性 ノ如 キハ 研究 方

法 ノ如何 ニ依 リテハ,成 績 ヲ異 ニ シ其 ノ見 解 又一

致 セザ ル可 シ,竹 林108)ハ 沈 降 反 應 法 ヲ以 テ肺 組 織

ト他臟 器 トノ近 親 度 ヲ決 定 スル コ トヲ得,解 剖 的

ニ肺 組 織 殊 ニ結 締 織 ト近 似 ノ組 織 ヲ有 スル 者 程 例

之 皮 膚,乳 腺,滑 平 筋 ニ於 テ近 親 度 高 ク,臟 器 ニ

於 テハ 肺 ニ亞 デ肝,脾,心,腎 ノ順 位 ナ リ トシ又

肺 臟 ハ 抗 元 性 ヲ有 スル モ水 晶 體 ノ如 ク明 カナ ル特

異 性 ヲ示 サ ズ シ テ他臟 器 蛋 白 トモ 反 應 ス ト言 ヘ

リ.

第1項 抗腎免疫血清.余 ハ緒方氏法ヲ主 トシ

タル沈降反應法ヲ以テ抗海〓腎免疫家兎血清 ト海

〓各臟器蛋白 トノ近親關係ヲ檢索 スルニ第1表 ノ

如ク(次 頁參照)

血 清 吸收 前 ノ抗血 清 ハU.氏 法 ニ於 テ 腎 ニ對 シ

高 度 反應1:1000ヲ 示 シ肝,肺 ニ モ ヨク反 應 シ,

血 清 ニ對 シ テハ 却 ツテ最 高反 應1:2000ヲ 示 セ リ.

緒 方 氏 法 ニ於 テ ハ 腎 ニ對 シ結 合帶1:250稀 釋 價

1:16,肝,肺 ニ對 シテ ハ結 合 帶1:250,稀 釋 價

1:8,又 脾 ニ對 シ テハ結 合帶 ヲ1:100ニ スル モ稀

釋 價猶 ホ1:8ニ シ テ皆50%ノ 反 應 度 ヲ示 シ,心

ニ對 シテ ハ25%ナ リキ,血 清 ニ對 シ テモ亦 他臟 器

ト等 シク1:8(50%)ニ 反應 セ ル ガ,海 〓 血 清 末

ヲ以 テ吸 收 セバU.氏 法 モ緒 方 氏 法 モ血 清 ニ對 ス

ル 反應 ヲ消 失 シ腎 ニ對 シテ最 高 反 應 ヲ示 シ就 中緒

方 氏 法 ニ於 テハ 結 合帶 ヲ更 フル コ トナ ク1:8ニ

反應 シ1:16ハ 反應 明瞭 ナ ラズ,肝,肺,脾 ハ

1:4ニ 反 應 シ,心 ハ輕 ジ テ1:2ニ シテ何 レモ反

應 度 ヲ低 下 セ リ.腎 末 ヲ以 テ吸 收 セバ,腎 及 ビ血

清 ニ對 シテ反 應 消失 セ リ.即 チ本 血 清 ハ 主 抗 元 タ

ル 腎 ニ最 高反 應 ヲ示 シ他臟 器 及 ビ血 清 ニ對 シテ モ

程度 ヲ更 フル モ亦 ヨク反應 シテ腎,肝,肺,脾,

心 ノ順 位 ヲ示 セ リ.
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第1表 抗 腎 血 清 ト海 〓 諸 臟 器 トノ沈 降 反 應
                      (K. Nr. C.)

 第2項 抗 肺免 疫 血 清.茲 ニモ 主 ト シ テ 緒 方

氏 法 ニ依 リ,U.氏 法 ヲ參 考 トシ テ抗 肺血 清 ノ各

臟 器 蛋 白 ニ對 ス ル 反 應 ヲ檢 索 ス ル ニ第2表 ノ如

ク

第2表 抗 肺血 清 ト海 〓 諸 臟 器 トノ沈 降 反 應                     (
K. Nr. F.)
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U.氏 法 ニ依 ル時 ハ主 抗 元 タル 肺 臟(1:8000±)

ニ對 スル ヨ リモ副 抗 元 タ ル血 清 ニ對 シ テ最 高 反 應

(1:16000)ヲ 示 セル ガ,緒 方 氏 法 ニ依 ル時 ハ 肺 臟

ニ對 シ テ最 高反 應(1:128)ヲ 示 シ副反 應 トシ テ結

合 帶 ヲ 更 フル コ ト有 ル モ腎,心,肝(1:64)ニ モ反

應(50%)シ 血 清 ニ モ 同様(50%)反 應 セ リ.血 清

ヲ以テ吸收セバU.氏 法モ緒方氏法モ血清ニ對 シ

テ反應消失シ吸收前ヨリモ反應度ヲ低下スルモ肺

臟ニ對シテハ依然最高反應度ヲ示シ腎,心,肝,

脾 ノ順位ナリ.免 疫血清ヲ肺臟末 ヲ以テ吸收 スル

時ハ肺又血清ニ對シテ全ク反應 ヲ示サズ,即 チ本

血清ハ他臟器 トモヨク反應シ殊ニU.氏 ヲ以テス

ル時血清 トハ最高反應 ヲ示シ近親關係稍々不明ナ

ル モ血 清 ヲ以 テ吸 收 スル時 ハ其 ノ關 係稍 々明 カ ニ

シ テ肺 臟 最 モ高 ク反應 シ,腎,肝,心 之 ニ亞 ギ,

脾ハ最下位 ノ反應度 ヲ示セ リ.

 第3項 小括.以 上抗腎,抗 肺血清 ノ諸臟器構

成 蛋 白 ニ對 スル沈 降反 應 ヲ通 覽 スル ニ,抗 腎 血 清

ハ 腎臟 ニ,抗 肺 血 清 ハ 肺臟 ニ對 シテ最 高度 ニ反 應

スル ト同時 ニ,副 抗 元 タル海 〓 血 清 ニ對 シ テ モ亦

良 ク反 應 セ リ,コ レ免 疫 元 製 作 ニ際 シ充分 ナル 灌

流 法 ヲ施 セル モ,猶 ホ臟 器 内 ニ殘 存 ヲ免 カ レ得 ザ

リシ血 清 又ハ 血 清 ト共 通抗 元 性 ヲ有 スル臟 器 内 ノ

蛋 白成 分 ノ存 在 ニ 由來 スル抗 體 ノ産 生 混 在 スル ニ

起 因 ス可 キ者 ニ シテ,海 〓 血 清 ヲ以 テ吸收 スル時

反 應 消 失 スル ニ因 ル モ 明 カ ナ リ.

腎又肺 ノ主抗元ニ對 シテハ血清吸收法ニ依 リテ

呈示スル陽性反應度 ヲ低下スルコト有ルモ猶ホ他

臟器ニ比スレバ最高陽性度ヲ示 シ,主 抗元タル腎

又ハ肺末吸收法ニ依 レバ腎又肺ニ對シテモ反應消

失 スルニ依 リテ見 レバ,本 免疫血清ニ對シテ腎又

肺ハ特異抗元性ヲ有 スル蛋白ヲ構成成分中ニ混在

セシムルコト明カナリ.免 疫血清ハ其 ノ血清成分

ヲ除外スルモ猶ホ抗元臟器以外ノ臟器 ト種々ノ程

度ノ反應 ヲ示セルハ,腎 又肺ニ於テハ他臟器 トモ

血清學的ニ一部共通抗元性ヲ有 スル蛋白體 ヲ有

ス.之 等 ヲ臟器構成ノ解剖學的見地 ヨリ考按 スル

ニ一 部 共 通抗 元 性 ヲ 有 ス ル 蛋 白體 ハ 即 チ 臟 器 ノ

Mesodermal組 織 蛋 白 ニ,最 高反 應 ヲ示 ス臟 器 固

有 ノ蛋 白體 ハ 其 ノ上皮 性 實 質細 胞 蛋 白 ニー一致 スル

者 ト想 像 セ ラル.抗 腎血 清 ニ對 シ テ反應 度 高 キ順

位 ハ 腎,肝,肺,脾,心 ニ シ テ山 内,林,岸 岡 ノ

成績 ニ一 致 シ,抗 肺血 清 ニ對 シ テハ 肺,腎,肝,

心,脾 ニシ テ又 山 内,林 ノ成 績 ニ髣 髴 タ リ.

 第2節 抗 腎免 疫 血 清 注 射 ニ依 ル海 〓 臟 器 ノ組

織 學 的檢 索:海 〓 腎 ヲ以 テ セル 免 疫 家 兎 血 清 ヲ

健 康 海〓 ニ注 射 セ バ,血 清 中F.抗 體 ハ之 ニ對 スル

抗元 ヲ海 〓 體 内 ニ求 メ テ逆 過 敏症 現 象 ヲ惹 起 スル

コ トハ 已 ニForssman以 來 周 知 ノ事 實 ニシ テ,恰

モ抗 血 清免 疫 血 清,菌 免 疫 血 清,Zytotoxin,溶

血 素 血 清 ノ注射 ト等 シ ク只1囘 ノ注射 ニ テ起 リ使

用 血 清 量 多 キ ニ從 ヒ發 症 數 増 加 スル者 ナ リ.余 ハ

其 ノ組 織 學 的 檢 索 ヲ爲 スニ當 リ,血 清學 的檢 索 ノ

成績 ニ對 照 シ テ其 ノ特 異 性 抗 體 ニ依 リテ如 何 ナル

程度 ノ變 化 ヲ惹 起 シ得 ラ レシ ヤ ニ就 テ モ追 及 セ ン

トセ リ.茲 ニ使 用 セ ン トスル抗 腎 血 清 ノ血 清學 的

效價 ハ 第3表 ノ如 クK. Nr. C.血 清 ニ シ テ其 ノ他

臟 器 蛋 白 ニ對 ス ル近 親反 應 ハ前 述 セ リ,茲 ニ本 血

清 ハ 其 ノ免 疫 注 射 前 ハ各 抗 體 何 レモ陰 性 ナ リシ コ

トヲ附 記 スベ シ.又F.抗 體 トシ テ山 羊 血球 ハ溶 血

ス レ ドモ凝 集 素 ノ産 生 ハ見 ル コ ト無 カ リキ.

    第3表 抗 腎 血 清 ノ抗 體 價

 即チ本血清ノ抗體價ハ甚 シク高價ニ非 ザ レド

モ,之 ガ注射ニ依 リ斃死セル者及ビ生存セル者 ヲ

時間別ニ殺戮 シテ臟器組織 ノ所見 ヲ略記 スベ シ

(第4表).

 1) 臨牀 的所 見:豫 メ56°30'非 働 性 抗 腎 血 清

(K. Nr. C.)ヲ 血 温 ニ暖 メ靜 脈 ニ緩 徐 注 射 ヲ終 リ

症 状 ヲ監 視 スル ニ,正 常 過敏 症Shockノ 如 ク直
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第4表 抗 腎 血 清 注 射 海

(K. Nr. C.)

後 脱 屎 尿,不 安,立 毛 靜 坐,呼 吸 困難 ヲ發 シ時 ニ

Cheyne Stokes呼 吸 ヲ營 ム コ ト久 シ キ ニ亙 ル,

當 初 頂 筋 ニ發 スル間 代 性 痙 攣 ヲ爲 シ顔面 ヲ擧 上 シ

天 空 ヲ仰 ゲ リ,Strabismusヲ 爲 シ,首 ヲ左 轉 シ

前 足 ヲ右 ニ伸 展 シ,横 臥 ノ後 強 直 性痙 攣 ヲ發 シ,

鼻 口 ヨ リ盛 ニ薔 薇 色泡 沫 ヲ混 ズル 漿 液 ヲ噴 出 シ テ

斃 ル,死 ヲ免 カル ル者 ハ呼 吸 困 難 久 シキ ノ後,緩

漫 呼 吸 ニ移 リ長 時 ヲ經 テ恢 復 ニ向 フ モ,猶 ホ立毛

靜 坐 ノ儘 間 代 性 ニ戰 慄 ヲ行 フア リ,小 腦 ノ平衡 ヲ

失 シ蹣 跚 歩行 ヲ營 ムア リ,症 状 劇 甚 ニ シ テ固 定 ヲ

解 ク モ匍 匐 ノ儘 斃 死 スル アリ,短 キ掻 鼻,噴 嚔 ニ

續 キ テ高 度 ノ呼 吸 困難 ヲ來 シ,登 身 性 痙 攣 ハ 高度

ニ シ テ跳 躍 筐 外 ニ飛 出 ス勢 ヲ以 テ痙 攣 斃 死 ニ至 ル

ア リ.剖 檢 スル ニ肺 ハ 浮腫 状 ニ膨 脹 シテ 胸 腔 ヲ盈

シ,心 臟 ヲ掩 ヒ外 表 ニ出 血 ヲ見 ル コ トアル モ,然 ラ

ズ シテ 白色 光 澤 ヲ放 テル ア リ,呼 吸 停 止 後 モ心 動

久 シ ク持 續 シ テ剔 出食 鹽 水 ニ洗滌 中猶 ホ活 溌 ニ縮

張 セ リ,其 ノ他 ノ内臟 ハ 一般 ニ暗 赤 鬱 血 色 ヲ呈 ス.

本K. Nr. C.血 清 ノ性能 ヲ以 テ シ テハ 海 〓 體 重

100gニ 就 キ0.15ccヲ 最 小 致 死 量 トセ リ.

2) 臟 器 ノ所見:余 ハ第4表 多數實驗群臟器

ノ組 織學 的 檢 索 所 見 ヲ略 記 セ ンニ次 ノ如 シ.

M. Nr. 99 (10M.斃 死)腎:左 右1.7g暗

黒色著明ノ鬱血 ヲ爲シ,鏡 檢上一般ニ充血ハ著明

ニシテ小葉間血管及ビ弓状血管充盈擴張シ絲毬體

又血液ニ富メリ,主 要部細尿管上皮細胞溷濁腫脹

中等度ナリ.肺:6.4g稍 々膨隆氣腫状 ヲ呈シ.

前後面殊ニ下葉 ニ於テ著シキ出血斑ヲ認ム,鏡 檢

スルモ一般ニ充血中等,血 管周圍ノ淋巴腔ニ出血

著 明 ニ シ テ茲 ニ中等 度 ノ「ヱ 」淡 染浮 腫 液 ヲ認 メ,

肺胞壁ハ擴張氣腫状ヲ呈セ,胞 腔中ニ纎維素析出

中等度ナリ,又 茲 ニ破壞セル上皮細胞竝ニ組織球

ヲ認 ム.肝:11.4g暗 黒 欝 血 色 外觀,小 葉 像稍 々

不 明,一 般 ニ肝細 胞 腫 脹 シ空 泡 ヲ形成 スル 者 ア リ

細 胞 核ハ 崩 壞 又融 解 スル 者 ア リ,又 之 ニ反 シ テ細

胞 體 ハdichtニ 「ヱ」濃 染 性 ノ者 ア リ,Kupffer星

芒 細 胞 ハ一 般 ニ肥 大 セ リ,Glisson鞘 ニ輕 度 ノ細

胞 浸 潤 ア リ肝 動 脈 内 皮 細 胞 ハ概 ネ増 殖 セ リ.心:

1.4g心 嚢膜下出血多ク就 中冠状溝及ビ前後縱溝

血管域ノ實質ニ出血多ク,心 筋間血管充盈擴張著

明ニシテ出血又甚ダ著明ナリ,外 膜脂肪織間出血

亦甚ダ顯著,筋 細胞ハ一般ニ膨脹シ,血 管外無構
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造蛋白物質滲出著明ナリ.脾:0.5g脾 竇 内ニ繊

維素析出アリ,色 素 ヲ攝取セル組織球アリ,臚 胞

減少中等度,脾 竇擴開血管亦擴張セリ.

 M. Nr. 100 (12M.斃 死) 腎:左 右1.4g

暗 黒 色 外觀,小 葉 間 血 管 充 盈 擴開,大 多數 ノ絲 毬

體 又 充 盈 シ内,出 血 ヲ爲 ス者 ア リ,絲 毬 體 周圍 ニ

テ内 皮 細 胞 ノ増 殖輕 度 ニ認 メラル,間 質 ノ毛 細 血

管 又 充 盈擴 張 甚 ダ著 明 ニ シ テ,主 要 部 細 尿 管上 皮

輕 度 ニ腫 脹 ス レ ドモ 間捜 部 又集 合 管 ニ異 常 無 シ.

肺:4.4g氣 腫 状 ニ膨 隆 シ前後 面 ニ出血 斑 ア リ,

鏡 檢 所 見 ハ 前 者 ニ等 シ.

 M. Nr. 101 (3St.殺 戮) 腎:左 右1.5g著

シ ク暗 黒.一 般 ニ血 管 ノ充 盈擴 張甚 ダ 高度,絲 毬

體 充 血,血 管 周 圍浮 腫 液 ヲ認 メ(Fig. 1)主 要 部

上 皮 腫 脹 著 明,中 ニハ細 胞 剥 離 セ ル ア リ 「ヱ」濃

染 セ ル ア リ.肺:3.8g前 後 面 ニ出血 多 量,鏡 檢

上 充 血 強 度 ナ レ ドモ肺 胞 内纎 維 析 出ハ輕 度 ナ リ.

肝:14.9g暗 赤 色,中 心靜 脈 充 盈 シ小 葉 中央 部

肝 細 胞 ニ空 胞 形 成多 ク稍 々萎縮 状 ナ リ,周 邊部 細

胞 又脂 肪 變 性 多 シ,星 芒 細 胞 ハ非 常 ニ膨 大 セ リ.

心:1.1g冠 状 血 管 域 ニ少量 ノ 出血 ヲ外 見 シ,筋

肉 層 ニ於 ケル 出血 著 明 ニ シ テ筋 纎 維 ハ腫 脹 セ リ,

小 血 管 周 圍 ニ内皮 細 胞 ノ増 殖 ア リ,間 質組 織 ニ淋

巴球 ノ浸 潤 ア リ.脾:0.6g赤 色 髓 内組 織 球 ニ血

球 負 喰 多 ク見 ラル.

 M. Nr. 102 (4St.斃 死) 腎:左 右1.4g暗

赤 色,充 血 ハ 中等 度 ナ レ ドモ主 要 部上 皮 甚 ダ腫脹

シ 中 ニハ 剥 離 セ ル ア リ,尿 圓 柱 ヲ形成 セ リ,斯 ル

變 化 ハ 皮 質 ノ表 層 ニ著 明 ナル ハ 時 間 ヲ經 過 スル 時

實 質 細 胞 ノ荒廢 激 シ キ モ ノ ト認 メ ラル.肺:7.4g

氣 腫 状 ニ膨 大 シ,左 右 殊 ニ下 葉 ニ於 テ著 シ キ 出血

斑 ア リ,鏡 檢 スル ニ充 血 甚 ダ顯 著 ニ シテ,血 管 高

度 ニ擴 張 シ,血 管 周圍 ニハ 一 般 ニ出血 多 ク シ テ肺

胞 ハ爲 ニ無 氣 状 所 見 ヲ呈 セ リ,肺 胞 内 ニハ 纎 維 素

折 出多 量 ナ リ.肝:12.79暗 赤 色一 般 ニ腫 大 シ,

充 血 ハ高 度 ナ ラザ レ ドモ肝 細 胞 ハ 癆怠 状 態 ニ シ テ

空 胞 形成 ヲナ スア リ,核 融 解 散 在 ス レ ドモ「ヱ」濃

染 細 胞 ハ 多.

心:1.9g心 房 ニ擴 張 期 性 血 塞 ヲ充 シ,冠 状 血 管

著 シク充 盈 セ リ,外 膜 脂 肪織 内 ノ出血 甚 ダ顯 著 ニ

シ テ大血 管 ハ何 レモ充 盈 セ リ,心 筋 細 胞 ハ 稍 々膨

大 シ間 質組 織 内淋 巴球 浸 潤 セ リ.脾:0.4g一 般

ニ鬱 血 色 ヲ呈 シ,鏡 檢 スル ニ充 血甚 ダ 高度 ニ シテ

淋 巴臚 胞 ハ 減退 セ リ.

 M. Nr. 103 (24St.殺 戮) 腎:左 右1.7g充

血 ハ殆 ド見 ラ レズ,主 要 部 上 皮 ハ 腫脹 シテ鮮 明 ナ

ル者 ト,「 ヱ」ニ濃 染 シテ密 ナ ル者 トノ差違 甚 ダ 著

明 ナ リ.又 時 ニ硝子 様 滴 ヲ含 ム細 胞 ア リ,間 捜 部

細 胞 又侵 害 サ レ,尿 圓 柱 多數 認 メ ラル.肺:3.5g

稍 タ 無 氣状 部 ア リ,又vesicular ?? Emphysem

ノ所 見 ア リテ所 々浮腫 性部 分 ヲ混 在 セ シ ム.肝:

1.1g鬱 血強 ク出血 性 ノ部 分 ア リ,之 等 ノ周 圍 ニデ

肝 細 胞 ハ腫 脹 著 シ ク,空 胞 ヲ爲 ス者 多 數 ニ シテ斯

ル 視 野 ハ 散 在 セ リ,而 モ外表 ニ近 ク肝 細 胞 腫 脹 又

空 胞 形 成 多 シ,血 管 周 圍 ニ浮腫 ヲ見,星 芒 細胞 ハ 時

ニ肥 大 スル者 アル モ然 ラザ ル者 亦 多 シ.心:1.1g

血 管 ノ充 盈擴 張輕 度 ニシ テ出 血 又著 シカ ラズ,心

筋 細 胞 ニハ甚 ダ多 數 ノ「ヱ」濃 染細 胞 ヲ認 ム.脾:

0.5g淋 巴臚 胞 減 退 シ,赤 色 髓 内 ノ充血 著 明 ニ シ テ

血 管 内 ニハ 中 等 度 ノ纎 維 素 析 出セ リ.

 以 上小 括,抗 體價 比 較 的 僅 少 ナル最 小致 死量 體

重100gニ 就 キ0.15ccナ ル 血 清 ニ於 テ,使 用量 亦

大 ナ リ得 タル コ トヲ記録 シ置 キ テ,通 覽 スル ニ,

臨牀 的 ニハ 顯 著 ナル過 敏 症Shock症 状 ヲ認 メ,

脱 屎尿,不 安,掻 鼻,噴 嚔,呼 吸 困難,Cheyne

Stokes呼 吸,Strabismus,小 腦 平 衡 失 調,跳 躍,

痙 攣,鼻 孔 口 ヨ リ漿 液 噴 出,肺 膨 脹,心 動 持續 等

正 常 過敏 症 ト異 ナル ハStrabismus,平 衡 失 調

等 ニ シ テ 他 ハ 全 ク 同様 ナ リ.組 織 的所 見 ヲ瞥 見

スル ニ,肺 膨脹 充 血 著 明,血 管 周 圍 ニ 出 血 及 ビ

浮腫 液 浸 出顯 著 ニ シ テ,肺 胞 擴 間 氣腫 状 ヲ呈 シ,

纎 維 素 ヲ析 出 シ,上 皮 剥 離,組 織球 游 出 ヲ認 ム,

腎血 管 ハ充 血擴 張 スル コ ト多 ク.絲 毬體 充 血時 ユ

出 血シ時 ニ内 皮 細 胞増 殖 セ リ,細 尿 管 上 皮 溷 濁腫
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脹 シ テ管 腔 ニ脱 離 スル コ トア リ,尿 圓 柱 ヲ形 成 シ

テ之 ヲ盈 ス ア リ,「 ヱ」濃 染 細 胞 ヲ認 メ,滴 状 變 性

ヲ爲 スア リテ,之 等 ハ時 間經 過 後 増 惡 セル ノ觀 ア

リ.心 臟 出血 多 ク,筋 間 又 ハ外 膜 下脂 肪 織 中 ニ 出

血 多 ク,筋 細 胞 ハ 腫 大 シ時 ニ「ヱ」ニ濃 染 セ リ,肝

ノ 實 質細 胞 荒 廢 ハ 可 ナ リ多 ク,腫 脹,空 胞 形 成,

核 崩壞 又融 解 ア リ,充 血 ハ 甚 シ ク高度 ナ ラザル モ,

血 管 周 圍 ニ浮腫 ヲ見 又 内 皮細 胞 増 殖 ス ル コ ト ア

リ.脾 充血 ハ 必 ズ シ モ高 度 ニ非 ザ ル モ時 ニ顯 著 ナ

ル コ トア リ,脾 竇 ニ纎 維 素 ヲ折 出 シ,臚 胞ハ 多 ク

減 退 セ リ.依 之觀 是,抗 腎血 清 注 射 ハ獨 リ腎臟 ノ

ミナラズ他臟器ニモ變化 ヲ來シ,何 レモ血管充盈

シ,肺 心ノ出血著明,肺 肝血管周圍浮腫,肺 脾ニ

纎維素析出著明ナリ.就 中腎臟ニ於テ弓状血管,

小 葉間血管ノ充盈,絲 毬體ノ出血,内 皮増殖,細

尿管上皮變性著シク尿圓柱形成高度ナル所見ハ特

記ス可キナレドモ其ノ特異的變化 ニ關スル考按ハ

後續實驗 ヲ待タザル可カラズ.

 第3節 抗肺免疫血清注射ニ依ル海〓臟器ノ組

織學的檢索

家免血清K. Nr. F.ノ 血 清學的效價檢索ハ第5表

ノ如ク,内 沈降素ニ關シテ他臟器蛋白トノ近親關

係檢索ハ已ニ前述セリ.

   第5表 抗肺血清 ノ抗體價

 本 血 清 ヲ海 〓 ニ注 射 スル ニ當 リ豫 メ56°30'非 働

性 トナ シ,微 量 使 用ハ 食 鹽水 ヲ以 テ適 宜 稀 釋 セ リ.

本 血 清 ノ毒 力 ハ甚 ダ強 甚 ニ シテ,注 射 直 後 多 クハ

横 臥 ノ儘 痙攣 ヲ發 スル 暇 モ無 ク斃 死 スル コ ト特 有

ニ シ テ,先 ノ抗 腎血 清K. Nr. C.ノ 最 小 致 死 量

ノ數 分 ノ1ヲ 以 テ スル モ,呼 吸 困難 其 ノ他 著 明 ニ

シ テ實 ニ本 血清 ノ最 小 致 死 量 ハ體 重100gニ 就 キ

0.05ccノ 微 量 ナ リ(第6表).

第6表 抗 肺 血 清 注 射 海 〓 症 状

                (K. Nr. F.)
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余 ハ茲 ニ臨 牀 症 状 ノ記 載 ヲ割 愛 シ其 ノ組 織 學 的

所 見 ヲ略 記 セ ンニ次 ノ如 シ.

M. Nr. 93(直 後 斃 死)肺:7.3g膨 脹,朱

色 ヲ呈 シ,兩 側前 後 面 ニ顯 著 ナ ル 出血 斑 ヲ見,此

部 ハ暗 黒 ナ リ.心:2.6g一 般 ニ充 血 シ テ暗 黒 ヲ

呈 シ,左 右 心 房 血 塞 ヲ盈 セ リ.

M. Nr. 94(直 後 斃 死)肺:4.7g朱 色 ヲ帶

ビ,淡 明光 澤 ヲ放 チ.高 度 ニ膨脹,前 後面 ニ 出血斑

多 シ,大 血 管 周 圍 淋 巴腔 中 出血 甚 ダ高 度(Fig. 3)

ニ シ テ血 管 壁 ハ 收 縮 ノ状 ヲ呈 シ管腔 ハ血 液 ヲ缺 ケ

リ,他 ノ 視野 ニ於 テ血 管 周 圍 ニ浮腫 液 滲 出著 明 ナ

リ(Fig. 4)肺 胞壁 ハ擴 開 シ,氣 腫 状 ヲ呈 シ,上 皮

剥 落 シテ 胞腔 ニ容 レル 有 リ,茲 ニ圓形 細 胞 浸 潤 多

ク認 メ ラル,氣 管 支 腔 内雛 襞 多 ラ シ テ狭 窄 ノ状 ヲ

呈 セ リ.

M. Nr. 95 (5M.斃 死)肺:4.6g白 色 膨脹,

出血 斑 ハ僅 微 ナ リ,鏡 檢 スルニ 大 小 血管 周 圍 ノ出

血 ハ最 モ高 度 ニ ンテ,内 腔 ハ 血 液 ヲ缺存 ス,其 ノ

他 ノ視 野 ニ テ血 管 周 圍 及 ビ肺 胞 腔 内構 造 蛋 白物 質

潴 溜著 明 ニ シ テ,又 血管 周 圍圓 形 細胞 浸 潤 存 シ,氣

腫 極 メテ著 明,氣 管支 腔 狭 窄 高 度 ナ リ.心:1.3g

充 血 及 ビ 出血 顯 著 ニ シ テ,實 質 細胞 間 ニ溢 レタル

モ,血 管 周圍 ノ浮 腫 ハ 輕 度 ニ シテ,實 質 細 胞 ハ狭

小 緻 密 ニシ テ腫 脹 セ ズ,抗 腎血 清 ニ於 ケル者 ヨ リ

モ 健康 ニ近 シ.肝 ニ15.3g暗 黒 色 顯 著,充 血

著 明,肝 細 胞 ハ 一 般 ニ溷 濁腫 脹 シ,小 葉 周邊 部 ハ

「ヱ」濃 染 セ リ
,Glisson鞘 ハ鬆疎 浮 腫 状 ニ シ テ,

肝 動 脈 周 圍 ニ蛋 白物 質浸 出 ア リ,星 芒細 胞 ハ非 常

ニ肥 大 セ リ.腎:左 右1.4g暗 黒 色,充 血 著明,

絲 毬 體 充 血 シ,弓 状血 管 周 圍 ニ浮 腫 液 浸 出 シ,細

尿 管 上 皮 腫 脹 セ ズ,其 ノ他 ノ變 性 ヲ認 メザ ル ハ 抗

腎 血 清 ニ於 ケ ル者 ト稍 々趣 ヲ異ニ セ リ.脾:0.5g

充 血 著 明 ナ レ ドモ臚 胞 減 少 高度 ナ ラズ.

M. Nr. 96 (3St.殺 戮)肺:3.0g帶 朱 次 白

色,著 シキ 膨脹 ヲ示 サズ,血 管 内血 液 ヲ缺 ケ ドモ,

血 管 周 圍 ニ向 ヒ出血 極 メ テ著 明,茲 ニ浮 腫 液 ハ多

カ ラザ レ ドモ胞 腔 内ヘ 蛋 白浸 出ハ 甚 ダ多量 ナ リ.

肝:12.5.

胞 肥 大 シ,肝 細 胞 一 般 ニ腫 脹,Glisson鞘 鬆 疎 浮

腫 性,肝 動 脈 周 圍 ニ蛋 白物 質 ノ浸 出 ヲ見 ル モ,細 胞

浸 潤 ヲ見 ズ.腎:1.3g充 血 著 明,血 管 周 圍 ノ浮

腫 ヲ見 ズ,上 皮 細胞 ノ變 性 著 シ カ ラズ.心:1.0g

冠 状 血 管 充 盈 シ,暗 赤 色 ヲ呈 ス,充 血 著 明 ナ レ ド

モ 出 血竈 無 ク,唯 内皮 細 胞 ノ増 殖 ヲ見 ラル,筋 細

胞 ニハ輕 度 ノ溷 濁腫 脹 ア リ.脾:0.3g輕 度 ノ充

血 ア レ ドモ其 ノ他 ノ著變 ナ シ.

M. Nr. 97 (6St.殺 戮)肺:3.6g白 色稍 々

膨 脹,兩 側後 面 ニハ 出 血斑 ヲ呈 ス,鏡 檢 上血 管 周

圍 ニ出血 アル モ 前者 ヨ リハ 輕 度 ナ リ,然 レ ドモ茲

ニ蛋 白物 質 ノ浸 出ハ 甚 ダ多 量 ナ リ.肝:11.6g

Glisson鞘 ハ 鬆 疎 浮腫 状,肝 細 胞 ハ 溷 濁腫 脹 シ,

中心 靜 脈 ハ血 液 ニ乏 シ.腎:左 右1.5g充 血 著 明

ナ レ ドモ實 質細 胞 ノ變 性 ハ 著 シカ ラズ.心:1.1g

血 管 周 圍 ニ出 血 ハ僅 少 ナ レ ドモ,實 質 組 織 ニ細胞

浸 潤 ア リ.脾:0.5g稍 々鬱血 色 ヲ呈 スル モ鏡檢

上 著 變 ヲ見 ズ.

M. Nr. 98 (24St.殺 戮)肺:3.0g白 色稍 々

膨 隆 セル ハ時 間經 過 久 シ キ ニ不 拘 抗 肺 血 清 タル ノ

爲 ナ ラ ン,血 管 周圍 ニ出 血 スル モ程 度 ハ 輕 微 ニ シ

テ,vesiculare Emphysemヲ 認 メ,肺 胞 内蛋 白

物 質 滲 出 多量 ニ シ テ,又 血 管周 圍 ニ モ浮腫 ヲ認 ム.

肝:11.5g中 心 靜脈 ハ 血 液 ヲ缺 キ,Glisson鞘

ハ 鬆 疎 浮腫 状 ナ リ,肝 細胞 ハ腫 脹 シ,癆 怠 状 ニ シ

テ汎 發 性 ニ核 崩 壞 ヲ爲 セ ル者 ア リ.腎:1.7g充

血 少 ク.其 ノ他 ノ著變 ナ シ.脾:0.5g著 變 無 ク.

心:2.1g汎 發性 出血 ア リ,間 質 細 胞増 殖 ア リ.

以 上小 括,抗 肺 血 清 ヲ以 テ シ テモ 抗 腎血 清 ト等

シキ 臨牀 症 状 ヲ呈 シテ斃 死 スル コ ト多 ク,本K.

Nr. F. 血清 ノ性 能 ヲ以 テ シ テハ,最 小致 死量 甚 ダ

僅微 ナ リ,剖 檢 的所 見 ニ於 テ特 有 ナル ハ,肺 膨 脹,

出血,浮 腫 甚 ダ高 度 ナ ル事 ニ シ テ,殊 ニ血 管 周 圍 ニ

於 ケ ル纎 維 素 含 有 浮腫 液 ノ著 明 ナ ル所 見(Fig. 4)

ニ シ テ,抗 腎 血 清 ニ於 ケ ル者 ヨ リ遙 ニ高度 ナ リ,又

肺 膨 脹 ハ 久 シ キ經 過 時 間 後 モ猶 ホ著 明(M. Nr. 98)

193



928 渡 邊 善 朝

ナ ル ハ特 有 ニ シテ,他 臟 器 ニ於 ケ ル充 血 又實 質 變

性 ハ何 レモ時 間 ト共 ニ輕減 セ リ.然 ノニ 肝 實 質 細

胞 變 性 僅 少 ニ シテ,又 腎 上皮 ノ溷 濁 腫脹,上 皮 剥

離,圓 柱 形 成 又心筋 腫 大等 ヲ見 ザ ル ハ抗 腎 血 清 ト

ハ稍 々趣 ヲ異 ニ スル 者 ア リ.又 心 ノ著 明ナ ル 充血,

出血,肝 腎 ノ充 血,絲 毬 體 充 血,Glisson鞘 浮 腫

等 血管 系 ニ關 スル變 化 ハ 本 血 清 ニ於 テ モ認 メ ラル

ル所 ニ シテ,抗 腎 血 清 トハ 稍 々趣 ヲ異 ニ スル特 異

的 ノ變 化 及 ビ趣 ヲ等 ウ スル共 通 性 血 管 系變 化 ヲ共

存 スル 者 ニ シテ,恰 モIn vitroニ 於 テ抗 元 タル 肺

蛋 白 ニ對 スル ノ ミナ ラズ其 ノ他 ノ臟 器 蛋 白 ニ對 シ

テ モ反 應 スル 血清反 應 ニ於 ケル ガ如 キ結 果 ヲ示 セ

ル 者 ト云 フ可 シ.

第4節 正 常 家 兎血 清 注射 ニ依 ル海〓 臟 器 ノ組

織 學 的 檢索: 余 ハ抗 腎,抗 肺 免 疫 家 兎 血 清 ヲ注

射 セ ル海 〓 臟 器 ノ組 織 學 的所 見 ヲ檢 索 スル ニ當 リ

其 ノ對 照 實 驗 トシテ正 常 家 兎 血 清 ヲ使用 セ リ.即

チ ー 定 ノ毒 物 ヲ注射 スル事 ニ依 リテ其 ノ解 毒 作 用

甚 ダ有 力 ニ シ テ,又 適 切實 ニ必 要 缺 ク可 カ ラザ ル

機 能 ヲ有 スル 肝臟 ノ如 キニ 於 テ,一 定 ノ變 性 ヲ惹

起 セザ ル ヤ ノ事 實 ヲ考慮 ス可 キ者 ニ シ テ,時 ニ肝

細 胞 ノ脂 肪 變 性,「 ヱ」濃 染,溷 濁腫 脹 又 腎 上皮 ノ

變 性 等 ヲ認 メラル ベ キ事 ハ 山林110),藤 井111),村

田112),Barbacci113)等 ニ依 リテ記 載 サ ルル 所 ナ レ

バ,余 ハ 正 常 血清 ニ依 リテ 如何 程 ノ變 化 ヲ認 メ得

ベ キ カ ヲ檢 索 セ リ.

M. Nr. 70(血 清 量0.2cc 5M.殺 戮)肺:3.0

白 色收 縮,檢 鏡 所 見 正 常 ニ等 シク,心:1.0g冠

状血 管 擴 張 セ ズ,心 筋 細 胞 「ヱ」濃 染性 ノ者 僅 少ニ

認 メ ラル.肝:7.5g一 般 ニ血 液 ニ富 ミ,小 葉 中

心 部 肝 細胞 空 胞 ヲ含 ミ,僅 少 ナ レ ドモ 核融 解 シ星

芒 細 胞 ハ腫 脹 セ.リ.腎:左 右1.6g充 血 ナ ク上 皮

ニ著變 ヲ認 メズ(Fig. 2).脾:0.5g臚 胞 減退 セ

ズ.

M. Nr. 63(血 清 量0.3cc 24St.殺 戮)肺:

3 .4g毛 細 血 管 ニ輕 キ充 血 ア リ,一 般 ニ白 色 ニ シ テ

膨脹セズ.心:1.4g血管 稍 々 盈セル外著變無

ク.肝:14.7g葉 間結 締 織 ノ所 々圓 形 細 胞 浸潤

シ,中 心 靜 脈 ニ軽 度 ノ充 血 ア リ,小 葉 周 邊 部 肝細

胞 腫 脹 シ,核 融 解 ヲ起 セ ル者 ア リ,「 ヱ」濃 染 細胞

ハ 少 數 ナ リ.腎:1.8g正 常 ニ近 ク.脾:1.1g

著變 ナ シ.

以 上小 括,肺 腫 脹 無 ク,白 色 ヲ呈 シ,出 血 ヲ見

ズ,鏡 檢 所 見 又 正 常 ニ近 ク,心,脾,腎 等 又 特 記

ス可 キ變 化 ヲ見 ズ,唯 從來 唱 ヘ ラル ル ガ如 ク肝臟

ノ巧妙 ナ ル解 毒 機 能 ヲ以 テ シテ,始 メテ變 化 ヲ認

メ空胞 形 成,核 融 解,「 ヱ」濃 染細 胞 ノ出現 等 ヲ見

タ リ,「 ヱ」濃 染 現 象ハ 先 ニ坂 田16)モ 認 ムル 所 ニ シ

テ食 鹽 水 其 ノ他注 射 物 質 ノ如何 ニ不 拘 最 初 ニ必 發

的 ニ起 ル 事 實 ニ シ テ,溷 濁腫 脹 トモ區 別 スベ ク,

而 モ之 トノ移 行 像 ア ル ガ故 ニ,其 ノ前 階 段 ニ來 ル

輕 度 ノ變 性 ニ シテ,重 ヰハ 溷 濁ニ 移 行 シ,輕 キハ

恢 復 ニ向 フ可 キ者 ト思 惟 サル.斯 テ 各臟 器 ヲ通 ジ

テ,血 管 系 ニ基 ク變 化 ヲ認 メ得 ザ ル ハ本 實 驗 ト比

較 シ テ記 録 ス可 キ事 實 ナ リ.

第5節 抗體 價 ヲ異 ニ ス ル免疫 血 清 注射 ニ依 ル

海 〓臟 器 ノ檢 索:余 ハ 以 上 抗 腎,抗 肺 血 清 ニ依

ル臟 器 ノ反 應 變 化 ヲ檢 索 セル ガ,其 ノ使 用血 清 ノ

In vitroノ 反 應 成績 ニ一致 シ テ,血 清 中抗 體 價 ノ

高低 ニ 平 行 的 ニIn vivoニ モ反 應 變化 ヲ來 シ得 ベ

キヤ ヲ,主 トシ テ最 小 致 死 量 及 ビ組 織 變 化 ヲ標 識

トシテ檢 索 セ リ.

第1項 抗 體 價 ノ ヨ リ高 キ抗 腎血 清 ヲ使 用 スル

實 驗:免 疫 方 法 ヲ等 シ ク スル モ,生 體 ニ依 リ抗

體 産生 ハ 必 ズ シモ 同様 ナ ラズ,茲 ニハ第1實 驗 ト

同 様 ナル 方 法 ヲ以 テ セル モ 抗 體 價 高 キ 血清 ヲ得 テ

目的 ニ適 セ リ,即 チ第7表K. Nr. 80血 清 ハ 之 ナ リ.

第7表 抗 腎 血 清 ノ抗 體 價
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即 チ 腎 蛋 白ニ 對 スル稀 釋 沈 降 素 價1:32ニ シ テ

第1實 驗 ノ倍價 ナ リ,U.氏 法 ニ依 ル 時 ハ3倍 價 ニ

シテ,F.溶 血 價 ハ1:5000ニ シ テ又 倍 價 ナ リ.本

血 清 ヲ以 テ

ルニ 第8表 ノ如 シ.

第8表 抗 體 價 ノ,ヨ リ高 キ抗腎血 清 ニ依 ル海〓症状

(K. Nr. 80)

即 チ本 血 清 ノ性能 ヲ以 テ シ テハ,第1次 實 驗 血

清K. Nr. C.ノ 最 小致 死 量 タル體 重100gニ 就 キ

0.15ccヲ 注射 スル ニ,3分 後 斃 死 シ,漸 次 用 量 ヲ

減 ジ0.05ccヲ 以 テ スル 時,生 死相 半 シ,0.07cc

ヲ以 テ スル 時 確 實 ニ致 死 セ シ ム,又 用量 ヲ第1次

實 驗 ト等 シ ク スル モ痙 攣 斃 死 ニ至 ル 時期 ハ短 縮 セ

リ.斃 死 ニ至 リ又之 ヲ免 カル ル モ,呼 吸 困 難 其 ノ

他 ノ臨 牀 的症 状 ハ第1次 實 驗 ト等 シケ レバ 茲 ニ省

略 シ テ,其 ノ鏡 檢 所 見 ヲ記 サ ン ニ.

M. Nr. 171 (3M.斃 死)腎:.1.9g暗 赤鬱

血 性 色 調,一 般 充 血 著 明 ニ シテ,絲 毬 體 ニ 肥 大 ス

ル 者 ア リテ大 小 不 同 ノ觀 ヲ呈 ス,主 要 部 及 ビ間捜

部 上皮 溷 濁腫 脹 シ,蛋 白圓桂 ヲ形 成 セ リ,而 モ血

管 周 圍 ノ浮 腫 ハ 著 シ カ ラズ.肺:3.7g白 色光 澤

ヲ放 チ,美 麗 ナ ル像 ヲ呈 シ,膨 脹 シテ 氣腫 ヲナ セ

リ,肺 胞 壁 ハ 強 度 ニ擴 開 シ著 シ キ氣腫 ヲ呈 ス,大

小 血 管 著 明 ニ充 血 シ,血 管 外 ニ出血 高度ニ シ テ又

浮 腫 著 明 ナ リ.肝:18.4g暗 赤 色右 葉 上 面 及 ビ

其 ノ邊 縁 ニ 白色 ノ斑 點 ヲ認 ム,充 血 著 明 ニシ テ毛

細 管 充 盈 シGlisson鞘 ノ血 管 周 圍 ニ無 構造 蛋 白物

質 滲 出 中等 度 ナ リ,肝 細 胞 ハ 一 般 ニ腫 脹 シ 中 ニハ

Nekrotischノ 者混 在 シ主 ト シ テ 小 葉 中央 部 ニ空

胞 形 成 多 ク周邊 部 ニ 「ヱ」 濃 染 細胞 中等 度 ナ リ.

心:1.9g冠 状 血 管 ノ充 盈擴 張甚 ダ 著 明 ニ シ テ心

房 ニハ擴 張 期 性 凝 血 夥 シ ク右 室 前 面 ニ 出 血竈 ヲ外

見 ス,鏡 檢 充 血 中 等 度,心 筋 ニ出血 セ リ,血 管 周

圍 ニ浮 腫 ヲ見 ラル ル者 ア リ.脾:0.7g充 血 ハ非

常 ニ著 明 ニ シ テ大 ナ ル血 管 内纎 維 素 析 出 又 顯 著,

臚 胞 減 少 中 等 ニ シテ脾 竇 ハ擴 開 セ リ.

M. Nr. 173 (9M.斃 死)腎:左 右1.7g暗

赤 色 ヲ呈 シ充 血 著 明,絲 毬 體 充 血 シ,血 管 周 圍 ニ

浮 腫 液 浸 出 ヲ認 メ,細 尿 管 上 皮 ニ溷 濁腫 脹 ア リ.

肺:6.9g體 重ニ 比 シテ其 ノ重 量 大,白 色 光 澤 ヲ放

チ,膨 脹 氣腫 状,中 等 大 血管 周 圍 ニ出 血 極 メテ顯

著 ニ シテ,浮 腫 液 浸 出 又 著明,一 般 ニ充 血 著 シ ク

肺 胞 壁 ハ擴 開氣 腫 顯 著,茲 ニ無 構 造 蛋 白物 質 ノ浸
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出多 シ,氣 腫 其 ノ他 前者 ヨ リモ 高 度 ノ變 化 ヲ認 メ

ラル ル モ注 射 量 ハ 却 ツテ 少量 ナ リ.肝:17.7g

暗 黒 色 ヲ呈 シ血 管 擴 開,特 ニ中心 靜 脈 ノ充 血 ハ 高

度 ニ シ テ又 肝 動 脈 周 圍 浮腫 液 浸 出 著 明 ナ リ,一 般

ニ肝 細 胞 ハ 溷 濁腫 脹 シ,小 葉 中 央帶 ハ 空 胞 形 成 ヲ

ナ シ,周 邊帶 ハ「ヱ」ニ濃 染 シ美麗 ナル 像 ヲ呈 セ リ,

星 芒 細 胞 亦膨 大 シ一 般 ニ變 化 ハ 前者 ヨ リモ高 度 ナ

リ.心:1.4g暗 赤 色,充 血 中 等 ニ シ テ,出 血 モ

見 ラル,血 管 周 圍 ニ於 ケル浮 腫 液浸 出ハ前 者 ヨ リ

モ 高度 ナ リ.脾:0.4g血 管 擴 開 著 明,臚 胞 減 退

高 度,脾 竇 擴 開 シ,血 管 内 ニ纎 維 素 ノ析 出認 メ ラ

ル.以 上 各 臟 器 變 化 ハ 前 者 ヨ リモ 高 度ナ レ ドモ其

ノ注 射 用 量ハ 半 量 ナル ヲ以 テ見 レバ必 ズ シ モ用量

ニ 不拘 成績 ナ リ.

M. Nr. 175 (1.5St.殺 戮)腎:左 右1.9g

充 血顯 著 ニ シ テ,絲 毬 體 亦 充 血 シ,増 大 シテ 大小

不 同 ノ像 ヲ呈 セ リ,血 管 周 圍 ニ浮腫 液潴 溜 著 シ カ

ラザ ル モ,細 尿 管 上皮 ハ 腫 脹 セ リ.肺:3.0g白

色ニ シ テ小 出 血點 ヲ散 在 シ,稍 々氣腫 状 ナ レ ドモ

高 度 ニハ 非

シ,カ カ ル部 分 ニ圓 形 細 胞 浸 潤 セ リ,充 血 ハ 中等

度 ニ シテ血 管 周 圍 浮 腫 亦 輕 度 ナ リ.肝:12.5g

暗 黒 色,中 心 靜 脈 及 ビ毛 細 管 充 血 著 明,血 管 周 圍

浮 腫 中等 度 ナ レ ド モ 肝 細 胞 ノ變 性 ハ 僅 微 ナ リ.

心:1.1g冠 状 血管 充 盈 外觀,心 筋 間 ニ 出 血著 明,

血 管 周圍ニ 輕 度 ノ浮腫 ヲ認 ム.脾:0.5g充 血顯

著 ニ シテ脾 竇 亦 甚 ダ擴 開,臚 胞 減 退輕 度 ナ リ.

以 上 ヲ通 覧 スル ニ,本 血 清 ノ抗 體 價 ハ 沈 降 素 價

ニ於 テモF.抗 體 價 ニ於 テ モ第1次 血 清K. Nr. C.

ノ倍 價 ニ シ テ,其 ノ性能 ヲ以 テ海 〓 ヲ致死 セ シ ム

可 キ最 小 注 射 量 ハK. Nr. C.血 清 ノ恰 モ半 量 ニ

シ テ,其 ノ痙 攣 斃死 ニ至 ラシ ム可 キ時 間 モ亦 同 一

使 用量 ニ於 テ甚 シ ク短縮 セ ルハ,本 血 清 ノ毒 力 ハ

K. Nr. C.血 清 トハ 比 例 的 ニ生體 ニ作 用 セ リ.更

ニ兩血 清 注 射 ニ依 リ斃死 ニ至 ル 迄 ノ時 間 ヲ等 シ ク

セ ル體 重 恰 モ等 シキM. Nr. 99トM. Nr. 173ニ

就 テ組 織 變 化 ヲ比 較 スル ニ第9表 ノ如 クM. Nr.

99ニ 於 テ細 尿 管 上皮 腫 脹,肺 胞 腔 内纎 維 素析 出,

第9表 抗體價ヲ異 ニスル抗腎血清ニ依ル組織變化 ノ比較

心 臟 ニ於 ケル變 化 稍 々高 度 ナ リ ト雖 モ,M. Nr.

173ニ 於 テ絲 毬 體 充 血 稍 々強 ク,肺 ニ於 ケル 出 血,

浮 腫,氣 腫,肝 ノ 充 血 及 ビ血 管 周圍 ノ浮 腫 等 ハ 前

者 ヨ リモ高 度 ニ シ テ,斯 ク注 射 用 量1/4ノ 微 量 ヲ以

テ スル モ猶 ホ且 肝 實 質細 胞 ノ退 行變 性 ノ如 キ ハ 互

ニ甲 乙 ヲ認 メズ.即 チ組 織 變 化 ヲ比 較 スル ニ本 血

清 ハK. Nr. C.血 清 ニ4倍 價 ノ毒 力 ヲ有 スル ハ,

其 ノ含 有 抗體 價 高 キ ニ因 由 スル 者 ト認 メ ラル.

第2項 抗 體價 ノ ヨ リ低 キ抗 肺 血清 ヲ以 テ スル

實驗:已 ニ大 澤93),林94)等 ノ業績 ノ如 ク肺 乳 劑

ハ動 物 ヲ免 疫 スル ニ毒 性 強 ク斃 死 ニ至 ラシ ムル コ

ト多 ク茲 ニモ多 數 ノ失 敗 ヲ繰 返 シ タル ヲ以 テ,余

ハ 他 ノ 臟 器 ト趣 ヲ更 ヘ 家兎 體 重kgニ 就 キ肺末

0.05-0.07gヲ 乳 劑10ccト シ,56°30′ 浸 出後,翌

朝 分 離,猶 ホ浮 游 スル 組 織 片 ノ混 在 ヲ濾 別 シテ,

免 疫 注射8囘 ニシ テ 第10表K. Nr. 95血 清 ヲ得

196



臟器過敏症ノ組織學的研究(第1

タ ル モ,第1次 血 清K. Nr. F.ヨ リモ 抗 體 價 ハ 低

カ リキ.

第10表 抗肺血清 ノ抗體價

即 チ稀 釋

Nr. F.ノ1/4效 價 ナ リ,F.抗 體 價 ハ1:2500ニ シ

テ1/2效 價 ナ リ.海 〓 血球 凝 集 價 ハ 却 ツテ1:320

ニ シ テ2倍 加 セル ハ,K. Nr. F.血 清 ニ比 シテ免

疫 囘 數 ヲ重 ネ タル爲 副反 應 抗體 ノ産 生 ヲ増 加 セ ル

ナ ラ ン.本 血 清 ヲ注 射 シ テ海 〓症 状 ヲ通 覧 スル ニ

第11表 ノ如 ク

體 重100gニ 就 キ0.05ccヲ 注 射 スル ニ〓 鼻,呼 吸

困 難 ヲ爲 スモ痙 攣 ヲ發 セ ズ,立 毛 ノ儘 時 ヲ移 シ テ

第11表 抗體價 ノ,ヨ リ低キ抗肺 血清ニ依ル海〓症状

(K. Nr. 95)

後 恢 復 シ,0.07ccヲ 用 フル モ斃 死 ニ至 ル ヨ リモ 恢

復 スル者 多 ク0.1ccニ 於 テ初 メテ致 死 セ シ メ タ リ.

更 ニ第1次K. Nr. F.實 驗 ト同一 用 量 ニ於 テ斃 死

迄 ノ時間 ヲ見 ル ニ第1次 實驗 ニ於 テ注射 直後 斃 死

セ ル 用量0.3-0.2ccヲ 使 用 スル 本 實驗 ニ於 テ ハ,

3-2分 ヲ要 シ,0.1ccヲ 使 用 シ テ4-6分 ヲ要 シ,

何 レモ時 間 延 長 セ リ,即 チ本 血 清 ニ依 ル最 小 致 死

量 ハ體 重100gニ 付0.1ccニ シテ 痙攣 斃 死 ニ至 ル

時 間 ハK. Nr. F.ヨ リモ延 長 セ リ.多 數 剖 檢 中

2, 3ノ 組 織 的所 見 ヲ見 ル ニ,

M. Nr. 233 (4M.斃 死)肺:膨 脹 胸腔 ヲ盈

シ,朱 色 ヲ呈 シ前 後 面 ニ出血 多 ク,鏡 檢上 大 中血

管 周 圍 出血 甚 ダ著 明,此 際 血 管 内 腔 狭 隘,内 皮 細

胞 ハ萎 縮 状 ヲ呈 シChromatinニ 富 メ リ.血 管 周

圍 ニ 高度 ナル 浮腫 液 ノ浸 出 ア リテ,血 管 周 圍 ハ纎

維 素 様 網 状 ヲ爲 セ ル有 リ,又 無 構 造 ニシ テ「ヱ」淡

染 セ ル部 ア リ,此 部 ニ遊 走 細 胞 ヲ見 ル コ ト ア リ

(Fig. 7)浮 腫 液 中 ニハ 出 血血 球 混 在 セ リ.肺 胞 ハ

一 般 ニ極 メテ 著 明 ナ ル 氣腫 状 ヲ呈 シ
,時 ニ無 氣 状

ヲ爲 シ此 際 肺 胞 壁充 血 シ,胞 腔 中 ニハ 浸出 浮腫 液

ヲ充 盈 セ リ,氣 管支 腔 ハ粘 膜 雛 襞 多 ク狭 窄 ノ状 著

明 ナ リ.肝:暗 黒 色顯 著,充 血 高度 殊 ニ毛 細 管
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充 盈 著 シ ク,Glisson鞘 ノ大 ナ ル者 ニ テ肝 動 脈 周

圍 ニ無 構 造 蛋 白物 質 ノ浸 出 高度 ナ リ.肝 細 胞 ハ 一

般 ニ溷 濁腫 脹 シ,充 血高 度 ナ ル部 ニ テハ 殊 ニ高 度

ニ シ テ核 消 失 セ ル者 ア リ,小 葉 周邊 部「ヱ」濃 染 細

胞 ア リ,星 芒 細 胞 ハ 甚 シ ク膨 大 セ リ.腎:暗 赤

色,充 血 ハ 中 等 シ テ絲毬 體 充血 又 僅微,肥 大 ヲ

見 ズ.弓 状 血 管 周 圍 ニ「ヱ」淡 染 物 質存 ス,主 要 部

細尿 管 上皮 腫 脹 スル モ ノ ア リ,褐 色 顆粒 ヲ貪 喰 セ

ル ア リ.心:冠 状 血 管 充 盈 シ,充 血 高度 ニ シ テ

輕 度 ノ出血 ヲ見,血 管 周 圍 ノ浮腫 ハ 僅微,心 筋 細

胞 ノ變 性 少 ク,唯 「ヱ」濃 染 細 胞 混 在 セ リ,大 血 管

内 ニハ 血球 ノ外 ニ「ヱ」ニ染 ル 無 構 造 物存 ス.脾:

充 血 著 明 ナ レ ドモ,腫 胞 減退 著 シ カ ラズ唯 境 界 ハ

不 明 ナ リ.

M. Nr. 235 (1St.殺 戮)肺:充 血 中等 度,

血 管 周 圍 出血 又中等,而 モ此 部 ニ浮腫 ハ 高度,氣

管支 腔 皺 襞 多 ク.狭 窄 收 縮 ノ状 ヲ呈 ス,肺 胞 一部

氣腫 状,他 ノ大 部 分 ハ 無 氣 状 ナ リ,此 部 ハ充 血 シ

胞 腔 内 蛋 白物 質 ノ浸 出多 量 ナ リ.肝:充 血 中 等

度,時 ニ毛 〓

帶 ニ肝 細 胞 腫 脹 セル 者 ア リ,星 芒細 胞 ハ肥 大 シ時

ニ褐 色顆 粒 ヲ食 喰 スル ア リ,Glisson鞘 血 管 周 圍

ニ浮腫 ヲ見 ル コ トア リ.腎:弓 状 血 管及 ビ葉 間

血 管 充血 セ リ,絲 毬體 モ一般 ニ血 液 ニ富 ミ核 増 殖

シ膨大 シBowinann氏 腔 ヲ盈 セ ル 者 ア リ.血 管 周

圍 浮腫 ハ 著 シ カ ラズ,細 尿 管 上 皮 ニ溷 濁腫 脹 ヲ認

ムル ア リ.心:血 管 ハ 充盈 擴 開 シ 出血 ヲ見 ル コ

トア リ,血 管 周圍 ニ浮腫 ヲ見 ザル モ,心 筋 細 胞 「ヱ」

濃 染 ノ者 ア リ.脾:充 血 高度 ニ シ テ脾竇 擴 開,

臚 胞 ハ稍 々減 退 スル モ 其 ノ他 著變 ナ シ.

以 上 通覽 スル ニ本 血 清 抗體 價 ハ稀 釋 沈 降 素 價 第

1次 血 清K. Nr. F.ノ1/4, F.抗 體 價 ハ1/2ナ リ,

第1次 血 清 最 小 致 死量 體 重100gニ 就 キ0.05ccナ

ル ニ反 シ本 血 清 ハ0.1ccナ リ.兩 者 同一 注 射 量 ヲ

以 テ スル時 斃 死 ニ至 ル 時 期 ハ本 血 清 ニ於 テ延 長 セ

リ.即 チ本 血 清 ノ毒 力 ハ前 者 ニ比 シ テ輕 度 ナ リ.更

ニ兩 血 清 注射 ニ依 リ斃 死 ニ至 ル 時間 ヲ等 シ クセ ル

者 ニ就 キ組 織 的 變 化 ヲ比 較 スル ニ 第12表 ノ如 シ

第12表 抗體價ヲ異 ニスル抗肺血清 ニ依ル組織變化 ノ比較

即 チ注 射 血 清 量 ヲ倍 加 セ ルM. Nr. 233ニ 於 テ

肺 血 管 周 圍 浮腫 稍 々高度,肝 細 胞 腫 脹,細 尿 管 上

皮 腫 脹,心 筋 「ヱ」細胞 出 現等 ハM. Nr. 95ヨ リモ

稍 々 高度 ナ ル ガ如 キモ,心 臟 出 血,絲 毬 體充 血 等

ハ 輕 度 ニ シ テ其 ノ他 ノ所 見 ハ概 ネ同様 ナ リ.即 チ

用 量 ヲ倍 加 スル ニ於 テ第2次K. Nr.95血 清 ノ毒

力 ハ 第1次K. Nr. F.血 清 ノ毒 力 ニ等 シ,從 テ毒

力 ハ半 價 ナ リ.本 血 清 ノIn vitroニ 於 ケル 抗體 價

ガK. Nr. F.血 清 ノ抗 價 ノ半價 又 ハ1/4價 ナル ニ

從 テ全 ク 平行 的 ノ 生體 反 應 ヲ結 果 セル モ ノ ト認 メ

ラルルハ抗腎血清實驗ニ於ケルト同様ナリ.

第3項 小括.余 ハ第1次 實驗ニ於ケル ヨリモ

抗腎血清ハ高價ナル,抗 肺血清ハ低値ナル抗體價

就中稀釋沈降素價及ビF溶 血價ヲ示 ス血清 ヲ海〓

ニ注射 シテ最小致死量 ヲ決定シ,斃 死ニ至ル時間

ヲ考察シ,更 ニ又恰モ同様程度ノ組織變化 ヲ爲セ

ル海〓ノ使用血清量 ヲ考察スル時,In vitroニ 抗

體價倍加 スル者ハ使用血清量半量ニシテ,抗 體價

半減スル者ハ倍量ニシテ臟器組織 ノ變化ハ同一程

度ナリ得タリ.唯 抗腎血清ニ於テハ抗體價倍加ス
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ル時 血 清 用 量1/4以 下 ニ テ猶 ホ且 同 一程 度 ノ變 化 ヲ

見 タル コ ト有 レ ドモ斃 死 ニ至 ル 時 間 ヲ見,最 小 致

死 量 ヲ考 慮 スル 時 ハ 恰 モ數 量 的 ニ比 例 的 ナ リシ コ

トヲ首 肯 セ ラル.余 ハ 抗 體 中F.抗 體 ニ關 スル毒 性

ナ リヤ沈 降 素ニ 關 スル毒 性 ナ リヤ ニ關 シ第3次 實

驗 ニ移 ラ ン トス.

第6節 F.抗 體 ヲ吸 收 セ ル抗 腎,抗 肺 血 清 ニ依

ル海 獲〓臟 器 ノ檢 索:臟 器 ヲ抗 元 ト スル免 疫 血 清

申 ニハ 所 謂 「チ ト トキ シ ン」作 用 ヲ有 スル抗體 及 ビ

過 敏 症 作 用 ヲ有 スル抗 體 ヲ含 有 スル コ トハ周 知 ノ

事 實 ニ シ テ更 ニF.抗 元 ヲ有 スル 臟 器 ニ對 スル免

疫 血 清 ニハ 其 ノ異 種 性 抗 體 ヲ産 生 シテ,之 ヲ海 〓

型 動 物 ニ注 射 ス レバ 逆過 敏 現 象 ヲ惹 起 シテ一 般 ノ

Zytotoxin作 用 ヲ覆 フ.余 ハ 以 上 ノ實 驗 ニ於 テ抗

腎,抗 肺 血 清 ハ其 ノ抗 體 量 ニ比例 シテ毒 性 ヲ示 ス

トコ ヲ確 カ メ得 タ リ.茲 ニ之 等 血 清 中 ノF.抗 體

ヲ除去 シ テ注射 スル時 如 何 ナル變 化 ヲ残 存 スベ キ

カ ヲ實 驗 セ リ.

第1項 抗 腎 血 清 中F.抗 體 ヲ吸收 セ ル 血 清 ヲ

使 用 スル實 驗:余 ハ 抗 腎 血 清K. Nr. 80中F.

抗 體 ヲ吸收

ノF.抗 體 吸 收 前 ノ性能 ハ海 〓 體 重100gニ 就 キ

0.07ccヲ 最 小 致 死 量 トセ リ.

第13表 F.抗體吸收後抗腎血清抗體價

本 血 清 中F.抗 體 吸收 前 ハ,注 射 ニ依 リテ海 〓 ニ

立毛,靜 坐,脱 屎 尿,呼 吸 困難,痙 攣,斃 死 等 固

有 ノ症 状 ヲ發 スル モ,吸 收 後 血 清 ハ 吸收 前 最 小 致

死 量 タ ル0.07ccヲ 用 フル モ,元 氣 盛 ニ シテ異 常 無

ク直 後 ヨク走 行 セ リ.遙 ニ用量 ヲ加 ヘ テ100gニ

對 シ0.2ccノ 大 量 ヲ以 テ ス ルモ,靜 坐,時 ニ間代

性 攣 縮 ヲナ ス コ トア ル モ間 モ無 ク恢 復 元 氣 活 溌 ナ

リ,即 チ 第14表 ノ如 シ.

第14表 F.抗 體吸收後 ノ抗腎血清 ニ依ル海〓症状
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余 ハ 之 等 ニ就 キ時 間 的 ニ殺 戮 シ タル2, 3ノ 臟 器

變 化 ヲ略 記 セ ンニ,

M. Nr. 176 (1St.殺 戮)肺:4.0g收 縮 シ

テ紫 藍 色 ヲ呈 ス,鏡 檢 スル ニ所 々無 氣 性 視 野 ア リ,

充 血 輕 度 ニ シテ 一 般 ニ氣腫 ヲ認 メズ,血 管 周 圍 ニ

出 血 又 浮腫 ヲ見 ズ.肝:16.5g充 血 ヲ見 ズ,

Glisson鞘 ニ於 テ肝 動 脈 周圍 ニ浮腫 著 明 ニシ テ無

構 造 ノ蛋 白物 質 トシテ 認 メ ラル.肝 細 胞 溷 濁腫 脹

シ小 葉 中 心 帶 ニ空 胞 ヲ形 成 セ リ,星 芒 細 胞 ハ 輕 度

膨 大 セ リ.腎:1.9g暗 赤 色 ヲ呈 シ,充 血 中 等 度,

絲 毬 體 ニ モ 中等 度 ノ充 血 ア リテ,中 ニハ 核 増 殖増

大 シテ大 小不 同 ノ像 ヲ呈 セ リ,毛 細 管 充 盈 シ テ無

構 造 ノ蛋 白 物 質 ヲ盈 セ ルハStaseノ 所 見 ナ リ,細

尿 管 上 皮 腫 脹 シ圓 柱 形 成 ヲ為 セ リ,血 管 周圍 ニ浮

腫 液 ヲ見 ズ.心:1.7g充 血,出 血 ナ ク又 浮腫 無

シ,筋 繊 維 ニ變 性 ヲ認 メ ズ.脾:0.7g暗 赤 色 ヲ呈

シ血 管 ノ充 盈 擴 張 著 明 ニ シテ脾 竇 稍 々擴 開 セ ルモ

血 管 内繊 維 素 析 出無 ク臚 胞 減 退 ナ シ.

M. Nr. 179 (6St.殺 戮)肺:4.5g收 縮 状

ヲ呈 シ外 表 紫 藍 色,氣 腫 無 ク,血 管 周 圍 出 血,浮

腫 ナ シ,所 々 ニ充 血 ヲ見,繊 維 素 析 出 セ リ,又 淋

巴球 浸 潤 ス ル部 ア リ.肝:15.2g暗 赤 色,充 血

著 シ カ ラズ,唯 中 心靜 脈 ハ充 盈 セ リ.肝 細 胞 溷 濁

腫 脹 シ.核 崩壞 セ ル者 多 シ,Glisson鞘 ノ 浮腫 ヲ

見 ズ.腎:1.5g充 血 輕 度 ニ存 シ,絲 毬 増 大 シテ

Bowmann氏 腔 ヲ盈 ス者 ア レ ドモ,出 血 又 充 血 ヲ

見 ズ.毛 細 管 内 ニ無 構 造蛋 白物 質 ヲ存 シ,Stase

ノ所 見 ヲ爲 スモ,血 管 周 圍 ニ浮 腫 ヲ認 メズ.心:

1.5g暗 赤 色,毛 細 管 充 血 ヲ見 ル コ ト有 ル モ,出 血

無 ク.血 管 周 圍 ニ浮 腫 ヲ見 ル コ ト無 シ.脾:0.4g

脾 竇 著 明 ニ擴 開 シ,臚 胞 稍 々減 退 ス レ ドモ,充 血

無 ク,繊 維 素析 出 ヲ見 ズ.

M. Nr. 180 (35M.殺 戮)肺:3.1g收 縮 紫

藍 色,充 血 輕 度,血 管 周圍 ニ輕 度 浮 腫 ヲ存 スル モ,

出 血 像 無 ク,又 氣 腫 性 伸 展 ヲ見 ズ.肝:17.6g

暗 赤 色,充 血 ハ輕 度 ニ シテ,血 管 周 圍 ニ浮腫 ヲ認

ム,肝 細 胞 ハ一 般 ニ腫 脹 シ,殊 ニ小 葉 中 心帶 ニテ

腫脹 著 シク

暗 赤 色,充 血 著 明 ニシ テ,小 葉 間 血 管 ハ 何 レモ 充

盈 擴 開 セ リ.絲 毬 體 中殊 ニ著 シ キ 出血 ヲ見 ル コ ト

ア リ,増 大 セ ル者 ア リ.心:1.6g充 血,出 血 ヲ

缺 ク モ,血 管 周 圍 ニ輕 度 ノ浮 腫 ヲ見 タ リ.脾:

0.5g充 血 擴 開 甚 ダ著 明 ニシ テ,臚 胞 減 退 著 シク 顯

著,又 脾竇 擴 開 シ テCatarrh状 ヲ爲 シ,血 管 内 ニ

ハ無 構 造 ノ蛋 白物 質 ヲ容 ル.

M. Nr. 182 (24St.殺 戮)肺:3.4g收 縮 状

紫藍 色,充 血,出 血,浮 腫 ヲ見 ズ,又 氣腫 状所 見

ヲ呈 セズ シテ 健康 ニ近 シ.肝:18.2g帶 黄 赤 色,

充血,出 血,浮 腫 無 ク.而 モ一 般 ニ肝 細胞 ノ變 性

多 ク シ テ,小 葉 中心 帶 ハ 空 胞 形 成 シ,溷 濁腫 脹 シ,

周邊 帶 ハ 「ヱ」濃 染細 胞 多 シ,星 芒 細 胞 又膨 大 スル

者 多 シ.腎:1.9g充 血著 明,小 葉 間血 管 充盈 擴

開 セ リ.絲 毬 體 又充 血 高 度 ニ シ テ,核 増 殖 増 大 シ

テBowmann氏 腔 ヲ盈 ス者 ア リ.心:1.7g暗

赤 色,血 管 擴 大 シ,無 構 造 ノ蛋 白物 質 ヲ容 ル ル者

ア リ,繊 維 素 物 質 ヲ容 ル ル者 ア リ.輕 キ 血管 周 圍

浮腫 ヲ見 ル コ ト有 ル モ,實 質細 胞 ニハ 著變 ナ シ.

脾:0.5g臚 胞 減 退 セ ズ,脾 竇 擴 開 セ ズ,充 血 無

ク シ テ正 常 ニ近 シ.

以 上 ヲ通 覽 シテ之 ヲ吸 收 前 臟 器變 化 ト對 照 スル

ニ,第15表 ノ如 ク,吸 收 後 肺 臟 ハ 各 時 間共 收縮 シ

テ紫 藍 色 ヲ呈 シ,出 血 斑 ヲ見 ザ ル ハ外 觀 已 ニ吸收

前 ノ者 ト大 差 ア リ.鏡 檢 スル モ輕 キ充 血,浮 腫 ヲ

見 ル コ ト有 ル モ,出 血 無 ク,氣 腫 状 ニ非 ズ.肝 ニ於

テ充 血,出 血,浮 腫 ヲ見 ル コ ト少 ク,時 ニGlisson

鞘 ノ浮腫 ヲ見 ル コ トア リ.然 ル ニ實 質 細 胞 ノ變 性

ハ 甚 ダ著 明ニ シ テ,小 葉 中央 部 ニ空 胞 形 成,溷 濁

腫脹,周 邊 部 ニ「ヱ」濃 染細 胞 ヲ見 ル コ トア リ,星

芒 細 胞 ハ膨 大 セ リ.腎 ハ 各時 間 ニ於 テ充 血 強 ク,

24St.後 ト雖 モ著 明 ナ リ,絲 毬 體 ニ 高度 ノ充血 ヲ

見,著 明 ノ出血 ヲ呈 スル ア リ(M. Nr. 180),時 ニ

弓状 血 管 周 圍 ニ浮 腫 ヲ見 ル コ ト ア ル モ(M. Nr.

180)細 尿 管 上皮 ノ變 性 ハ 割 合 ニ少 ク,唯24時 間

後 顯 著 ナ リ,又1St.後 ニ於 テ上皮 細胞 荒 廢 著 シ
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ク,圓 柱 ヲ 形 成 セ ル 者 ア リ,絲 毬 體 肥 大 シ テ

Bowmann氏 腔 ヲ盈 ス コ トア ルハ 吸 收 前 ニ於 ケル

ガ如 シ.心〓

モ,出 血 ナ ク,浮 腫 輕 度 ニ シテ實 質細 胞 變 性 セ ズ.

第15表 F.抗 體吸收前後 ノ抗腎血清 ニ依ル組織變化ノ比較

脾 臟 充 血 著 明 ニ シテ,臚 胞 減 退,脾 竇 擴 開 ヲ見 ル

コ トアル モ,時 間 ヲ經 過 セバ 何 レモ輕 減 セル コ ト

吸 收 前 血 清 トハ大 差 ア リ.以 之觀 是,抗 腎 血 清 中

F.抗 體 ヲ吸收 スル時 ハ,海 〓 ニ注射 スル モ之 ヲ斃

死 セ シ メズ シ テ,吸 收 前 最 小 致 死量 ノ3倍 量 ヲ以

テ スル モ,唯 靜 坐,立 毛,時 ニ間代 性 攣 縮 ヲ爲 ス

モ,時 間 ト共 ニ輕 快 セ リ.吸 收 前血 清 使 用 ニ特 有

ナ リシ,肺 所 見 ヲ缺 キ,肝,心 ニ充 血,出 血 ヲ見

ズ,各 臟 器 ニ著 明 ニ現 ハ レタ リシ,血 管 周圍 ノ浮

腫 ヲ缺 キ テ,全 ク所 見 ヲ異 ニセ リ.然 レ ドモ抗 元

臟 器 タル 腎臟 ニ於 テハ,早 期 ヨ リ末期 ニ至 ル 迄,

充血 一般 ニ著 明 ニ シテ,絲 毬體 亦甚 シ ク血 液 ニ富

ミ(M. Nr. 180),顯 著 ナル 出 血 ヲ爲 スコ トア リ.

一般 ニ絲 毬 體 核増 殖 シ テ膨 大 シBowmann氏 腔 ヲ

盈 セ ル ア リ.細 尿 管上 皮 荒 廢 シ,圓 柱 形 成 ヲ爲 ス等

ハ吸 收 前 血 清 ノ際 ト等 シ ク,F.抗 體 ヲ吸 收 セル後

ト雖 モ,抗 元 固 有蛋 白 ニ對 スル 抗體 産 生 ニ依 レル

本 血 清 ガ 特 異 的 ニ腎臟 ヲ障 碍 スルZytotuxische

作 用 ニ依 ル 者 ト解 サ レ得.而 シテIn vitroニ 肝 臟

ニ 對 シテ モ 近視 度 高 キ反應 ヲ示 ス事 實 ニ一 致 シ テ

吸收 後 ト雖 モ肝 實 質 細 胞 ニ顯 著 ナル 退行 的變 性 ヲ

影 響 セ シ メタル 者 ト解 サ ル.依 テ茲 ニ抗 腎血 清 中

F.抗 體 ヲ吸 收 スル時 ハ,之 ニ由 來 スル 逆 過 敏症 作

用 ヲ失 ヒ,抗 元 タル 腎臟 ニ對 シテIn vitroノ 沈

降反 應 ニ一 致 スル特 異 的Zytotoxin作 用 ヲ殘 存

スル モ ノ ト解 シ,本 使 用 量 ヲ以 テ シ テハ 斃 死 セ シ

メズ,又 顯 著 ナル 過 敏症 類 似 ノ臟 器變 化 ヲ惹 起 セ

ザル モ ノ ト記 録 シ第4次 實驗 ニ進 マ ン トス.

第2項 抗 肺 血 清 中F.抗 體 ヲ吸 收 セ ル 血 清 ヲ

使 用 セ ル實 驗:余 ハ抗 肺血 清 中F.抗 體 ヲ吸 收

セ ル 後,海 〓 ニ注射 シテ組 織 學 的 檢 索 ヲ爲 ンタ メ

K. Nr. 95血 清 ヲ山羊Vollblutヲ 以 テ完 登吸 收

ヲ行 ヒ,第16表 ノ血 清 ヲ得 タ リ.

第16表 F.抗 體吸收後抗肺血清抗體價

Vollblutニ テ吸 收 操 作 ヲ爲 ス時,原 血 清 ハ2倍

ニ稀 釋 サ レ居 ル ヲ以 テ之 ヲ考 慮 シ,稀 釋 沈 降 素 價

ヲ檢 スル ニ吸 收 前後 ニ差 違 ヲ認 メズ,F.抗 體 ハ完

全 ニ吸 收 サ レ,唯 海 〓 血 球 凝 集 價 ハ1:320ナ ル

者1:80ニ 低 下 セ リ,吸 收 前 血 清 ノ性能 ハ,最 小

致 死量 體 重100gニ 就 キ0.1ccナ リシモ ノナ ル コ
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ト第5節 第2項 ニ示 セ ル ガ如 シ,今F.抗 體 ヲ吸

收 セ ル後 ノ使 用 ニ當 リテ症 状 第17表 ニ示 セ ル ガ

如 シ.

第17表 F.抗 體吸收後 ノ抗肺血清ニ依ル海〓症状

即 チ吸 收 前 ハ最小 致 死量 體 重100gニ 就 キ0.1cc

ヲ注 射 スル ニ,痙 攣 シ4分 後 斃 死 セ ル モ,本 血 清 ヲ

以 テ シテ ハ,立 毛,脱 屎 尿 ス レ ドモ直 チ ニ元 氣 盛 ト

成 レ リ,漸 次 増 量 シテ吸 收 前 最 小 致 死量 ノ4倍 量

トナ スモ,輕 度 ノ呼 吸 逼迫 ヲ爲 シ,後 恢 復 シ テ斃 死

ニ至 ル者 ナ シ.余 ハ 多 數 剖 檢 例 中鏡 檢M. Nr. 241

ヲ第2次 實 驗吸 收 前 血 清M. Nr. 235ト 時 間 的 關

係 ヲ等 シク殺 戮 シテ比 較 シ,M. Nr. 239ヲ 用 量 及

ビ時 間 ヲ等 シク セ ルM. Nr. 233ト 比 較 シ ツ ツ組

織 的 檢 索 ヲナ セ ル コ ト次 ノ如 シ.

M. Nr. 239 (4M.殺 戮)肺:膨 脹,出 血 ヲ

見 ズ.鏡 檢 スル ニ氣 腫 ヲ見 ズ.充 血 ハ 輕 度 ナ レ ド

モ,血 管 周 圍 ニ浮 腫 ヲ見 ズ,出 血 ヲ見 ズ.而 モ動

脈 内腔 ハ狭 小 シ テ内 被 細胞 ハChromatinニ 富 ミ

萎 縮 ノ状 ヲ爲 ス.胞 壁 又稍 々 充血 スル モ,腔 内 ニ

蛋 白 物 質 ヲ見 ズ,壁 上 色 素 顆粒 ヲ認 ム.肝:充

血 輕 度 ナル モ,Glisson鞘 ニ浮 腫 ヲ見 ズ,肝 細 胞

ハ 一 般 ニ腫 脹 シ,空 胞 ヲ形成 スル モ ノ ア リ.星 芒 細

胞 ハ 稍 々肥 大 セ リ.腎:充 血 中等 ニ シ テ,小 葉

間 血 管 周 圍 ニ 浮腫 ヲ見 ル コ トア ル モ,細 尿 管上 皮

ノ腫 脹 ハ 著 シ カ ラズ.心:充 血 ハ 中等 ナル モ,

出血 ヲ見 ズ,血 管 周 圍 ニ浮腫 ヲ見 ズ.筋 細 胞 ニハ

「ヱ 」濃 染 性 ノ者 散 在 ス.脾:充 血 ハ極 メ テ輕度,

臚 胞 減 退 其 ノ他 ノ變 化 ヲ見 ズ.

M. Nr. 241 (1.5St.殺 戮)本 例 ハ 吸 收 前血 清

使 用量(M. Nr. 335)ノ6倍 量 ヲ以 テセ ル モ斃 死

ニ至 ラ ズ.肺:膨 脹,出 血無 ク,肺 胞 壁 充血 輕

度 ナ ル モ血 管 周圍 ノ浮 腫 ハ甚 ダ僅 微 ナ リ,茲 ニ出

血 ヲ見 ズ,動 脈 壁 ハ收 縮 セ ル所 見 ヲ呈 シ,内 腔 甚

ダ狭 小 シテ 内膜 細 胞Chromatinニ 富 ミ萎 縮 状 ヲ

爲 セ リ.氣 腫 ヲ見 ズ,氣 管 支 内腔 ハ狭 窄 シ テ皺 襞

ニ富 メリ,一 般 ニ靜 脈 内 ニハ血 球 ノ外 ニ無 構 造 蛋

白物 質 ヲ充 盈 セ リ.肝:充 血 ハ極 メテ輕 度 ニ シ

テ,Glisson鞘 ニ浮 腫 ヲ見 ズ,肝 表 在性 ノ細 胞ハ

殊 ニ小 葉 中 央 部 ニ テ腫 脹 著 明,空 胞 ヲ形 成 セ リ.

周邊 部 ニ於 テ「ヱ」濃 染 細 胞 存 ス.星 芒 細 胞 ハ 膨大

シ,中 ニハ褐 色顆 粒 ヲ多 ク含 メ リ.腎:充 血 中

等 度,絲 毬體 又血 液 ニ富 ミ,弓 状 血 管 周 圍 ニ浮腫

著 明 ニ見 ラル ル モ,細 尿 管 上皮 腫 脹 ハ 著 シ カ ラズ.

心:充 血 著 明 ニ シ テ,輕 度 ノ出血 ヲ見 ル コ トア
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ル モ,血 管 周 圍ニ 浮 腫 ヲ見 ズ.心 筋 細 胞「ヱ」濃 染

散 在 ス.脾:充 血 ハ輕 度 ニシ テ,脾竇 擴 開 セ ズ,

臚胞減退セズシテ境界鮮明ナリ.

以 上 ノ所 見 ヲ通 覽 シ テ吸收 前血 清注 射 ノ者 ト比

較 スル ニ第18表 ノ如 シ.

第18表 F.抗 體吸收前後 ノ抗肺血清ニ依ル組織變化 ノ比較

M. Nr. 235トM. Nr. 241ト ハ 用 量6倍 加 ニ

異 ナ ル モ,時 間 經 過 ヲ稍 々等 シ ク スル 爲 比較 セ ン

ニ,吸 收 後M. Nr. 241ハ 肉 眼 的 已ニ 膨 脹,出 血

無 ク,氣 腫 ヲ見 ズ,浮 腫 甚 ダ輕 度 ニシ テ,血 管 周

圍 ノ出血 無 ク.肝,脾 ニ於 テ充 血輕 減 セ リ,腎,

心ニ 於 ケル 變化ニ 大 差 ヲ見 ズ,唯 肝實 質細 胞 ノ變

化 ハ 多 ケ レ ドモ,明 カ ニF.抗 體 吸收 ニ ヨ リ,組 織

反 應ニ 影 響 スベ キ毒 力 ヲ失 ヒ,用 量6倍 加 スル モ,

猶 ホ且 如 上 ノ所 見 ナ リ.飜 ツテ 用量 ヲ等 シ ク スル

M. Nr. 233ニ 比 シ テ,M. Nr. 239ヲ 見 ル ニ,前

者 ハ 注射 後4分 ニ シ テ著 明 ノ症 状 ヲ發 シ,斃 死 セ

ル モ,後 者 ハ 脱 屎 尿,立 毛,後 直 チ ニ恢 復 シ,剖

檢 スル モ肺 膨 脹 無 ク,浮 腫 ナ ク,鏡 檢 所見 モ表 示

ノ如 ク著 明 ノ差違 ヲ認 メタ リ.

依 之 觀 是,抗 腎 血 清 ノF.抗 體 吸 收 後 血 清 使 用所

見 ニ一 致 シ,吸 收後 ハ 明ニ 其 ノ毒 力 ノ大部 ヲ消 失

スル者 ナル ヲ知 ル.然 レ ドモ肝,腎 上皮 ノ退 行 的 變

性 又 腎,心 ノ一 般 充 血,絲 毬 體 充 血,心 出血,腎 血

管 周 圍浮 腫 等 一 部 ノ變化 ヲ殘 存 スル ハ,抗 海 〓 肺

血 清 ノ生 體ニ 及 ボ ス 作 用 ハF.抗 體 ノ ミニ依 ル ニ

非 ズ シテ,In vitroニ モ殘 サ レタル 固 有 蛋 白ニ 對 ス

ル 沈 降素 其 ノ他ニ 關 スル コ トヲ 證 セ ラ レ,抗 肺 血

清 ハ血 清 學 的ニ 抗 元 タル 肺ニ 對 シ最 モ著 明 ニ反 應

ス レ ドモ,生 體 ニ於 テ形態 學 的特 異 變 化 ノ明確 ナ

ル標 識 ヲ得難 ケ レ ドモ,〓 且 血清 學 的近 親 度 高 キ

肝,腎 ノ實 質細 胞 變 性 ヲ殘 存 セ ル モ ノ ト思 惟 サル.

第7節 沈 降 素 ヲ吸 收 セル抗 腎,抗 肺血 清ニ 依

ル海 〓臟 器 ノ檢 索:海 〓 臟 器 ヲ抗 元 トスル 免 疫

血清 ニハ 抗 元 臟 器 固 有 蛋 白ニ 對 ス ル 抗體 及 ビF.

抗 體 ヲ共 存 ス.余 ハ先 ニF.抗 體 ヲ吸 收 セル 抗 腎,

抗 肺 血清ニ 就 キ實 驗 セ リ,茲ニ 第4次 實 驗 トシ テ,

沈 降 素 ヲ吸收 セ ル血 清ニ 就 キ 檢 索 セ リ.

第1項 沈 降素 ヲ吸 收 セ ル 抗肺 血 清 ニ就 テ ノ實

驗:本 實 驗 ノ 目的ニ 余 ハ第19表K. Nr. 100血

清 ヲ得 タ リ,製 作 ニ當 リ動 物 ヲ斃 死 セ シ ムル コ ト

多 ク,免 疫元 用量 ヲ減 ジ,注 射 囘 數 ヲ減 ジ タ レバ,

其 ノ沈 降 素債 ハ 僅 少 ナ レ ドモ,F.抗 體 價 ハ 大 ナ ル

ヲ得,多 數 ノ海 〓 ニ豫 備 實 驗 ヲ行 フニ 何 レモ特 有

ノShockヲ 惹 起 シ,最 小 致 死 量體 重100gニ 就 キ

0.03ccナ ル コ トヲ確 メ得 タ リ.

第19表 沈 降 素 吸 收 後 抗 肺 血 清 抗 體 價
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沈降素 ヲ完全吸收後,F.抗 體價ニ變動ヲ示サザ

ル吸收後血清ヲ海〓ニ注射 スルニ,吸 收前 ト其ノ

臨状的症状ヲ異 ニセズ,最 小致死量ハ體重100g

ニ就 キ却 ツ テ0.025ccCニ 低 トセ リ.而 シ テ 斃死 ニ

至 ル 時 間ハ 沈 降 素 吸 收 前 ヨ リモ稍 々延長 セ リ(第

20表).

第20表 沈降素ヲ吸收前後ノ抗肺血清注射海〓症状

沈 降 素 吸 收後 ノ血 清 ヲ使 用 シ斃 死ニ 至 ル者 ヲ剖

檢 シテ,吸 收 前 ノ者 ト ノ 外見 ヲ對 照 スル ニ,M.

Nr. 310肺 ハ 膨脹 氣 腫状,全 面 雁 來 紅 色 ヲ呈 シ,

M. Nr. 311ハ 膨脹 甚 ダ著 シ カ ラ ザ ル モ全 面 雁 來

紅 色,所 々黒 赤 ノ出血斑 ヲ呈 シ,M. Nr. 312-315

ハ 何 レモ著 明 ノ膨 脹 ヲ示 シ,鮮 紅 色 ヲ爲 シ,出 血

斑 ヲ呈 ス.之 等海 〓 ノ心 動 ハ久 シク停 止セ ズ.冠

状 血 管 充 盈,心 房ニ 擴 張 期 性凝 血 ヲ盈 ス.肝,腎,

脾 ハ暗 赤 色 ヲ呈 シ,脾 ハ 著 明 ノ鬱 血色 調 ヲ呈 シ テ,

何 レモ吸 收 前 ノ内臟 所 見 ト大 差 ヲ認 メズ.更ニ 鏡

檢 スル ニ,

M. Nr. 310 (11M.斃 死)肺:一 般 ニ肺 胞

壁 充血 著 シク,血 管周 圍 ノ出血 ハ 最 モ顯 著,高 度

ナル 肺氣 腫 ヲ認 メ.氣 管 支腔 ハ狹 窄 シテ皺 襞 ニ富

ム.血 管 周 圍ニ 高度 ナ ル浮 腫 ヲ來 シ,此 際 肺 胞 腔

内蛋 白滲 出 多量 ナ リ.肝:充 血ハ最 モ 高度,殊

ニ中心 靜 脈 ハ甚 シ ク充盈 擴 張 シ,Glisson鞘 ニ テ

血 管 周 圍 ニ無 構 造 ノ蛋 白物 質 最 モ 著 明ニ 存 在 シ,

此 際 動 脈 内膜 ハ收縮 状 ニ シテ,内 膜 下組 織 又浮 腫

状 ナ リ.血 管 周 圍ニ 於 ケル浮 腫 液 ハ放 線 状ニ 排 列

ス(Fig. 5)肝 細 胞 ハ 一般ニ 腫 脹 シ,殊 ニ小 葉 中

心 帶 ニテ染 色 性 少 ク.周 邊 帶 ニ テ「ヱ」濃 染 性 ノ者

多 シ.腎:充 血 著 明ニ シ テ,絲 毬 體 又 充 血 シ,

時 ニ出 血ヲ爲 ス有 リ,核 増 殖 シテ肥 大 セ ル モ ノ ア

リ,細 尿 管 上 皮 稍 々腫 脹 シ,蛋 白圓 柱 ヲ含 ム者 ア

リ,弓 状 血 管 擴 開充 盈 ス レ ドモ,周 圍ニ 浮 腫 液 ヲ

認 ムル 者 少 シ.心:充 血高度 ニ シ テ,所 々毛細

管 充盈 セ リ,出 血 ヲ見 ザ ル モ,血 管 周 圍 ニ浮腫 ヲ

見 ル コ トア リ.筋 纎 維 中「ヱ」濃 染 性 ノ者 點 在 ス.

脾:充 血 高 度,脾 竇 擴 開,而 モ脾 材 明 カ ニ シテ,

臚 胞 減退 ハ著 シ カ ラズ.

M. Nr. 311 (30M .斃 死)肺:血 管 周 圍 ニ

甚ダ高度出血,又 浮腫液多量,出 血ハ胞腔ニモ經

度ニ認ム,胞 壁ハ一般ニ充血中等,氣 腫高度ニ シ
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テ伸 展 セ リ.浮 腫 液 ハ 血 管 周 圍 ノ ミナ ラズ,氣 管

支 周 圍 ニ モ肺 胞 内ニ モ 及 ベ リ.肝:充 血 高 度,

中 心 靜 脈 充 盈,肝 動 脈 周 圍 ニ浮 腫 ヲ見,肝 實 質細

胞 變 性 ハM. Nr. 310ニ 等 シ.腎:充 血 ハ一 般

ニ 中等 度,絲 毬 體 亦 充 血 シ,時ニ 出 血 ヲ爲 スモ,

増 大 シテ大 小 不 同 ノ所 見 ヲ爲 ス者 無 シ.細 尿 管 上

皮腫 脹 シ,尿 圓 柱 ヲ爲 ス者 ア リ.心:血 管 ノ

充盈 著 明 ニ シテ,血 管 周圍ニ 輕 度 ノ浮腫 液 ヲ見 ル

モ,出 血 ヲ認 メ ズ,筋 細 胞ニ 「ヱ」濃 染 性 ノ者 ア リ.

脾:充 血 中 等 度,周 邊 脾 竇 擴 開 シ,臚 胞 稍 々減

退 シ テ大 小 不 同 トナ リ,境 界 不 闡 明 ノ者 ア リ.脾

材 明 カ ナ リ.鐵 反應 ハ輕 度 陽性 ナ リ.

M. Nr. 313 (5M.斃 死)肺:充 血 最 高度,

毛 細 管 亦 充 盈 セ リ,血 管 周 圍ニ 極 メテ 高度 ノ 出 血

ヲ現 ハ シ,此 際 動 脈 ハ 内腔 強 度 ニ狹 窄 セ リ,靜 脈

周 圍 ニ モ最 高度 ノ浮 腫 ヲ現 ハ ス ノ ミナ ラズ,肺 胞

腔 内 ニモ 無 構 造 ノ蛋 白浸 出甚 ダ多 量,氣 腫 高度 ニ

シ テ,氣 管 支 腔 ハ 粘膜 皺襞 多 ク シ テ,極 メテ狹 窄

ノ 状 ヲ 呈 ス.肝:充 血 高 度,中 心 靜脈 充盈,

Glisson鞘 血 管 周 圍 浮 腫 顯 著,肝 細 胞 ハ 小葉 中央

染 色性 少 ク,周 邊 部 「ヱ」濃 染 著 明 ナル モ,空 胞 形

成 其 ノ 他 ノ變 性 ヲ見 ザ ル モ,鬱 血 著 シキ 中 央帶 ニ

テハ 壓 迫 ノ爲ニ 細胞 狹 小 トナ レ リ.腎:充 血 甚

ダ 高度 ニ シ テ,殊ニ 小 葉 間血 管 充 盈 シ,細 尿 管 間

ノ毛 細 管 充 血 著 明,絲 毬 體 モ 高度ニ 血 液ニ 富 ミ,

Bowmann氏 腔ニ 出血 スル ア リ.核 増 殖 シ テ増 大

セ ル ア リ.弓 状 動 脈 周 圍ニ 浮 腫 液 浸 出 セ ル ア リ,

此 際 動脈 内被 細 胞 ハ 萎 縮 状 ヲ爲 シ,細 胞 暦 ノ下 層

ハ 組 織 鬆 疎 ニ シ テ,鮮 明 ナル所 見 ヲ呈 ス,細 尿 管

上 皮 ハ 著 シ ク荒 廢 セ ズ.心:充 血 ハ 最 高 度,殊

ニ乳 嘴 筋 ニ テ著 明 ニ シテ,充 血 高度 ナ ル部 ニ筋 細

胞 「ヱ」濃 染 ノ者 ア リ.血 管 周 圍 ノ浮 腫 ハ 著 シ カ ラ

ズ.脾:充 血 高度,脾 竇 擴 開,脾 材 闡 明 ナ ル モ

臚 胞 ハ 稍 々減 退 シテ境 界 不 明 トナ レル 者 ア リ.

M. Nr. 315 (2.5 St.斃 死)肺:已 ニ2時 間

半 ヲ經 過 セ ル モ,充 血 ハ猶 ホ高度 ニ シテ.毛 細 管

充 盈 シ,血 管 周 圍ニ 出血 ヲ認 メザ ル モ,浮 腫 液 浸 出

中等 度,肺

狹 小 ナ ラズ,上 皮 細 胞 ハ 車 輪 状ニ 排 列 セ リ,肺 胞

一 部 氣 腫 状 ヲ呈 シ
,他 ハ 無 氣 状態 ナ リ.著 明 ノ所

見 トシ テ,動 靜 脈 壁ニ 多 數 圓 形 細胞 集 積 シ,肺 胞

壁 ニ モ増 加 セ リ(Fig. 8).本 標本 ノ鐵 反 應 ハ陰 性

ナ リ.肝:充 血 高 度 ナ ル モ,Glisson鞘 浮 腫 液

浸 出 ハ輕 度 ナ リ.中 心靜 脈 充盈 著 シキ部 ニテ肝 細

胞 空胞 ヲ形 成 シ,小 葉周 邊 部 ニ テ「ヱ」濃 染 セ リ,

星芒 細 胞 ハ 膨 大 スル者 多 シ.腎:一 般ニ 充血 ハ

中等,絲 毬 體ニ 充 血 ヲ見 ル ア ル モ,核 増 殖増 大 ス

ル ヲ見 ズ.細 尿 管 上 皮腫 脹 シ,排 列 ヲ亂 シテ 内腔

ニ脱 離 スル者 ア リ.弓 状血 管 周圍 ハ 鬆 疎 ナ ル モ,

著 シ キ蛋 白浸 出 ヲ見 ズ.脾:血 管 充 盈,脾 竇 擴

開,内 皮 細 胞 ノ脱 離 スル者 ア リ.臚 胞 減 退 シ テ境

界 不 明 ノ者 ア リ.擴 開 セ ル血 管 内 ニハ 赤 血 球 ノ外

ニ各 種 ノ白血 球 ガ大集 團 ヲ成 シ テ存 在 セル 所見 ハ

肺血 管 ニ於 ケル 圓 形 細胞 ノ出現 ニ一 致 セ リ.

第2項 沈 降 素 ヲ吸收 セ ル抗 腎 血 清 ニ就 テ ノ實

驗:余 ハ抗 海 〓 腎 血 清 中 ノ沈 降 素 ヲ吸收 セ ル血

清 ヲ使用 シ,第1項 實驗 ニ追 加 考 察 ヲ明確 ナ ラ シ

メン タ メ第21表 ノ血 清 ヲ得 タ リ.

第21表 沈 降 素 吸 收 後 抗 腎 血 清 抗 體 價

本 血 清 ヲ調 製 スル ニ當 リテ モ,免 疫 元 ノ毒 性 強

ク,動 物 ヲ斃 死 セ シ ムル コ ト多 ク,爲 ニ 注 射 量 及

ビ囘 數 ヲ減 ジ タル ガ爲,沈 降 素 價 ハ 低 價 ナ リシ モ,

幸 ニ シ テF.抗 體 價 ハ1:2500ナ リキ.本 血 清 ヲ以

テ スル モ注 射 後特 有 ノ症 状 ヲ發 シ,斃 死ニ 至 ル者

多 ク,其 ノ最 小 致死 量 ハ體 重100gニ 就 キ0.125cc

ナ ル コ ト ヲ知 レ リ.而 モ 注 射後 斃 死ニ 至 ル時 間 ハ

先 ニ第2次 實 驗 ノ抗 腎血 清ニ 於 ケ ル ヨ リモ延 長 シ
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33分-55分 後ニ及ベリ.

 本血清中沈降素 ヲ完全吸收 ヲ爲ス時,注 射後臨

牀的症状ハ第1項 ニ等シク特有ニシテ,其 ノ沈降

素吸收前 ノ者 ト全ク等 シク,最 小致死量ハ依然

0.125ccナ リ,此 際 斃 死ニ 至 ル時 間亦 甚 シ ク延 長

シ40-65分ニ 及 ベ リ.剖 檢 上肺 膨 脹,出 血 多 ク,

其 ノ他 ノ所 見 ハ 第1項 記載 ノモ ノ ト等 シ.其 ノ鏡

檢 的所 見 全 ク 同様 ナ リ.

第22表 沈降素ヲ吸收前後ノ抗腎血清注射海〓症状

 M. Nr. 307 (65M.斃 死)肺:膨 脹 所 々 出

血 斑 ヲ認 ム.鏡 檢 スル ニ,血 管 周 圍 ノ出 血最 モ 高

度 ニ シ テ著 明 ノ視 野 ヲ現 ハ シ(Fig. 6).血 管 周 圍

ニ浮 腫 又 著明 ナ リ.氣 管支 腔 狹 窄,氣 腫 状 擴 開 ノ

肺 胞 所 見 亦 著 明 ナ リ.一 般ニ 充血 ハ高 度 ニ シテ,

胞 壁 毛細 管 又充 盈 セ リ.肝:中 心 靜 脈 充 盈 シ,

茲ニ 毛 細 管 著 シ ク充 血,放 線 状 ニ走 行美 麗 ナル 所

見 ヲ爲 シ,Glisson鞘ニ 浮 腫 液浸 出 セ リ.中 心帶

ニ於 テ肝 細 胞 腫 脹 シ,染 色 性 少 ナ シ.腎:充 血

著 明,絲 毬體 亦血 液 ニ富 ミ,弓 状 血 管 周 圍 浮腫,

細 尿 管 上 皮腫 脹 ヲ認 ム.心:充 血 最 モ 高 度 ニ シ

テ,血 管 周 圍ニ 浮腫 液 ハ認 メザル モ,「 ヱ」濃染 細

胞 ハ 散 在セ リ.脾:充 血 シ,脾 竇 擴 開 ス.脾 材

明 カ ナ レ ドモ臚 胞 稍 々減退 セ リ.

 M. Nr. 306 (40M.斃 死)各 臟 器 ノ所 見 ハ

Nr. 307ニ 等 シ ク特ニ 記載 ヲ省略 セ リ.其 ノ他 海

〓 ノ鏡 檢 的 所 見 又 同様 ナ リ.茲ニ 記 述 ヲ割愛 セ

リ.

第3項 小括.抗 海 〓 腎又 肺 免 疫 家 兎 血 清 中 ノ

沈 降素 ヲ吸 收 セ ル 血 清 ヲ,海 〓 靜 脈 内ニ 注射 スル

ニ,多 數 海 〓 ハ特 有 ノ症 状 ヲ發 シテ,痙 攣 斃 死 ニ

至 ル ノ状 吸 收 前 血 清 注 射ニ 於 ケル ト大 差 ナ ク,從

テ 其 ノ最 小 致 死量 モ吸 收 前 ト異 ナ ラズ,抗 肺 血 清

費 驗 ニ於 テ ハ却 ツテ減 少 セ リ.稍 々特 有 ナル ハ,

用 量 ヲ等 シク スル 時,吸 收後 血 清 ノ際 ハ 注 射 後 斃

死ニ 至 ル 時 間延 長 セ ル ガ如 シ.而 モ吸 收 前 沈 降 素

價 低 カ リシ抗 腎 血清 實 驗ニ 於 テ ハ,吸 收 前 後,斃

死ニ 至 ル時 間 延 長 ノ比 較 ハ困 難 ナ リ.K. Nr. 100

K. Nr. 101血 清 ノ如 クF.抗 體 價 多 キ モ沈 降 素 價

低 キ時 ハ,吸 收 前 使用ニ 際 シテ モ一般ニ 斃 死 ニ至

ル 時間 ハ,然 ラザ ル者 ヨ リモ延 長 スル ガ如 キ所 見

ハ,第3次 第6節 實 驗K. Nr. 80, K. Nr. 95血

清 ト參 照 シ テ明 カナ リ.諸 臟 器 變 化 ハ 吸收 前 後 ニ

於 テ大 差 ナ ク,此 際抗 肺,抗 腎 血 清ニ 依 ル特 異 的

所 見 トシ テ ノ鑑 別 又不可 能 ナ リ.故ニ 抗 肺,抗 腎

血 清 中沈 降 素 ヲ吸 收 スル モ,海 〓ニ 注 射 スル 時,
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臟 器 組 織 變 化 ハ 吸 收 前 ト大 差 ナ ク,吸 收 前 ヨ リ

稍 々輕 度 ナル モ實 質 細 胞 變 化 ヲモ認 メ得.即 チ抗

臟 器 血 清 中 沈 降 素 吸 收 後 殘 存 スルF.抗 體 ハ,臟 器

變 化 ノ根 幹 ヲ爲 ス者 ニ シ テ,F.抗 體 ハ 之ニ 對 スル

抗 元 ヲ臟 器 抗 元 中ニ 求 メ テ結 合反 應 ヲ營 ミ,所 謂

F.現 象 タ ル 逆 過 敏症 ヲ惹 起 セ ル 臟 器組 織 ノ變 化

タル ベ キ ナ リ.抗 臟 器 血清 中 沈 降 素 亦生 體 反 應 ノ

因 ヲ爲 ス者ニ シテ,本 實 驗 ノ如 ク之 ヲ吸收 除外 ス

ル 時 ハ,最 小 致 死 量 ヲ變 セ ズ ト雖 モ,注 射 後 其 ノ

斃 死 ニ至 ル 時 間 ヲ延 長 セ シ メ,又 吸 收 前 ニ於 テ モ

F.抗 體 多 ク沈 降 素 價低 キ者 ハ 然 ラザ ル 者 ヨ リモ,

斃 死 時 間 延 長 セル ニ依 リテ 明 カ ナ リ,更 ニ第6節

實 驗 ノ如 ク,F.抗 體 ヲ除去 スル時 余 ノ用 量 ニ於 テ

斃 死 ニ至 ラズ ト雖 モ,臟 器 組織 ノ變 化 ヲ結 果 セ ル

ニ依 リテモ.

 第8節 抗 肺,抗 腎 血 清 中F.抗 體 量 ト海 〓最 小

致 死 量 ト ノ關 係 竝ニ 其 ノ沈 降 素 量 ト斃 死ニ 至 ル 時

間 トノ關 係:余 ハ 本 編 ニ於 テ抗 腎,抗 肺 免 疫 血

清 中沈 降 素 量 及 ビF.抗 體 量 ヲIn vitroニ 檢 索 シ

ツ ツ,之 ヲ海 〓 ニ注 射 スル ニ,特 有 ノ過 敏症 状 ヲ惹

起 斃 死 セ シ メ タ レ ドモ,余 ノ使 用量 ヲ以 テ シ テハ

該 血 清 中F.抗 體 ヲ吸 收 セ バ 過敏 症 状著 明 ナ ラ ズ,

斃 死 セ シ メズ.沈 降素 ヲ吸 收 セ バ,吸 收 前 ト等 シ

ク症 状ニ 大 差 無 キ ヲ以 テ見 レバ,之 等 血 清 中F.抗

體 ハ 逆過 敏 症 ノ根 元 タ リ.茲 ニ之等 ノ 血清 ニ就 キ

其 ノF.抗 體 量 ト海 〓 最 小 致 死量 ト ノ關 係 ヲ吟味

セ ンニ第23表 ノ如 ク

第23表 抗血清中ノF.抗 體量 ト最小致死量,沈 降素量 ト斃死迄 ノ時間 トノ關係

 a) 抗 肺(吸 收 後K. Nr. 95)抗 腎(吸 收 後K.

Nr. 80)血 清 中F.抗 體 ヲ吸 收 スル 時 ハ,沈 降 素 ヲ

殘 存 セ シ ムル モ余 ノ用 量 ヲ以 テ シ テハ 海 〓 ヲ致 死

セ シ メズ.b) 其 ノ沈 降 素 ヲ吸 收 スル 時(吸 收 後

K. Nr. 100, K. Nr. 101)ハ,F.抗 體 量ニ 應 ズ ル

用 量 ニテ 海 〓 ヲ致 死 セ シ メ タル コ ト,前 節 詳 記 ノ

如 ク,最 小 致 死 量 ハ抗 肺 血 清F.1:10000ニ シテ

0.03cc抗 腎血 清F.1:2500ニ シテ0.125ccナ リ

キ.而 シテ其 ノ斃 死ニ 至 ル 時 間 ニハ,自 ラ差 違 ア

リキ.c) 最 小致 死量 ハ抗 肺 血 清F.抗 體 量1:500

=0 .05cc, 1:2500=0.1cc, 1:10000=0.03ccニ

シテ,假ニ 體 重100gニ 就 キ0.1ccノ 最 小 致死 量

ヲ使 用 スル ニ當 ル,F.抗 體 量 ハ1:2500ト ス レバ,

何 レ ノ 血清 ヲ以 テ スル モ 同様 ナ リ.即 チ2500單

位(E.H.)ノF.抗 體 量ニ 於 テ最 小 致 死 量 ハ體 重

100gニ 就 キ0.1ccナ リ.抗 腎 血 清 ニ在 リテハF.
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抗 體1:5000=0.07, 1:2500=0.15又 ハ0.125cc

ニ シ テ,2500E.H., F .抗 體 量 ニ於 テ最 小致 死量

ハ0.15-0.125ccナ リ.d) 抗 臟 器血 清 中F .抗 體

2500E.H.ニ 就 キ最 小 致 死 量 ハ 臟 器 ヲ異 ニ 〓ル ニ

從 ヒ 自 ラ差 違 ア ル モ ノ ノ如 ク,理 由 ハ不 明 トスル

モ余 ハ 後 編 ヲ約 シ テ,他 臟器 ニ就 テ モ實 驗 ヲ續 ケ

ン ト〓.

免 疫 血 清 調 製 ニ當 リ,免 疫 元 ノ調 製,用 量,注

射 囘 數,其 ノ他 ニ依 リテ免 疫 血 清 中F抗 體 量 ト沈

降 素 量 トハ 必 ズ シ モ一 致 セザ ル ガ如 ク,F.抗 體 多

ク シ テ.沈 降 素 價低 キ コ トア リ.a) 抗 肺,抗 腎,

血 清 中沈 降 素 ヲ吸 收 後 ハ,海 〓 ノ最 小致 死量 ヲ變

ゼザ ル モ,其 ノ斃 死 ニ至 ル時 間 ハ 一 般 ニ稍 々遲 延

セ リ(吸 收 後K. Nr. 100, K. Nr. 101) b) 第23

表,K. Nr. F.ハF. 1:5000沈 降 素(P.) 1: 128

ナ ル時,最 小 致 死 量 ニ テ斃 死迄4'-5'ナ ル ニK .

Nr. 100ハF. 1:10000ナ レ ドモP. 1:8ナ ル ガ

故 ニ14'-17'ヲ 要 シ,K. Nr. 95ハF. 1:2500ニ

シテ 最 下 ナ レ ドモP. 1:32ナ レバ6'-15'ニ テ斃

死 セ リ.抗 腎血 清 ニ 在 リテ モ,同 一 ノ關 係 ヲ示 シ,

K. Nr. 80, F. 1:5000, P. 1:32ナ ル 時8'-10'

ナ ル モ,K. Nr. C.〓 テF. 1:2500ニ シ テP. 1:16

ナ ル 時,12'-30'ニ 延 長 セ リ.而 モK. Nr. C.ト

F.抗 體 量 ヲ等 シ ク 〓ル モ,K. Nr. 101ハP. 1:4

ニ低 下 セ ル ヲ以 テ,33'-55'ニ 延 長 セ リ.故 ニ抗

海 〓 肺,腎 免 疫 血 清 中F.抗 體 含量 ニ從 ヒ最 小致 死

量 増 減 ス レ ドモ,注 射 後Shocktodニ 至 ル時 間 ハ

其 ノ同時 ニ産 生 セ ル沈 降 素 價 ニ モ關 スル者 ニ シ テ

其 ノ沈 降 素 量 多 キ ニ從 ヒ斃 死 ハ 早 期 ニ シテ,少 キ

ニ 從 ヒ時 期 延 長 セ リ.更 ニ吸收 除 去 スル 時最 モ延

長 セ リ.故 ニF.抗 體 ニ由 リテShockヲ 惹 起 ス レ

ドモ,同 時 ニ含 有 サル ル 沈 降 素 モ亦 生 體 ニ害 因 ヲ

加 ヘ テ,斃 死 時 期 ヲ早 發 セ シ ム,即 チ沈 降 素 ハ 臟

器 蛋 白 ニ對 スル 抗 體 ニ シテ,之 ガ逆 ニ血 行 中 ヨ リ

臟 器 抗 元 ニ作 用 シ,抗 體 抗 元作 用 ヲ營 ミ,逆 ノ過

敏症 現 象 ヲ營 ミ,毒 因 ヲ爲 ス者 ニ シ テ,余 ノ用 量

ヲ以 テ シテ ハ,海 〓 ヲ斃 死 ニ至 ラシ ムル ニ足 ラザ

リ シノ ミ.

セザ ル臟 器 ヲ抗 元 トセ ル抗 血 清 使 用 ニ當 リテ モ,

之 ニZytotoxin作 用 ノ外 ニAnaphylaxie作 用 併

存 スル モ ノ ナ ル コ ト夙 ニ 馬杉13)等 ニ主 唱 セ ラル ル

所 ニ シテ,余 ノF.抗 體 吸 收 後 血 清 使 用 ニ依 ル 臟 器

變 化 ノ所 見 ハ,輕 度 乍 ラ之 ニ關 スル 者 ナ ル コ トノ

證 左 ナ リ.沈 降素 ノ有害 ニ作 用 シ テ,斃 死 ヲ早 カ

ラ シ ム ル關 係ハ,抗 肺,抗 腎血 清 間 ニ於 テ著 シ キ

差 違 無 キ者 ノ如 シ.

以 上 小括,抗 肺血 清 中F.抗 體 量2500E.H.ニ テ

最 小 致 死量 海 〓 體 重100gニ 就 キ0.1cc,抗 腎血 清

ナ ル 時 ハ,2500E.H.ニ テ 最 小 致 死 量0.15-0.125

ccナ リ.兩 抗血 清 ニ於 テF.抗 體 量 ニ關 セ ズ 沈 降 素

量 多 キ ニ從 ヒ,斃 死 時 期 ヲ早 カラ シ メ,少 キ ニ從

ヒ遲 延 セ シ メ,吸 收 除 外 スル 時最 モ 遲 延 セ シ ム.

而 モ沈 降素 ノ量 ニ關 セ ズ,F.抗 體 ヲ吸收 除去 スル

時 ハ,余 ン用量 ヲ以 テ シ テハ 斃 死 セ シ メズ,即 チ

沈 降 素 ハ 余 ノ用量 ニ テハ 斃 死セ シ ムル ニハ不 充 分

ナ レ ドモ,輕 度 ノ毒 性 ヲ有 スル コ ト其 ノ臟 器 變 化

ニ依 リテモ 亦 明 カ ナ リ.

第5章 總 括 考 按

海 〓 ノ肺 又 腎 ニ對 スル免 疫 家 兎血 清 ノ抗 元 臟 器

蛋 白 ニ對 スル 血清 學 的近 親 關 係 ヲ檢 索 シ,更 ニ之

ニ一 致 シテIn vivoニ モ特 異 的組 織 變 化 ヲ惹 起 シ

得 ベ キ ヤ ニ及 バ ン トセル モ,該 免 疫 血 清 中 ニハ,

海 〓 臟 器 ノF.抗 元 ニ對 スル 抗體 ヲ産 生 シ,之 ニ依

リテF.現 象 タル 逆過 敏 症 ヲ發 シ,其 ノ臟 器 組織 變

化 ノ主體 ヲ爲 スガ故 ニ,F.抗 體 ヲ吸 收 除 外 セ ル血

清 ハIn vitroニ 臟 器 蛋 白 ニ對 スル 沈 降 素 ヲ含 有

スル ガ故 ニ余 ハ 各種 ノ吸 收 法 ヲモ行 ヒテ 臟 器變 化

ヲ檢 索 セ リ.

1) 免 疫 血 清作 製 上 ノ手技,動 物 ノ個 人的 差 違

其 ノ他 ニ依 リ抗 臟 器 血 清 ハ 血 清 學 上 多種 抗體 ノ混

合 物 ニ シテ,海 〓 臟 器 ヲ抗 元 トスル時 ハ 更 ニF.抗

體 ヲモ産 生 ス.即 チ臟 器 蛋 白 ニ對 スル沈 降素,血

清 沈 降素,溶 血 素,血 球 凝集 素,F.抗 體 等 ナ リ.
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余ノ多クノ抗血清ニ於テモ,各 種抗體價ハ甚ダ相

違シ,又 特異性臟器蛋白抗體價 ト非特異性抗體價

トノ關係モ多様ナリキ(第24表).

第24表 抗血清中各種抗體量

例 ヘ バNr. F. Nr. 80ハ 特 異性 抗 體 價 高 ク,非

特 異 性 抗體 價 ハ低 ク.In vitroニ モIn vivoニ モ

特 異 性 作 用 顯 著 ナ ル モ,Nr. 95, Nr. C.ハ 非 特 異

性 抗 體 價 高 ク特 異 性 抗體 價 低 キ ガ故 ニ,In vivo

ノ應 用 ニハ 不 適 ニ シ テ,特 異 的組 織 變化 ヲ惹 起 シ

難 シ.即 チ カカル 血 清 ハ 抗體 産 生 ノ結 果 ヨ リ考 按

スル ニ 特 異性 研 究 對 照 トシテハ,免 疫 元 作製 ニ

際 シ脱 血灌 流 洗滌 等 ノ操 作 ヲ爲 セ ル コ ト無 意義 ナ

リシ事 ヲ考 ヘ ラル.Hepatotoxin, Nephrotoxin

ノ研 究 途 上 馬 杉109)ハ 一般 的 ニ抗 血 清 中,In vivo

ニ於 ケル 特 異 的作 用 ハ抗 元 臟 器 ニ對 スル沈 降素 價

ニ略 ボ比 例 ス ルモ ノナ ル コ ト ヲ認 メ タ リ.余 ハ 本

編 ニ於 テIn vivoニ 特 異 的 組 織 反 應 ヲモ窺 知 セ ン

トセ リ.

2) 實驗 ノ順序 上 先 ヅ抗 肺,抗 腎 血 清 ノ抗 元 臟

器 蛋 白 ニ對 スル血 清 學 上 特 異 關 係 ヲ檢 索 スル ニ,

抗 肺 血 清 ハ 主 抗元 タル 肺 臟 蛋 白 ニ 抗 腎 血 清 ハ 腎

臟 蛋 白 ニ對 シテ最 強 反 應 ヲ爲 スモ,亦 副 抗 元 タル

血 清 ニ對 シ テ モ反應 著明 ナ リ.然 レ ドモ血 清 ヲ以

テ吸 收 ス ル時 ハ 其 ノ反 應 消 失 シ肺,腎 ニ對 シ テハ

反 應 度 ヲ稍 々減 ズ ル モ最 高 位 ニ反應 ス,而 モ他 臟

器 ニ對 シ テ モ種 々 ノ程 度 ニ反 應 ス,腎 又 肺 蛋 白 ヲ

以 テ 吸 收 セ ル 血 清 ヲ用 フル 時,腎 又 肺 ニ對 シ又 血

清 ニ對 スル 反 應 ハ,何 レモ消 失 ス ル ヲ以 テ見 レバ,

腎 又 肺 ハ特 異 性 ヲ有 スル 臟 器 固 有蛋 白 ヲ含 ミテ,

同 時 ニ他臟 器 トモ血 清 學 的 ニ比較 的 ニ證 明 シ得 ル

共 通 抗 元 性 ヲ有 スル蛋 白體 ヲ含 有 スル コ トニ歸 着

スル モ ノニ シ テ,余 ノ成 績 ニ於 テ,抗 腎血 清 ニ對

スル 近親 關 係ハ 腎,肝,肺,脾,心 ノ順 位 ニ シ テ.

抗 肺血 清 ニ對 シ テハ,肺,腎,肝,心,脾 ノ順 位

ナル ハ 恰 モ 山 内83),林94),岸 岡92)等 ノ成績 ニ一 致

シ,或 ハ 相 似 タ リ.

3) 海 〓 肺,腎 ニ對 スル抗 血 清 ハ,各 種 抗 體 ヲ

産 生 ス レ ド〓,就 中之 ヲ海 〓 ニ注射 スル時 最 モ有

意 義 ナル ハF.抗 體 ニ シ テ,之 ニ依 リテF.現 象 タ

ルUmgekehrte Anaphylaxieヲ 惹 起 スル ハ 余 ノ

檢 索 ノ眼 目 ニ シテ,一 度F.抗 體 ヲ吸 收 除外 セ バ其

ノ生 體 反 應 大 ニ異 ナ レ リ.組 織 變 化 ヲ總 括 セ ンニ,

吸 收 前 ノ血 清 ヲ注射 スル ニ,海 〓 ハ 直 後脱 屎尿,

噴嚏,呼 吸 困難.頂 部 間 代 性痙 攣 ニ初 マ リ,Stra-

bismusヲ 爲 シ,薔 薇 紅 色 漿 液 ヲ鼻 口 ヨ リ噴 出,時

ニCheyne Stokes呼 吸 ヲ營 ミ,全 身痙 攣 ヲ爲 シ

テ 斃死 ス,抗 元 臟 器 ヲ別 ニ シ.抗 體 價 ヲ異 ニ スル

ニ從 ヒ,最 小 致 死量 ヲ異 ニ シ,沈 降 素 量 ノ多 寡 ニ

從 ヒ斃 死 ニ至 ル 時 間 ヲ異 ニ ス レ ドモ,多 ク ハ斃 死

ニ至 リ,然 ラザ ル モ ノハ 間代 性 戰慄 ヲ爲 シ,時 ニ

蹣跚 歩 行 ヲ爲 シ ツ ツ漸 次 恢 復 スル モ,症 状 ハ 一 般

ニ正常 過 敏 症 ヨ リ劇甚 ナ リ.剖 檢 スル ニ肺ハ 膨 脹,

氣 腫,雁 來 紅 色 ヲ呈 シテ 出血 夥 シ ク,心 動久 シク

停 止 セ ズ,内 臟 一 般 ニ充 血色 調 ヲナ ス コ ト全 ク正

常過 敏 症 ト相 似 タ リ.肺 血 管 周 圍 ノ 出血,浮 腫 液

ノ浸 出顯 著(Fig. 3, 4).此 際 動 脈壁 ハ,内 腔 著 シ

ク狹 隘 ニ シ テ厚 徑 ヲ加 ヘ内被 細 胞 ハChromatin

ニ富 ミ萎 縮 状 ヲ爲 シ,血 管 壁 ノ繊 維 浮 腫 状 境 界 不

明 無構 造 ヲナ ス者 ア リ.肺 胞 壁 伸 展 氣 腫 状 ヲ爲 シ,

胞腔 内繊 維 素 含 有 ノ浮腫 液潴 溜,氣 管 支 内腔 狹 小,

腎 血管 充盈,絲 毬 體 充 血 時 ニ出血,弓 状 血 管 周 圍

浮 腫(Fig. 1).細 尿 管 上 皮 溷 濁,「ヱ」濃 染,心 充 血

時 ニ出血,心 筋 腫 脹,「 ヱ」濃 染,肝 充 血,Glisson

鞘 浮腫(Fig. 5).肝 細 胞 ハ小 葉 中央 部 淡 明,周 邊

部 「ヱ 」濃 染 シ,一 般 ニ腫 脹 シ,星 芒 細 胞 膨 大 セ リ.
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脾 ノ充血,脾 〓 擴 開,繊 維 素 析 出等 ヲ見 ラル.就

中肝,細 尿 管,心 筋 等 ニ「ヱ」濃 染 細 胞 ア リ.之 ハ

又Nekroseト 溷 濁腫 脹 トノ問 ニ移 行型 ノ變 性 ア

リテ 「ヱ」 濃 染 性 ノ者 ハ腫 脹 ニ至 ル前 階 段 ト見 ラ

レ.時 ニNekioseニ 至 リ,時 ニ恢 復 ニ向 フ ト思

ハ ル ル ハ 坂 田16)ノ 所見 ニ一 致 セ リ.抗 腎 血 清 ニ在

リテハ,更 ニ絲 毬 體 出 血,核 増 殖 増 大,細 尿 管 上

皮 溷 濁 腫 脹,剥 離,「 ヱ」濃 染,尿 圓柱 等 實 質 細 胞

變 性 最 モ顯 著,外 ニ肝 細 胞 ノ空 胞形 成,腫 脹,核

融 解,崩 壊,心 筋 變 性 等 ヲモ認 メ得,抗 肺 血 清 ニ

在 リテハ 肺 ニ於 ケル 出血,浮 腫 其 ノ他荒 癈 的 所 見

顯 著 ナル モ,肝 實 質細 胞 ノ所 見 ハ抗 腎 血 清 ヨ リモ

少 ク,腎 上 皮 變 性,尿 圓 柱 形 成,心 筋 腫 脹 等 ヲ見

ザ ル ハ,抗 腎血 清 トハ 自 ラ趣 ヲ異 ニセ リ.兩 抗 血

清 使 用 ニ當 リ,肺 血 管 周 圍 ノ 出血,浮 腫,Glisson

鞘 浮 腫,腎 弓状 血 管 周 圍 浮腫,心 出血,脾 〓 擴 開

等 ハ 共 通 性 變 化 ナ ル モ,抗 腎 血 清 ニ在 リテ 腎實 質

細 胞 ノ退 行性 變 化 最 モ 著 明,抗 肺血 清 ニ在 リテ肺

血 管 域 ノ荒 蕪 最 高 度 ニ シ テ,肝,腎,心 ノ變 化 輕

度 ナ ル ヲ 以 テ見 レバ,抗 元 臟 器 ニ最 モ顯 著 ナ ル變

化 ヲ來 ス者 ト見 得 ベ ク,同 時 ニ 他臟 器 ニモ 出血,

浮 腫 等 血 管 系 ノ變 化 ヲ來 シ又 上 皮 溷 濁 其 ノ他 ノ實

質細 胞 ノ變 性 ヲモ來 シ,唯 抗 肺 血 清 ニ在 リテハ 他

臟 器 實 質細 胞 ノ變 性 ハ 輕 度 ナ リキ.

4) 抗 肺,抗 腎 血 清 中抗 體 價 ヲ異 ニ 〓ル2種 ノ

血 清 ヲ用 ヒテ最 小 致 死 量,斃 死 ニ至 ル迄 ノ時 間,

組 織 變 化 ヲ同一 ナ ラシ ム ル血 清 用 量 等 ヲ考按 スル

ニ抗 體 價 半 價 ナ ル時 使 用血 清 量 ハ倍 加 シ,抗 體 價

倍 加 スル 時 使 用 血 清量 半 減 スル ノ状 ハIn vitroノ

反 應 ニ一 致 セ リ.

5) 抗 血 清 中 ノF.抗 體 ヲ吸 收 後,海 〓 ニ注 射 ス

ル ニ,特 有 ノ症 状 ヲ呈 シ テ斃 死 スル者 無 ク,抗 腎

血 清 ニテ吸 收 前 ノ最 小 致 死 量 ノ3倍 量 ヲ用 フル モ

立 毛,靜 坐,時 々 間代 性 攣縮 ヲナ ス ノ ミニテ,抗

肺 血清 ニテ吸 收 前 ノ最 小 致 死 量 ノ4倍 量 ヲ用 フル

モ唯 輕 度 ノ呼 吸 逼 迫 ヲ爲 ス ノ後 恢復 シテ,何 レモ

斃 死 セズ,從 テ注 射 後,吸 收 前 ノ者 ト時 間 ヲ等 シ

ク.用 量 ヲ等 シク セ ル者 ハ,剖 檢 所 見 モ大 差 ア リ,

肺 膨 脹 無 ク,出 血 斑 ヲ見 ズ,鏡 檢 スル モ,肺 ノ出

血,氣 腫,肝,心 ノ血 管 周 圍 浮腫 ヲ缺 キ タル ハF.

抗 體 吸 收 ニ基 因 スル コ トヲ知 レ リ.

6) 抗 元 臟 器 ノ臟 器變 化 ノ特 異 的 關 係ハ.F.抗

體 吸 收 後 血 清 使 用 ニ際 シテ更 ニ 明 カ ニ シ テ,F.抗

體 吸 收 後 ノ抗 腎血 清 使用 ニ當 リ,腎 變 化 ハ 早 期 ヨ

リ24時 間 後 ニ至 ル迄,充 血 殊 ニ顯 著 ニ シテ,絲 毬

體 亦 甚 ダ血 液 ニ富 ミ,時 ニ顯 著 出血 ヲ爲 シ,核 増

殖 ニ 依 リ絲 毬體 ハ増 大 シ テBowmann氏 腔 ヲ盈

スア リ,更 ニ細尿 管 上 皮 ノ溷 濁 腫脹,「 ヱ」濃 染,

血 管 周 圍 浮腫 等 ア リテ,吸 收 前 ト大 差 ナキ 程 ノ所

見 ハ,F.抗 體 吸收 後 猶 水殘 存 スル 腎 蛋 白 ニ對 スル

抗 體 ニ 由來 スル變 化 ト考 察 シ得 ベ シ.肝 臟 ニ實 質

細 胞 ノ變 性 ヲ伴 フ血 管 周圍 ノ浮 腫 ヲ來 シ,心 臟 ニ

於 ケ ル輕 度 ノ充 血,浮 腫 等 ハ 此 際 血 清學 的 近親 反

應 高 キ ヲ示 ス共 通 抗 元性 蛋 白含 有 ニ依 ル反 應結 果

ト見 做 を得 ベ シ.F.抗 體 吸 收 後,抗 肺 血 清 注射 ニ

際 シテ モ其 ノ有 害 作 用 ノ大 部 ヲ失 フモ,血 清學 的

近親 關 係 ニ置 カ レタル肝,腎 ニ於 テ輕度 ナ ル血 管

系 ノ障 碍 ト共 ニ實 質細 胞 ノ退 行 變 性 ヲ來 スハ之 等

ノ臟 器 ニ抗 元 タ ル肺 蛋 白 ト共 通 抗 元 性 ヲ有 スル蛋

白 存 在 ニ 由來 スル 者 ト認 メ ラル.以 上 ヲ以 テ見 レ

バ抗 臟 器 血 清 中 ニハ 抗元 臟 器 ヲ組 織 學 的 ニ強 ク荒

蕪 セ シム ル特 異 的 抗體 ヲ存 スル ト共 ニ,他 臟器 ヲ

モ 比較 的 強 ク荒 癈 セ シ ムル抗 體 ヲ存 スル コ トヲ知

リ得,前 者 ハ 血清 學 的 檢 索 上抗 元 臟 器 蛋 白 ニ對 ス

ル 沈 降 素 ニ一 致 シ,後 者 ハ 他臟 器 ニモ 存 スル共 通

抗 元 性 ヲ有 スル蛋 白 ニ對 スル沈 降 素 ニ一致 スル者

ト解 シ得 ラ レ,馬 杉13)ノ 想 像 セル ガ如 ク,前 者 ハ

臟 器 中實 質 性 上皮 細 胞 ニ基 クZytotoxinニ シ テ,

後 者 ハMesodermal組 織 ニ基 ク過 敏 性 作 用 ヲ有

スル抗 體 ニ一 致 スル者 ト見 做 シ得.抗 腎血 清 ノF.

抗 體 吸 收 後 腎 臟 ニ於 ケ ル變 化 最 モ強 ク,肝 ノ實 質

細 胞變 性之 ニ亞 ギ,抗 肺 血 清 ニ於 テ腎,肝 ノ變 化

肺臟ニ亞ゲルハ余ノ血清學的檢索所見ニ一致之 ヲ

裏 書 スル者 ニ シテ,獨 リ肺 臟 ニ於 テハ解 剖學 的 開
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係 ヨ リ血 管 系 ノ障 碍餘 リニ モ顯 著 ニ シ テ,先 發 ス

ル ガ爲,實 質 組織 ノ變 化 對 照 ノ明確 ヲ缺 クモ ノ ト

思 ハ ル.

7) 余 ハ 續 イテ之 等 抗 血 清 中沈 降 素(P.)ヲ 吸 收

セ ル モ ノ ヲ海 〓 ニ注 射 スル ニ,吸 收 前 ノ者 ニ比 シ

テ,其 ノ臨 牀 的症 状 ヲ變 ゼ ズ,最 小 致 死 量 ヲ變 ゼ

ズ,抗 肺 血 清 ニ在 リテハ 却 ッテ最 小致 死 量 ヲ減 少

セ リ.稍 々吸 收 前 ト異 ナ レル ハ,之 ト注射 用量 ヲ

等 シ ク スル モ,P.ヲ 吸 收 スル 時 ハ 其 ノ斃 死 ニ至 ル

時 期 ヲ延 長 セ リ.已 ニ吸 收 前 ニ於 テ沈 降 素價 低 價

ナ リシ抗 血 清 ニ在 リテハ,時 期 延 長 ノ關 係 明 カナ

ラ ザル モ,F.抗 體 多 キ ニ比 シ沈 降 素 價低 キ血 清 ニ

在 リテハ,吸 收 前 ニ已 ニ一 般 ニ 斃 死 ニ至 ル 時 期 ハ

延 長 セ リ.臟 器 組 織 ノ變 化 ハP.ヲ 吸 收 スル時,特

異 的 變化 ヲ惹 起 セ シ メザ ル モ,一 般 ニ吸 收前 ノ變

化 ニ似,唯 實 質細 胞 ノ變 化 ハ 稍 々少 キ ガ如 キモ,

一 般 ニ血 管 系 障 碍 ニ因 ル 變 化 ハ顯 著 ナ リ.以 上 ノ

所 見 ヲ以 テ見 ル ニ,抗 血清 中P.ヲ 吸收 シテ殘 存 ス

ルF.抗 體 ハ,生 體 ニ對 シテ最 小 致 死 量,臨 牀 的 諸

症 状,組 織 變 化 ノ大 部 ヲ支 配 スル 者 ニ シテ,抗 元

臟 器 ハ 勿 論,之 ト共 通 抗元 性 ヲ有 スル 他臟 器 ニ對

シ テ,抗 體 抗 元 反應 ヲ營 ミ,Umgekehrte Ana-

phylaxieノ 結 果特 異 ノ臟 器 組 織 變 化 ヲ惹 起 〓ル

者 ナ リ.

而 シテ 沈 降素 ヲ吸 收 スル 時,海 〓斃 死 ノ時 期 ヲ

延 長 スル ハ,余 ノ用 量 ニ於 テ最 小 致 死 量 ヲ變 ゼズ

ト雖 モ 生體 ニ毒 因 ヲ加 フル者 ナ ル ヲ示 シ,沈 降 素

ガ抗 元臟 器 及 ビ共 通 抗 元 性 蛋 白 含 有臟 器 トノ間 ニ

結 合 反應 ヲ營 ム ニ依 ル者 ト解 サ ル.故 ニ以 上 ヲ考

按 スル ニ,F.抗 體 量 ニ依 リテ,抗 臟 器 血 清 ノ最 小

致 死 量 ヲ沈 定 シ得 ベ ク,含 量 多 キ ニ從 ヒ最 小 致 死

量 ハ 小 ナ リ,而 モ注 射 後 斃 死 ニ至 ル 時 期 ハ 沈 降 素

ノ含 量 ラ比 例 シ,含 量 多 キ ニ從 ヒ斃 死 期早 ク,F.

抗 體 量 ハ 多 ク トモ,沈 降 素 量 少 キ時 ハ 斃 死 期 遲 延

シ,沈 降 素 ヲ吸收 スル 時 最 モ遲 延 セ リ.

8) 抗 臟 器 血 清 中F.抗 體 ヲ吸收 ス ル モ 海 〓 ヲ

致 死 セ シ メズ,P.ヲ 吸 收 スル時 ハ 殘 存 スルF.抗

體 量 多 寡 ニ比 例 シテ之 ヲ致 死 セ シ メタ リ.海 〓 體

重100gニ 就 キ最 小 致 死 量0.1ccヲ 使用 スル ニ要

スルF.抗 體 量ハ抗 肺 血 清 ニ於 テ2500單 位 ナ リ.

又F.抗 體2500E. II.ナ ル時 抗 腎 血 清 ナ ル 時最 小

致 死量 ハ0.125-0.15ccナ リキ.斯 テ抗 血 清 ヲ別

ニ スル ニ從 ヒ其 ノ最 小 致 死量 ヲ異 ニスル 理 由 ハ保

留 シ テ,余 ハ 後編 ニ於 テ更 ニ他 臟 器 抗血 清 ニ就 キ

實驗 ヲ重 ネ ン トス.

9) 組 織 ニ對 スル抗 體 ガ血 行 中 ヨリ組 織 ニ作 用

シテ,逆 ニ 抗 體 抗 元 反 應 ヲ 營 ミUmgekehrte

Anaphylaxieタ ルForssman現 象 ヲ惹 起 ス ト云

フDoerr23)ノ 説 明 ヲ正 シ トス レバ,組 織 細 胞 殊 ニ

血 管 系 ニ主 ナ ル反 應 變 化 ヲ認 メ得 ベ シ.全 身 血 管

ノ 充盈,出 血,透 過 性 亢 進 ニ起 因 スル血 管 周圍 ノ

浮 腫,特 ニ肺毛 細 管 透 過性 昂 進 ニ ヨル 肺 胞 内 ノ濃

厚 蛋 白浸 出,肺,肝 動 脈 壁 ノ浮腫,血 管 周 圍 ノ浮

腫,腎 ノ弓 状血 管,心 冠 状動 脈 周圍 ノ浮腫 ヲ認 メ

血 管 内 腔 ニ障 碍 的 ニ作 用 スル 結 果,心 内膜 内皮 細

胞 ノKnotige Hyperphlasie,絲 毬 體 内皮 ノ増 殖,脾

〓 内皮 ノ腫 脹 剥離,血 管壁 ニ於 ケル 圓 形 細 胞 ノ集

積,又 各 臟 器血 管 内皮 ノ萎縮 状 ニシ テChromatin

ニ富 ミ,血 管 壁 鬆疎 状 態 等 ノ所見 ハ何 レモ 余 ノ 目

撃 スル所 ニ シ テ,之 ニ續 キ テ肝,腎,心 等 實 質細

胞 ノ溷 濁 腫脹,「 ヱ」染 色 異 常,紬 胞 核 ノ融 解 又崩

壊,空 胞 形 成 ヲ見,毛 細 管 小 動 脈 等 ノ麻 痺 ニ續 ク

ト考 察 サル ルStaseニ 依 リ之 ニ榮 養 サ ル ル組 織 細

胞 ノNekrose〓Nekrobiose等 亦 目撃 サ ル.之 等

ノ變 化 ハ 各 臟 器 ニ共 通 的 ニ認 メ ラ レ唯 解 剖 學 的 關

係 ニ於 テ程 度 ニ區 別 ヲ生 ズ ルモ ノナ レ ドモ,F.抗

體 ニ依 ルUmgekehrte Anaphylaxieハ 主 トシ

テ 血管 系 ニ反 應變 化 ヲ來 シ,實 質細 胞 ノ變 性 ハ2

次 的 ニ結 果 ス ルモ ノナ リ トノ考 案 ニ達 シ得 ベ シ.

唯海 〓 肺,腎 ニ對 スル抗 血 清 ナル 時 ハF.現 象 ナ

ル ノ外 ニ臟 器 蛋 白 ニ對 スル 抗 體 ノ生 體 反 應 ヲ加 フ

ル ノ ミ.
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第6章 結 論

1) 海 〓 腎 及 ビ肺 ハ夫 々臟 器 ニ特 異 ナル 蛋 白 ノ

外 ニ 他臟 器 ト共 通 抗元 性 ヲ有 スル蛋 白 ヲ有 シ,夫

等 ノ抗 血 清 ハ 抗 元臟 器 ニ最 高 ナ ル沈 降 反 應 ヲ爲 ス

ト共 ニ他臟 器 トモ 一部 共 通 性 反 應 ヲ示 ス.

2) 海 〓 腎 及 ビ肺 ノ免 疫 血 清 ヲ海 〓 ニ注射 スル

ニ 直 チ ニ特 有 ノ逆 過 敏 症 症 状 ヲ惹 起 ス.

3) 之 等 ノ免 疫 血 清 中 ノForssman抗 體 ヲ吸

收 セ ル血 清 ヲ注 射 スル時 ハ,最 小 致 死量 ノ3又4

倍 量 ラ以 テ スル モ斃 死 ヲ來 サ シ メズ.

4) 同様 ニF.抗 體 ヲ吸收 セ ル 血 清 ヲ注 射 スル

時 抗 元 臟 器 ニ比 較 的 特 異 性 變化 ヲ來 シ,他 臟 器 ニ

モ共 通 性 變 化 ヲ認 メ得 ル組 織 學 的 所 見 ハ 血 清學 的

檢 索 成績 ニ 一致 ス.

5) 之 等 ノ免疫 血 清 中沈 降素 ヲ吸 收 セ ル血 清 ヲ

注 射 スル 時 ハ,臨 牀 的症 状,最 小 致 死 量 ヲ變 ゼズ

シテ操 作 前血 清 ヲ注射 スル ト等 シ キShock症 状

ヲ惹 起 セ シ メ得.

6) 之 等 ノ免 疫 血 清 中 ノ沈 降 素 ハ海 〓 ノ最 小 致

死 量 ヲ變 ゼ ザ ル モ,注 射 後 斃死 ニ至 ル時 期 ヲ支 配

シ大 ナ ル ニ從 ヒ之 ヲ短縮 ス.

7) 之 等

致 死 量 ト比 例 シ大 ナ ル ニ 從 ヒ最 小致 死量 ハ 小 ナ

リ.

8) 抗 肺 血 清 中F.抗 體2500單 位 ヲ用フ ル 時,

海 〓 最 小 致 死 量 ハ體 重100gニ 就 キ0.1cc,抗 腎 血

清 ニ 在 リテハ0.125-0.15ccナ リ.

9) 之 等 ノ免 疫 血 清 ヲ海 〓 ニ注 射 シテ 起 ル臟 器

組 織 多 様 ノ變 化 ハ,組 織 細 胞 ニ對 スル 抗體 ガ逆 ニ

血 行 中 ヨ リ組 織 ニ作 用 シテ組 織 就 中血 管 系 ニ於 テ

抗元 抗 體 反 應 ヲ起 シ タル結 果 ト認 メ得.實 質細 胞

ノ變 化 ハ之 ニ依 ル2次 的結 果 ニ屬 スル 者 ト考 察 シ

得.

終 ニ當 リ,終 始懇 篤 ナル 御 指 導 ト御 校 閲 ト

ヲ賜 リシ恩 師緒 方 教 授 ニ満 腔 ノ謝 意 ヲ表 シ,

組 織 檢 索 ニ御 助 力 ヲ與 ヘ ラ レタル病 理 學 教 室

玉 川 講 師 ニ感 銘 ノ意 ヲ表 ス.
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附 圖 説 明

Fig. 1. 抗 腎 血 清 注 射 海 〓 腎

(M. Nr. 101)

Formalin固 定,H.E.染 色,Zeiss, 7×20×30cm ,

弓 状 動 脈 周 圍 ノ浮 腫 及 ビ「ヱ」濃 染 細尿 管 上 皮 細 胞.

Fig. 2. 正 常 家 兎 血 清 注 射 海 〓 腎

(M. Nr. 70)

固 定 染 色 同 上,Zeiss, 7×20×30cm,弓 状 動 脈 周

圍 ニ浮 腫 ヲ認 メズ.上 皮 異 常 ヲ認 メズ.

Fig. 3. 抗 肺 血 清 注 射 海〓 肺

(M. Nr. 94)

固 定 染 色 同 上,Zeiss, 7×10×30cm,血 管 周 圍 ニ

高 度 ノ出 血,血 管壁 收 縮 状,一 部 肺 胞擴 開氣 腫 状

ヲ 呈 ス.

Fig. 4. 抗 肺 血 清 注 射 海 〓 肺

(M. Nr. 94)

固 定 同上,VanGieson染 色,Zeiss, 7×20×30cm,

血 管 周圍 浮腫 液 浸 出 著 明 ノ像 ヲ呈 シ,美 麗 赤 色 ヲ

ナ ス纎 維 素 ヲ 含 メ リ.

Fig. 5. 沈 降素吸收抗肺血清注射海〓肝

(M. Nr. 310)

F.固 定,H.E.染 色,Zeiss, 7×20×26cm,肝 動

脈 内膜 收縮 状,内 膜 下 組織 鬆 疎,血 管 周 圍 ニハ無

構 造 ナ ル蛋 白物 質放 線 状 ニ排 列 セ リ.

Fig. 6. 沈 降素 吸 收 抗 腎 血清 注 射 海 〓 肺

(M. Nr. 307)

固 定 染 色 同上,Zeiss, 7×10×26cm,血 管 周圍 ノ

出血 甚 ダ高度,血 管 壁 ハ收 縮 状 ヲ爲 シ 内腔 狹 小,

氣 管支 腔 又粘 膜 皺 襞 多 ク狹 小 セ リ.

Fig. 7. 抗 肺 血 清 注射 海 〓 肺(M. Nr. 233)

固 定 染 色 同 上,Zeiss, 7×10×26cm,血 管 周 圍 高

度 ノ浮腫 液 浸 出,此 部 遊走 細 胞 ヲ認 ム,左 方 肺 胞

壁 氣 腫 状 著 明 ニ擴 開 セ リ.

Fig. 8. 沈 降 素 吸收 抗 肺 血 清 注 射 海 〓 肺

(M. Nr. 315)

固定 染 色 同 上,Zeiss, 7×20×26cm,肺 血 管 壁 ニ

圓 形細 胞集 積顯 著,毛 細 管 壁 又 然 リ.

Aus dem Hygienischen Institut der Medizinischen Fakultat Okayama

(Vorstand: Prof. Dr. M. Ogata).

Histologische Studien uber die Orgauanaphylaxie.

(1. Mitteilung.)

Versuch mit Antilungen- und Antinierenserum von Meerschweinchen.

Von

Yoshitomo Watanabe.

Eingegangen am 18. Marz 1940.

Um den mikroskopischen Befund bei Anaphylaxie weiter zu untersuchen, wurde

beim Meerschweinchen durch Antiserum von seinem Organantigen inverse Anaphylaxie

erzeugt. Dabei unterscheidet Verfasser zwei Arten von Antiorganwirkung, d.h. einer-

seits durch Forssman'sche Antikorper, weil dieses Antiserum durch Meerschweinchen-

organ bei Kaninchen hergestellt wird, und andererscits durch im engeren Sinne anti-

organische zytotoxische Wirkung auf das entsprechende Organ. Das Organ des Meer-

schweinchens wurde nach Blutentleerung mit physiologischer Kochsalzlosung 50 Minuten

lang unter starker (1m. hoher) Druckwirkung gut durchspult und dann in fliessendem

Wasser wieder 1 Tag lang gewaschen um es moglichst von Blut zu befreien. Das zer-
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schnittene Organ wurde im Morser pulverisiert und im Exkator aufbewahrt. Das Antigen

zur Prazipitinreaktion wurde in physiologischer Kochsalzlosung extrahiert und der

Eiweissgehalt nach der Essigsaure-Ferrocyankalium-Methode bestimmt. Das Kaninchen

wurde mit diesem Organantigen vielmals immunisiert und das Serum des Versuchstiers

wurde serologisch in Bezug auf Prazipitinwert (nach Uhlenhuth'scher- und Ogata'scher

Methode) gegen Organantigen des Meerschweinchens und in Bezug auf den Hamolysin-

wert gegen Ziegenblutzellen bestimmt. Dieses Antiserum von Kaninchen wurde dem

normalen Meerschweinchen injiziert und Schocksymptome des Versuchstiers genau beo-

bachtet. Das Organ des Versuchstiers wurde mikroskopisch genau untersucht. (Siehe

Fig. 1-8.) Um die eigene Wirkung des Forssman'schen Antikorpers von der zytotoxi-

schen Wirkung zu scheiden, absorbierte Verfasser das Antiorganserum mit entgegen-

gesetztem Antigen (fur Forssman'sche Antikorper durch Organantigen und fur das

zytotoxische Serum mit Ziegenblut). Das Meerschweinchen wurde dann mit Abguss-

serum injiziert.

1) Das Antinierenserum reagiert bei der Prazipitinreaktion auf die Niere am deut-

lichsten und das Antilungenserum auch bei der Lunge, doch reagieren die beiden Antisera

bei anderen Organen, z.b. Leber, Herz, Milz u.a., in verschiedenen Graden etwas schwach.

2) Wenn man diese Antisera dem Meerschweinchen injiziert, so kann man sofort

den typischen inversen anaphylaktischen Schock hervorrufen, aber wenn man den

Forssman'schen Antikorper in diesen Immunsera durch Absorptionsverfahren beseitigt

und dann das Abguesserum injiziert, so kann man keinen Schocktod oder typische Schock-

symptome mehr hervorrufen. Bei letzteren beobachtet man die starkste histologische

Veranderung an der dem Antig entsprechenden Lunge oder Niere.

3) Das Mengenverhaltnis des Forssman'schen Antikorpers in diesen Antisera geht

umgekehrt parallel mit der Minimalmenge, die beim Meerschweinchen den Schocktod

hervorrufen kann.

4) Wenn man das Prazipitin im Immunserum durch Resorptionsverfahren beseitigt

und das Abgussserum dem Meerschweinchen injiziert, so bleiben die klinischen Symptome

des Versuchstiers und die minimale todliche Dosis unverandert, wie bei der Injektion von

genuinem Serum. Aber Verfasser bemerkte dabei das interessante Phanomen, dass

dadurch das Intervall bis zum Schocktod etwas verlangert wird. Je grosger die Prazi-

pitinmenge ist, desto kurzer wird das Zeitintervall.

5) Die Organveranderungen nach der Immunseruminjektion sind verschiedenartig

und mannigartig, aber pathologischanatomisch will Verfasser folgendermassen schliessen:

Der intravenos injizierte Antikorper wirkt in der Blutbahn auf die Gewebszellen

(Antigen) ein, da in den Gewebszellen, besonders in der Blutbahn, eine Antigen-Anti-

korperreaktion eintritt, d.h. umgekehrt bei der normalen Anaphylaxie. So wird zuerst

in Blutgefasssystem eine Schadigung (Hyperamie, Blutung, Odem u.a.) hervorgerufen.

Die parenchymatosen Epithelzellen werden durch die Blutgefasse genahrt. Es ist daher

bedenklich, dass die degenerative Veranderung der parenchymatosen Epithelzellen als

Folge der Blutgefassschadigung sekundar eintritt.(Autoreferat)
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